














台湾恋愛夜曲








水上ルイ





[image: ]

角川ルビー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　　　　李リー薫シン月ユエ







「薫月様、悪気はなかったのです。どうかお情けを……」

　男はすでに殴なぐられ、泥どろまみれでボロボロの状態だった。しかしその目の中にはどこか高をくくったような傲ごう慢まんな光がある。私は手を上げ、その頰ほおを容よう赦しやなく数回続けて張り飛ばす。オフィスの天てん井じように、男の頰が鳴る高い音が響ひびく。

「自分のしたことがわかっているか？」

　私は彼の襟えり首くびを両手で摑つかんで締しめ上げ、その顔を間近に覗のぞき込む。

「おまえは李リー幇パンへの礼を欠き、慈じ悲ひ深い我が首領をついに怒おこらせた。我が首領にどれだけの恩を受けていたのか、忘れたのか？」

　声をひそめ、優やさしく囁ささやいてやると、反はん抗こう的だった男の目に初めて怯おびえが走る。

「そ、それは……」

「李幇を裏切った者がどうなるか、よく知っているだろう？」

　にっこり笑ってやると、男の目が見開かれる。

「……どうか、どうかお情けを……」

　男の両手が上がり、すがるようにして、襟首を摑んでいる私の手を握にぎりしめる。

「……私には老いた両親と、妻と、五人の幼い子供が……」

「おまえはもっと賢かしこくなるべきだった。自じ業ごう自得だ」

　私の言葉に、彼の顔が絶望に歪ゆがむ。私は彼の指を摑んで引き剝はがし、後ろに控ひかえていた部下達を振ふり返る。

「連れて行け。あとはおまえたちの好きなようにしろ」

　彼らは黙だまって頭を下げ、男の腕うでを両側から摑んで歩きだす。男が「家族にだけは手を出すな！」と叫さけびながら、廊ろう下かに引きずりだされていく。

「侯ホー」

　私は、最後に続こうとした部下の名前を呼ぶ。彼は厳いかつい顔とごつい身体からだをした私の警護の責任者で、荒あら事ごとにも強い。彼は私のすぐ脇わきまで来て、直立不動の姿勢になる。

「あの男が、自分のしたことを思い知るまで殴れ。だが骨までは折るな。あとあとの生活に支障が出てはいけない」

　侯は無表情のまま、私を見つめ返す。

「お祖父じい様は、もうあの男を許さない。遠く離はなれた場所に家族と共に引っ越こさせ、しばらく暮らせるだけの金を渡わたせ。お祖父様にはこちらで処分を下したと報告し、行き先を絶対に知られるな。……以上だ」

「仰おおせのままに、薫月様」

　彼は言って深く頭を下げ、私の後ろにいる部下にも会え釈しやくをして部屋を出て行く。廊下の向こうで、先ほどの男が「この人でなし！」と叫んでいるのが聞こえてくる。

　……私は血も涙なみだもない中国マフィアだ。もちろん人でなしと呼ばれてかまわない。

　私の名前は李薫月。二十八歳。台たい湾わんを支配するマフィア、李幇の首領の孫。ほかの中国マフィアの間では、悪あく魔まのように切れ、氷よりも冷たい心を持つと噂うわさされていると聞く。

「薫月様はお優しすぎます」

　革かわ張りの椅い子すに腰こし掛かけた私に、後ろに控えていた男が話しかけてくる。

「下々の者にまで情けをかけていては、とても首領は務まりません」

　彼はこの李幇の幹部、崔ツオイ高カオ石シー。三十五歳。祖父から私の右腕となるべく選ばれた男。幼い頃ころから私に影かげのように従い、私のアメリカ留学中にもよく訪ねてきていた。

　色素の薄うすい髪かみをきっちりと撫なでつけ、逞たくましい身体をオーダーメイドのダークスーツに包んでいる。冷たく見えるほど整った顔に、冷れい徹てつそうな銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね。見た目はどこかの映画俳優のようだが、英国の大学院の法科を出てマフィアになる前には弁護士をしていたという変わり種だ。

「あなたは昔からそうでした」

　彼は椅子を回り込んで私の前に跪ひざまずき、私の手を持ち上げる。

「捨てられた犬や猫ねこを拾っては情けをかける。ご自身の手が泥で汚よごれても気になさらない」

　彼はポケットから出したハンカチで、私の指先をそっと拭ぬぐう。さっきの男の手が汚れていたせいか、彼の白いハンカチにわずかな汚れがつく。

「マフィアらしい口を利きくようになったな、崔。だが、過保護なところは相変わらずだ」

　私が手を引きながら笑うと、彼の黒い瞳ひとみが厳しい光を帯びる。

「あなたは、七年間のアメリカ留学から戻もどられた。これからは李幇の次期首領となることだけを考えて行動なさらなくてはいけません」

「わかっている」

　私は答えるが、胸の奥のどこかで、何かがズキリと疼うずくのを感じる。

「お祖父様の役に立つため、自分のできる限りのことをする。まずは李幇がしてきた事業の中で法に触ふれそうなものをピックアップし、それを正し……」

　私が言いかけた時、部屋のドアに性急なノックの音が響いた。

「入れ」

「失礼いたします」

　聞き覚えのある声がして、部屋のドアが開く。そこに並んでいたのは黒のダークスーツに身を包んだ大おお柄がらな男達。祖父の警護係の人間だ。直立不動で道を空けた彼らの真ん中を悠ゆう々ゆうと歩いてくるのは、私の祖父、李リー寛カン日リ。この李幇の首領であり、大だい富ふ豪ごう李家の当主でもある。撫で付けられた見事な白はく髪はつ、長身を包むのは銀ぎん鼠ねず色のシルクの長チヤン袍パオ。彫ほりの深い顔立ちのせいか祖父はいつもとても若く見える。

　祖父が治める我が李幇は、台湾を支配してきただけでなく、中国全土のさまざまなファミリーを畏おそれさせ、影えい響きようを与あたえてきた生きつ粋すいの中国マフィアだ。今年で七十五歳になるが、その首領としてのオーラは未いまだに健在で、祖父が入ってくるだけで部屋の温度がすっと下がるようだ。その鋭するどい目で見つめられると、孫の私でも皮ひ膚ふが冷たくなるほどの威い圧あつ感を感じる。

　崔が、床ゆかに跪いたまま胸に手を当てて深く頭を下げる。私は椅子から立ち上がり、彼と同じように胸に手を当てて深い礼をする。

「顔を上げなさい、薫月。話がある」

　祖父は言い、部屋の中にあるソファセットの一つに腰こしを下ろす。私は自分のデスクを回り込み、彼の向かい側に座る。祖父が小さくうなずいてみせると、警護役の一人が進み出て、持っていたファイルを二人の間のローテーブルに置いた。

「馮フエン幇パンが、新しい幹部を迎むかえた。現首領の次男だそうだ」

　馮幇は、我が李幇と熾し烈れつな縄なわ張ばり争いをしている中国マフィア。もともと北京ペキン系の組織だったのだが中国全土に勢力を伸のばし、数年前からこの台湾にも進出してきた。我が李幇の宿敵といえる存在だ。

「次男？　馮幇の首領の子供は、現幹部の長男一人だと聞いていましたが？」

　私が呆ぼう然ぜんとしながら言うと、祖父は渋しぶい顔で、

「離り婚こんをした首領の前妻が日本で育てていたようで、情報はまったく漏もれていなかった。それを大学院卒業と同時に養子として引き取ったそうだ。もともと彼の存在を隠かくすためにそのような手続きをとったのだろうが」

　言って、ファイルを示してみせる。私はなぜか胸むな騒さわぎを覚えながら手を伸ばしてそれを取り、ページを開く。そしてそこにあった写真を見て、全身から血の気が引くのを感じていた。

「この男が……馮幇の首領の息子むすこ……」

　隠し撮どりされたらしい数枚の写真。その顔には見覚えがあった。

　艶つやのある黒い髪、オリエンタルな雰ふん囲い気きの端たん麗れいな美び貌ぼう。モデルのように見み栄ばえのする長身を仕立てのいいダークスーツに包んでいる。

「彼の名前は、馮フエン景ジン悟ウ。日本名、喜き多た川がわ景けい悟ご。日本で育ち、アメリカに留学し、さらに法科ロー・大学院スクールまで出て台湾に戻ったらしい」

　私は呆然とその写真を見つめたまま、動けない。

　彼の顔は、台湾に戻ってからも忘れたことなど一度もない。彼は、私がこの世でただ一人愛し、そして理由も告げずに捨てた男だったからだ。

「あなたを愛しているんです」、そう囁いてくる美声と、彼の照れたような笑え顔がおを思い出す。

　……まさか、彼が……。

　私は写真を見つめたまま、呆然と思う。

　……宿敵である馮家の人間だったなんて……。

　私が彼に出会ったのは、四年前、アメリカ留学中のことだった。




　　　　◆




　この時代、暴力だけでは組織は維い持じできない……そう言って私はマフィアの首領である祖父を説得し、コロンビア大学に留学した。もともと勉強が好きだった私は、四年制の大学課程を修しゆう了りようした後、さらに三年ある法科ロー・大学院スクールに進んだ。ＬＳＡＴでその年の最高点を取って合格し、さらにロースクールの成績でも常に首席を維持している。

　本当なら私は、アメリカでずっと法律の勉強を重ねたかった。だが、次期首領とされている私にとってはそれは夢のまた夢。私に残されている自由な時間は、卒業までの数カ月だけだ。思い残すことのないよう、その間は好きなだけ勉強に没ぼつ頭とうしようと決めている。

　コロンビア大学は、ニューヨーク州マンハッタンのアッパーウェストサイドの北側、モーニングサイドハイツと呼ばれる地域にある都市型大学だ。セントラルパークや賑にぎやかな五番街に出るのもすぐで、とても便利な場所にある。真面目まじめな私が行くのはほとんどが行きつけの場所ばかり。庶しよ民みん的なレストランや、公園、書店くらいだ。

　試験の終わったある週末。私は行きつけの大型書店にいた。コロンビア大学内には二十五の図書館と書店があり、普ふ段だんの勉強やレポートのための資料はそこでかなり揃そろう。だが本を購こう入にゆうする時には学内の書店ではなく、気に入っているこの書店に行くことが多かった。これは数少ない私の息いき抜ぬきの場所でもあったからだ。

　すっかり馴な染じみになっている法律関係の棚たなの間を歩きながら、その日の私は鼓こ動どうを速くしていた。ずっと探していた希少な学術論文がその書店に入ったという情報を、インターネット上で見つけていたからだ。

　……あった。奇き跡せきだ。

　背表紙を目で追っていた私は、ずっと探していたタイトルを見つけて、足早に歩み寄る。

　壁かべ際ぎわは天てん井じようまで作り付けになった巨きよ大だいな書しよ架かになっていて、分厚い法律関係の本がびっしりと並んでいる。私は目当ての本に向かって手を伸ばす。しかし、あとほんの少しのところで手が届かない。

「これですか？　お取りします」

　私のすぐ後ろから男の声がした。頭の上から手が伸び、その本を取ってくれる。

「ああ、どうもありが……」

　言いながら振ふり返り……そこにいた青年の美貌に目を奪うばわれて言葉を途と切ぎらせてしまう。

　彫ちよう刻こくのように彫りが深いが、そのどこか静せい謐ひつで端麗な美貌は、きっとアジア系だろう。

　艶やかな黒くろ髪かみ、凜り々りしい眉まゆ、真っ直すぐに通った鼻筋、男っぽい唇くちびる。

　くっきりとした奥二ぶた重え、セクシーな長い睫まつ毛げ、私を見つめる漆しつ黒こくの瞳。

　ボタンを無造作に二つ開けた白の綿シャツと色あせたジーンズ。シンプルな格好だが、長身の見事なモデル体形をしているせいか、とてもお洒落しやれに見える。都会的な美しい男女が溢あふれるニューヨークでも、彼ほどの美形はなかなか見られないだろう。

　……プロのモデル？　これほど目を引くなら、そうとうの売れっ子……。


　私は思い……それから彼が荷物ではなく紙の挟はさまったボードを持っていることに気づく。見下ろすと、彼のシャツの胸には見慣れたこの書店のマークの入った名札。『K/Kitagawa』という名前からして、日本人だろう。



　……この店の従業員か。こんなモデルのようなスタッフがいると気づかなかった。

　自分が彼に呆然と見とれていることに気づき、私は一人で頰ほおを熱くする。

　……いくらハンサムだろうが、相手は男。どうして男に見とれなくてはいけないんだ？

　私は思い……そして彼もまた、なぜか私を呆然と見つめていることに気づく。

　……なんなんだ？　妙みような男だな。

「コホン。……取ってくれてどうもありがとう」

　私は照れ隠しに咳せき払ばらいをし、手を差し出す。彼はハッとしたように微かすかに肩を揺ゆらす。

「あ、どうぞ」

　私は彼の手からずしりと重いその本を受け取り、レジに向かうために踵きびすを返す。

「あの、すみません！」

　数歩ほど歩いたところで、後ろからさっきの青年の声がした。振り返ると、彼が書架の間をなぜか追いかけてくる。

　……なんだ？　何か落とし物でもしただろうか？

「何か？　まさか非売品とか？」

　私は本を見下ろし、裏表紙にきちんと値札とバーコードが張られていることを確かく認にんする。

「いえ、それは売り物です。ええと……重いから、レジまで俺が」

　彼は言って、私の手から本を持ち上げる。私の先に立ってレジまで案内し、それをカウンターに置いてくれる。冷やかすように口笛を吹ふくレジ係に小さく歯をむき出し、それから私に道を空けてくれる。

「どうも」

　私は言ってレジで代金を払はらい、紙かみ袋ぶくろに入れてもらったそれを受け取る。レジから離はなれて出口に向かおうとすると、先ほどの店員がまだ駆かけ寄ってくる。

「まだ何か？」

　私が睨にらみあげてやると、彼はなぜか照れたような顔になり、前まえ髪がみをかき上げる。

「あの、本を運んだお礼が欲しいんです」

　彼の言葉に、私は目を丸くする。

「この本屋では、本をレジまで運んでもらうのにチップが必要なのか？」

　私があきれて言うと、彼はさらに赤くなりながら言う。

「すみません。そうではないんです。この店で、あなたのこと何度も見かけてました。そのたびに綺き麗れいな人だなって見とれてて。だからつい、もっと話がしたいなって……」

「私は時間がない。話し相手なら別の人間を探してくれ」

　私は彼の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎり、踵を返そうとすると私の二の腕うでを彼はいきなり握にぎり締しめた。そのスマートな見かけによらず、彼は意外なほど力が強く……私は驚おどろいて一いつ瞬しゆん動けなくなる。

「話し相手じゃなくて……あの……」

　彼は私を見つめたままで言いよどみ、それから思いつめたような顔で言う。

「あなたに一目ぼれしました。付き合ってください」　>>>♥

　その言葉に、私は本格的にため息をつく。

　……まただ。

　ゲイが市民権を得ているアメリカでは、この手の誘さそいは後を絶たない。もともと男になど興味はないし、そういう見方をされるたびに、自分の情けない体形や女顔に対するコンプレックスを刺し激げきされる。だから私は、そういう誘いはいつでもきっぱりと断ってきた。しつこい場合には殴なぐってでも。

「この手を離せ。フロアマネージャーを呼ばれたいのか？」

　思い切り冷たい目で見上げてやると、彼は慌あわてて手を離す。そして、まるで尾おを下げる犬のようにしょんぼりしてしまう。

「すみません。あなたは俺のことなんか知らないんだった。唐とう突とつ過ぎますよね」

　端たん麗れいな顔立ちに似合わないその様子に、私は実家で飼っていた大型犬を思い出す。あきれながらも、なぜか目の前のこの青年に親近感を覚えてしまう。

「……ジョンが叱しかられた時とそっくりだ」

　私が思わず言ってしまうと、彼は顔を上げてさらに情けない顔になる。

「ジョンって誰だれですか？　もしかして恋こい人びとですか？」

「ジョンは子供の頃ころに飼っていたラブラドールの名前だ。おまえにそっくりだった」

　彼は目を丸くしてから、嬉うれしそうに笑う。

「あ、俺、付き合った女の子たちからよく犬っぽいって言われてました」

「女性と付き合ったことがあるなら、ゲイじゃないんだろう？　どうして一目ぼれしたなんて言うんだ？」

　私が言うと、彼は私を眩まぶしそうな目で見つめて、

「あなたは特別です。見た瞬間、あなたの後ろに天使みたいな光輪が見えたって言うか……」

「ちょうど逆光だっただけだろう。仕事は何時までだ？」

　私の唇から勝手に言葉が漏もれてしまう。私はそのことに自分で驚き、すぐに言ってしまったことを後こう悔かいする。

「それは、仕事の後でお礼をしてくれるってことですか？」

　だが、目を輝かがやかせてそう聞かれると、違ちがうとも言えなくなってしまう。

「え？　ああ……」

　私は内心ため息をつく。

　……いったいどうなってるんだ、私は？

「仕方がない。コーヒーの一いつ杯ぱいくらいなら、おごってやってもいい」

「本当ですか？　嬉しいです！　ええと……」

　彼は言って、腕時計を覗のぞき込む。

「五時までですから、あと二十分です」

「それなら、書店の向かいにあるイタリアンバールにいる」

「わかりました。あそこなら俺もよく行きます。バイトが終わったら速そつ攻こうで向かいます」

　彼は白い歯を見せ、本当に嬉しそうに笑う。

「あなたと話せただけじゃなく、お茶までできるなんて信じられないです！」

　嬉しそうに言う彼は、まさに尾を振る大型犬のようだ。彼の顔を見ながら、私は不思議な気持ちになる。

　……どうしてこんなことをしてしまったのだろう？




　　　　◆




「俺、喜多川景悟といいます。日本の、東京出身です。授業やテストに支障がない程度はできますが、英語はまだまだ勉強中です」

　そう言いながら、ほかの日本人留学生達とはまったく違う、完かん璧ぺきな発音の英語で話す。その声はよく響ひびく美声で、私はなぜか聞き惚ほれてしまう。

　私とその青年は、書店の向かい側にあるイタリアンバールにいた。木材を使った落ち着いた内装で、カプチーノが美味うまい。この周辺のカフェは観光客で混雑していることが多いのだが、ここは静かで買った本をすぐに読むことができる。私の行きつけの店だ。

「あの書店でアルバイトをしていて、今はコロンビア大学の法科の四年になったばかり。怪あやしい者ではありません」

　彼は鞄かばんから学生証を出して広げ、写真の貼てん付ぷされたページを私に見せてくる。私は、偶ぐう然ぜんとはいえ彼と同じ学校だったことに少し驚く。

「私もそこの学生だ。法科ロー・大学院スクールの三年になった」

「俺、ロースクールに進むために勉強中なんです。実は、あなたのことも知っています」

　彼がとても嬉しそうな顔でテーブルの上に身を乗り出して言う。私はその言葉に、なぜかドキリとする。このアメリカで、私の素す性じようを知っている人間などいるわけがないのに。

「あなたは、留学生がよくいく一年間のＬ．マスターＬ．ズ・オＭ．ブ・ローじゃなくて、Ｊジユ．リスＤ・ド．クターコースに進んでますよね？　とても有名です」

　彼は言い、私の顔をマジマジと見つめてくる。私は深いため息をつく。

「勉強ばかりの変わり者であることは、言われなくても自分でわかっている」

「そういう意味で有名なんじゃありません。あなたはＬＳＡＴで最高点を取って、学内学術誌の編集委員をしてて、入学当時から常に首席を維い持じしてる……超ちようエリートですよね？」

「ＬＳＡＴで最高点を取り、学内学術誌の編集委員をし、入学当時から首席を維持してるのはその通りだ。私にはそれが当たり前のことなので、エリートと言えるかどうかはわからないが」

　私は言い、あることを思い出して、微かすかに胸が痛むのを感じる。

　私が中国を出ることを快く思っていなかった祖父は、そのとても厳しい三つのことを留学を続ける条件にした。それを維持できなくなったらすぐに戻もどってくるように、と常に言われている。そのために、私はそれを維持するべく努力を続けるしかなかったのだ。

　……それも、そろそろ時間切れだが。

「ロースクールにとんでもない天才がいることは、学部でも有名です。その人はアジア系の、思わず見とれるようなものすごい美人だって。俺、学校の図書館や、バイト先の本屋であなたを見かけるたび、絶対にあなたのことだと思ってました」

　彼は言い、うっとりと私を見つめる。

「そのあなたとお近づきになれるなんて、やっぱりこれは、運命なんです。ご迷めい惑わくでなければいろいろと助言をいただきたいんですが」

　にっこりと微笑ほほえまれて、なぜか頰ほおが熱くなる。男になどもちろん興味はないが……彼の微笑みは美しいだけでなくまるで少年のように天てん真しん爛らん漫まんで、人の心をいやおうなしに揺ゆらしてしまう不思議で強い魅み力りよくがある。

　……まったく、奇き妙みような男だ。

「あの、それから」

　景悟は私の顔を見つめて、なぜか改まった口調で言う。

「まだ何か？」

「あなたを、なんてお呼びすればいいですか？」

　そういわれて、私はまだ名前を名乗っていなかったことに気づく。

　……台湾にいる頃、セキュリティーのために本名を名乗ることはできるだけ避さけるようにと言われてきた。だが、ここはニューヨークで、彼はただの日本からの留学生。そして私の名前は組織内でも極ごく秘ひにされているし、名字はまったく珍めずらしいものではない。

「李薫月。国こく籍せきは中国。字は、こう」

　私はテーブルの上に指先で漢字を書いてみせる。彼はそれを見つめ、それから私の顔を真っ直すぐに見つめる。

「綺き麗れいな名前だ。あなたにピッタリです」

　そしてこちらが気き恥はずかしくなるような開けっぴろげな笑え顔がおを向けてくる。

「俺のことはケイゴと呼んでください。シンユエと名前で呼んでもいいですか？」

「名字で呼んでくれ。友人ではない」

「そんなあ」

　彼が情けない声を出した時、トレイを持ってお仕着せを着た男が近づいてきた。

「お待たせしました」

　私と彼の前に、カプチーノのカップが置かれる。彼は私を見下ろしてにっこり笑う。

「いつもありがとうございます。今夜もとても麗うるわしいな。しかも男連れだなんて。これは私の嫉しつ妬と心を煽あおるための作戦ですか？」

　私に向かって片目を閉じてみせる。彼はこの店のバリスタで、名前はロッソ。女性客の視線を独ひとり占じめにしているイタリア系のハンサムだが、話し始めるとこんなふうにマヌケだ。

「この店の内装はとても素す敵てきだし、カプチーノは本当に美味おいしい。バリスタがもう少し静かなら言うことがないのだが」

　私が言うと、彼は苦く笑しようする。

「アジアのクールビューティーは、こんなロマンティックな夜にも相変わらずだ」

　それから私の向かい側に座っている景悟にチラリと目をやる。

「よくランチに来てくださるお客様だ。まさか彼が、あなたの恋こい人びとではありませんよね？」

「恋人候補です」

　景悟が胸を張って言い、私はため息をつく。

「違う。彼は向かいの書店のアルバイトだ」

　言って手を伸のばしてカップを取り、カプチーノの表面に目を落とす。

　この店では、客の雰ふん囲い気きに合わせて泡あわの上に絵を描かいてくれる。このバリスタは私が来るとなぜか必ず矢の刺ささったハートの絵を描く。そして彼の前に置かれたカプチーノには犬の絵。やはり傍はたから見ても彼は尾おを振ふる犬の雰囲気があるのだろう。景悟もカップに目を落とす。

「ここに来ると、俺はいつも犬を描かれるんです。理由は聞いたことがないけれど」

　景悟の言葉に、バリスタはクスクスと笑う。

「お客様の雰囲気に合わせているだけですよ」

「じゃあ、どうして彼のカプチーノには……矢の刺さったハートが描かれているんですか？」

「あれは私の心臓の絵。初めて彼を見た瞬しゆん間かん、キューピッドの放った恋の矢が……」

「どうもありがとう。仕事に戻ってくれないか？」

　私が言うと、バリスタは大げさな仕草でため息をつき、ごゆっくり、と言って踵きびすを返す。

「冗じよう談だんだと思われてるかもしれないんですが……俺、けっこう本気で言ってます」

　彼は、私が早さつ速そく読んでいた千ページ以上ある学術論文に目をやりながら言う。

「コロンビア大学のロースクールの競争率はとんでもなく高く、進める人間はとても少ない。勉強法や参考書しよ籍せきのことなどで助言を必要としています」

　彼の必死の顔を見て、私はドキリとする。

　ロースクールに進むために必死で勉強をしながら、先せん輩ぱいの助言が欲しいと何度も思った。内向的な私では積極的にアプローチすることができなかったので結局は自力で勉強するしかなかったのだが。

「コロンビア大学のロースクールはとても有意義な場所だ。だが、それだけの場所ではない。教授から聞いている話では、社会に出たとたん、初任給で十万ドル以上を稼かせぎ出す人間がざらにいるようだ」

「十万ドル……円にすれば一千万円以上か。もちろん一カ月で、ですよね」

「そうだ。将来、企き業ぎよう向けの法律コンサルタントにでもなればその何十倍もの金を稼ぐのも夢ではない。地じ獄ごくのような量の授業とテストと論文を乗り越こえるだけの意味はあるということ。ただ……その分、受験生達は本気だぞ」

「そうですよね。きっとそれだけの意味はある」

「おまえは弁護士志望か？　それとも研究者志望？」

　私の問いに、彼は小さく肩かたをすくめる。

「父が法律に関かかわる仕事をしています。そのサポートができれば、と思って。それに……」

　彼は言葉を切り、私の顔を真っ直ぐに見つめる。それから、

「あなたのような優ゆう秀しゆうな先輩がいると噂うわさで聞いて、絶対に進みたくなりました。あなたが三年だと、入れ違ちがいになりそうですが。でも、あなたみたいに桁けた違ちがいの成績優秀者は教授から誘さそわれてそのまま研究室に入ることも多いと聞いていますし」

「たしかにそういう誘いもある。まだ返答はしていないが」

「絶対、研究室に入った方がいいですよ。あなたみたいな優秀な人は研究を続けた方がいい。それに……」

　彼は白い歯を見せて無む邪じや気きに笑う。

「今年一年と、俺がロースクールにいる三年……四年間、俺と一いつ緒しよにいられます」

　彼の言葉に、私は肩をすくめてみせる。

「一緒に？　大学の敷しき地ちは広い。二度と会わない確率の方が高いと思うが？」

　私は言いながら、テーブルの隅すみに立てかけられていた小さなメニューを取って眺ながめる。

「噂に違たがわず、クールだなあ。でも……」

　彼はテーブルに頰ほお杖づえをついて、私の顔を見つめてくる。

「……本当に綺麗だ」

　私は大げさにため息をついてみせる。彼は負けずに身を乗り出してきて、

「この店で食事をしたことは？　ここのランチは安いしボリュームがあってかなりお奨すすめです。書店のスタッフもよく来ていますよ」

「腹が減っているのか？」

　私が言うと、彼は慌あわててかぶりを振る。

「いいえ、あなたの奢おごりなので、そこまでは……」

　言いかけた時、彼の腹がキュウ、と情けない音を立てた。

「……うっ」

　頰を染めて恥はずかしそうにする彼の様子は、本当にラブラドールのジョンによく似ていた。私は必死で笑いをこらえながら、

「ちょうど私も食事をするところだ。よかったら付き合ってくれ。……代金のことは気にしなくていい。奢るのはこのカプチーノだけ。あとは当然ワリカンだ」

　言うと、彼はホッとしたような顔になる。

「実は、忙いそがしくてランチが食べられなかったんです」

「私は好き嫌きらいはない。お奨めの物を頼たのんでくれていい」

　私が言うと、彼はうなずき、私の手からメニューを取り上げる。

「憧あこがれのあなたと、お茶だけでなく食事までできるなんて。本当にデートみたいだ」

「昨日から何も食べていなかったことを思い出したんだ。貧血で倒たおれると面めん倒どうだ」

　私が言うと、彼は驚おどろいたように目を見開く。

「もしかして、勉強ばかりでずっとそんな生活をしている？」

「もともとあまり食には興味がないし、何よりも勉強と論文に時間を使いたい。満腹になると脳の働きが鈍にぶるしな」

　言うと、彼はとても心配そうな顔になる。

「睡すい眠みんはとっていますか？」

「最低限だが。倒れるギリギリまで起きていて、限界になったら深く眠ねむる。起きたらまた勉強と論文を続ける」

「それ、身体からだに悪いです」

　彼が眉み間けんに深刻そうな皺しわを寄せて言う。

「そんなことしてるの、よくないです」

「ロースクールは厳しい。ほんの少し気を抜ぬくだけで取り残される。一いつ瞬しゆんでも惜おしい」

　私は、テーブルの上に積んである分厚い教科書に視線をやりながら言う。いつもの焦あせりが心の中に湧わき上がってくるのを感じる。

「本当なら、外出するべきではなかった。本当はここでこんなことをしている場合では……」

「でも、あなたは欲しかった本を手に入れた。それに俺に会えた」

　彼は真面目まじめな顔のままで言う。

「疲つかれたら俺との楽しかった時間を思い出して、美味おいしい物を食べて体調も万ばん全ぜんで……きっと今夜は、とても勉強がはかどるはずです。息いき抜ぬきは大切ですよ」

　彼の言葉に、私は少し驚いてしまう。

「息抜き？」

「そう。俺はバイトもしてるし、ちょっと息抜きしすぎな気もするから、あんまり偉えらそうなことは言えないんですけど」

　彼は恥ずかしそうに笑う。

「いちおう首席を逃のがしたことはないんです。でもそれって、あなたのおかげも大きいかな？」

「私の？　おまえとは初対面だろう。意味がわからないが？」

　不思議に思いながら聞くと、彼は照れたように笑って、

「疲れたら書店や学校で見たあなたの綺き麗れいな横顔を思い出して、あなたと楽しい時間を過ごせたらどんなに楽しいだろうと想像してました。とても勉強がすすみました」

　その言葉に、なぜか少しだけ鼓こ動どうが速くなる。

「俺、勉強そんなに好きじゃないし、本当は頭だってそんなによくないと思う。首席を維い持じするのはけっこう大変です。でもあなたを思うだけで、自分でもやれるって気になる」

　アメリカの一流大学で学生生活を続けるためには、想像を絶する量の勉強を続けなくてはいけない。さらに首席を維持するのは、とんでもなく過か酷こくなノルマを自分に課し、それを一日も休まずに続けるしかない。しかもほかの生徒たちは世界中から集まった天才ばかり。一瞬でも油断すれば追い抜かれてしまう。そのストレスが半はん端ぱではないことは私がよく知っている。

　……彼はそんな苦しい時に、私のことを思い出していた？

　そんなのは気持ちが悪い、と怒おこってもいい場面だとは思うが、なぜか鼓動がとても速い。

「私などで何かの役に立てたのなら、それは嬉うれしいが……」

　私が言うと、彼は私の顔を驚いたようにマジマジと見つめている。

「なんだ？」

「ああ、いえ……」

　彼はなぜか照れたように笑う。

「あなたは睫まつ毛げがとても長いし、とても色が白いから、目立ちます」

「は？」

「俺の言葉に照れたんでしょう？　瞬まばたきが速くなったし、このあたりが……」

　彼はその長い指先で、私の目元の辺りをそっと指さす。そして、低く囁ささやく。

「ふわっとバラ色になりました。……とても可愛かわいい」

「私は赤くなってなどいない」

　私の唇くちびるから、冷たい言葉が漏もれた。だが、語ご尾びが少しだけかすれてしまっている。

「なぜなら、少しも動どう揺ようなどしていないからだ」

　……そうだ。私は男だ。だから同じ男に見つめられて動揺などするわけがない。

　彼は黙だまったまま私を見つめ、それからふいにとても優やさしく笑う。

「わかりました。あなたは動揺などしていない。そういうことで」

　私は反論をしようとする。だが彼はおもむろに手を上げて、ギャルソンを呼んでしまう。そして、慣れた様子でいくつかのメニューを頼んでしまう。

「留学してから一人で食事をすることを覚えたんですが、たまに寂さびしい時があるんです。誰だれかと一緒で、しかもその相手が憧れのあなたで……夢みたいだ」

　端たん麗れいな顔は、こうして微笑ほほえむととても若々しく、少年のように無邪気に見える。それを向けられるだけで、私はまた不思議な眩暈めまいを覚える。

　……ああ、本当に、どうしたというのだろう……？







　　　　馮フエン景ジン悟ウ







「景悟、書店のアルバイトなど、早くやめたらどうだ？」

　紹しよう興こう酒しゆのグラスを傾かたむけながら言うのは、馮景章ジン。俺の実の兄。艶つやのある黒くろ髪かみをきっちりと整え、仕立てのいいダークスーツに、逞たくましい長身を包んでいる。皺一つないワイシャツ、きっちりと締しめられた趣しゆ味みのいいネクタイ。見かけは俺とよく似てると言われている兄だけど……彼が醸かもし出す雰ふん囲い気きは俺とはまったく違ちがう。俺は留学中の貧びん乏ぼう学生、そして彼は、ハンサムなエリートビジネスマンという感じ。実は全然違うんだけど。

　ここは五番街にあるヌーベル・シノワズリのレストラン。我が馮一族の息のかかった人間が経営している店。向かい側に座った男の言葉に、俺は思わずため息をつく。

　俺の名前は喜多川景悟。大学に入学するまで母のいる日本で暮らしていたせいで、日本国こく籍せきを持ち、そのために普ふ段だんは日本名を名乗っている。だが生きつ粋すいの日本人ではなく、父親は北京出身の中国人。俺の中国での名前は、馮景悟。二十二歳で、ニューヨーク、コロンビア大学の四年になったばかりの留学生だ。

　俺の父がいる馮家は昔から続く名家で、表向きは実業家。だけど実は、馮幇という名前の中国マフィアの一族だ。俺の父親はその首領で、もともと北京に大きな縄なわ張ばりを持っていた。最近では台湾にその勢力を伸のばし、もともと台湾を牛ぎゆう耳じっていた李幇というマフィア組織と熾し烈れつな争いを繰くり返している。

　俺は食後のコーヒーを飲みながら言う。

「大学の四年間、そしてロースクールに進学できたとしたらもう三年間は俺の自由にさせてくれる……父さんは約束してくれた。アルバイトをするというのは俺の夢だったんだ」

「父上はおまえを甘やかしすぎている」

　兄は深いため息をつき、それから上着の内ポケットから封ふう筒とうを取り出してテーブルに置く。

「父上から預かった生活費用のクレジットカードを少しも使っていないらしいな。現金なら使いやすいだろう。……それほど高額ではないので、遠えん慮りよする必要はない」

　俺は封筒を見つめ、それから兄の顔に視線を移して思わず吹ふき出す。

「兄さんから？　俺を甘やかしているのは、父さんだけではないような気がする」

　俺が言うと、兄は男っぽい顔に微かすかに照れたような表情を浮うかべる。

「少しくらいは甘やかさせろ。セキュリティーのためとはいえ、日本と中国で離はなれ離ばなれに暮らさざるをえなかった弟に、こうして会えているのだから」

「ありがとう。大切に使わせてもらうよ」

　俺は言って、封筒を手にとってポケットに入れる。

「おまえに残されている自由な時間は、あと一年。無事にロースクールに進めたとしたらもうあと三年。それが終わったら、おまえは台湾に戻もどって馮ファミリーの一員、そして私の右みぎ腕うでとして生きる。わかっているな？」

「わかってるよ。そうなれば今よりも少しは発言権が大きくなるよね？」

　俺の言葉に、兄は眉まゆをひそめる。

「まだわがままを言う気なのか？」

「わがままっていうか……好きな人ができた。その人を呼び寄せて伴はん侶りよにしたい」

　兄は難しい顔になって俺の顔をじっくりと見つめる。

「おまえはいちいち突とつ拍ぴよう子しもないことを言いだす。何か裏があるような気がするが？」

　俺はギクリとするが、無理やり笑ってみせる。

「裏なんかない。気は強いけど美人で、すごい秀しゆう才さい。コロンビア大のロースクールにいる」

　言いながら、ずっと焦こがれ続けたあの人の麗うるわしい顔を思い出す。

　……近くで見たら、本当に綺麗だったなあ。

　俺は彼の小さな顔や白い肌はだ、長い睫毛と宝石みたいに煌きらめく黒い瞳ひとみを思い出す。そして、鼓動が速くなるのを感じる。

　……オリエンタルなお人形みたいだった。でも話してみたら意外に気が強くて……。

　彼の挑いどむような視線や、強い口調を思い出す。

　……あんな綺麗な目で睨にらまれ、あんな澄すんだ声で意地の悪いことを言われると……マジでたまらない。

　俺の胸の奥の方が、ジワリと熱くなる。

　……ルックスだけじゃなく、何から何までめちゃくちゃに好みだ。

　彼の名前は李薫月。黒髪と黒い瞳のうっとりするような美人だ。

　初めて彼と二人きりで食事をしたのは、三カ月前。俺はなんとか彼を説得して、授業に関する助言をもらうことを約束した。

　それ以来、二、三日に一度は食事を持って彼の部屋に通い、彼に愛を囁いている。もちろん、冗じよう談だんだと思われてまったく相手にされていないけれど。

　彼は、名門コロンビア大学のロースクールの中でもトップクラスの秀才。さらに見とれるほど麗しい、学校中の学生の憧あこがれの的だ。

　でも、高たか嶺ねの花だったはずの彼は、知り合ってみると世間知らずで無防備で、どこか可愛らしい。見ているだけでどうしても放っておけなくなる。

　彼の噂うわさを聞き、その美しさを見てずっと憧れていたけれど……彼に出会って、話をして、彼の無防備なところを見て……俺はもう、彼のすべてに夢中だった。もしも何かの奇き跡せきが起こって彼の心がもらえたとしたら、絶対に離さない、一生彼を幸せにしたい、と思っている。

　俺が中国人マフィアの家の生まれであることを言ったら彼はとても驚おどろくだろうけれど……でも、愛を囁き続ければきっと俺の心を解わかってくれる。俺は彼の運命の相手だし、だから二人が離れてしまうことなんかあり得ないんだ。

「その人は、おまえの正体を知っているのか？　おまえはただの貧乏留学生ではないんだぞ」

　その言葉に、俺の心がチクリと痛む。

「その人なら、俺の正体がわかったとしても俺を嫌きらいになったりはしない」

　俺は、心からそれを願いながら言う。

　……ああ、本当に、彼を伴侶にできたらどんなに素す敵てきだろう？




　　　　◆




　さんざんいろいろなことを心配した後で、兄はリムジンに乗り込んで去っていった。

　彼は絶大な権力を持つ馮幇の大幹部で、自分達が守るべき市民のためにはかなりの獰どう猛もうさを見せて戦う。だけど責任感が強くてとても優しい人だ。なんだかんだと嫌いやみは言っても、結構弟思いだし。

　……家族に恵めぐまれていること、感謝しなくちゃいけないなあ。大切にしなくちゃ。

　俺は思い、家族のほかに、もう一人大切にするべき人の顔を思い出す。そして思い出してしまったら、もう会いたくて会いたくてたまらなくなる。

　俺はポケットから携けい帯たい電話を取り出し、短縮番号の一番を押す。これはもちろん、薫月の携帯電話のナンバーだ。長い長い呼び出し音の後、ふいに相手が電話に出る。

『……はい』

　彼は、授業中はもちろん勉強中にも電話に出ない。ラッキーなことに休きゆう憩けい中に当たったとしても、たいていこうしてずっと待たせた後。クールな感じでそこもまた可愛かわいいんだけど。

「俺です。今、大だい丈じよう夫ぶですか？　休憩中？」

　彼は小さく欠伸あくびをして、

『ああ。寝ねていた。レポートの提出があって、三日ほどまともに寝ていなかった。やっと提出できたからな』

「三日ほどって……俺が授業とバイトで行けなかった間、全然寝ていなかったんですか？」

『ああ、そういうことになるな』

「食事は？」

『おまえが冷れい凍とうしていったパンを解凍して食べた。あと隣となりの侯さんが、デリを差し入れてくれた。玄げん関かんで受け取っただけだが』

　隣の侯さんというのは、彼の隣りん室しつに住んでいる男性のこと。台湾に家族を残して単身赴ふ任にんをしているビジネスマンらしい。ごついガタイをして、いつもダークスーツを着ていてまるでマフィアの構成員みたいに見えるけれど、同じ中国国籍のせいか薫月に親切にしてくれている。俺も会ったことがあるけれど、怖こわい見た目に似合わない優やさしい感じの人だ。人見知りの気けのある薫月も珍めずらしく壁かべを作っていないようだし、趣しゆ味みは拳けん法ぽうだと言っていたから、何かあった時にはきっと薫月を助けてくれるだろうと頼たよりにしている。もちろん、薫月の騎き士しは俺だから、一番に駆かけつけるつもりではあるけれど。

「食事に出ませんか？　まだ眠ねむいですか？」

『ああ……』

　彼はもう一度欠伸をし、それから、

『シャワーを浴びれば目が覚めるだろう。三十分後には出られる』

「そのくらいになったら迎むかえに行きます」

『……ああ』

　彼がぼんやりと答え、そのまま電話が切れる。俺は胸が妙みように熱くなるのを感じながら、電話を切る。

　……やばい、可愛い……。

　眠そうな時の彼の声は、いつも微かにかすれていて、甘えるように甘い。それを聞くと、俺はいつでも鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

　薫月はその冷たい美び貌ぼうと並外れた優ゆう秀しゆうな頭脳で学校中の憧れの視線を集めている。けれど、彼はそれを拒こばむように表情を硬かたくしながら構内を歩き抜ぬける。艶つやのある髪かみを揺ゆらし、背筋を真っ直すぐに伸ばして早足で歩く彼はとても凜り々りしく、さらに見る者の胸を熱くする。

　……彼のこんな可愛い声を聞ける男は、きっと俺だけだ。

　思いながら、今度はアドレス帳に登録せずに暗記している電話番号をプッシュする。すぐに相手が電話に出る。

『デートですか？　顔がにやけていますよ』

　電話の相手がおかしそうに言う。彼の名前は趙ホアン。台湾にある馮家の本家から派は遣けんされている俺の警護の責任者だ。頼りになる上になかなか鋭するどい男なので、俺が薫月に惚ほれてしまったことにもいち早く感づかれてしまった。なのでもう隠かくすのは無む駄だだと開き直ってのろけてやることにしている。

「こんなにロマンティックな夕暮れにデートだなんて、うらやましいだろう？」

　俺はショーウインドウを見るふりをして、靴くつ屋やの前で立ち止まる。磨みがかれたガラスに、道路の向こう側にいる趙の姿が映っている。

　マフィアの警護というとごついガタイにダークスーツというイメージだが、趙はシンプルな綿シャツと色あせたジーンズという軽装。手にはその時々に、教科書らしき本の束やら、ファストフード店の紙かみ袋ぶくろやらが現れる。年ねん齢れいは二十七歳くらいだと聞いたが、若めに見えるハンサムな顔で、大学院生にしか見えない。彼の部下達も似たようなルックスの人間が多いために、まるで学生のように構内を自由に歩き回り、俺を常に警護することができる。

『問題は、あなたが兄上と一いつ緒しよに夕食を食べたばかりということだと思いますが？』

　電話の向こうで、趙が可笑おかしそうに笑う。俺は、さっき食べたばかりの重い中国料理を思い出して、小さく呻うめく。趙は気の毒そうな声で、

『ここから三ブロック西に行ったところに『Ｔ７』というカフェがあります。洒落しやれている上に有機野菜を使っていてヘルシー。軽いアペリティフもある。デートにはオススメですよ』

「ありがとう。君は本当に優秀な警護係だ」

『お役に立てて光栄ですよ、お坊ぼつちゃま』

　可笑しそうな口調で言って、電話を切る。俺は電話をポケットにしまい、走りだしたいような気持ちを抑おさえて、彼のアパートに向けて歩きだす。




　　　　◆




「一九六七年、テキサス州で起きた事件では、容疑者が貧民街出身のアジア系だったために、再捜そう査さが遅おくれた。結局、十年後に冤えん罪ざいだったことが証明されたわけだが、すべての人間が法の下もとに平等であるというのはアメリカ合衆国だけでなく、どの国でも必要なことだ」

　薫月の澄すんだ声が、夕暮れの町に美しい音楽のように流れている。

　右手に見えるセントラルパークは夕焼けのオレンジ色に染まり、風はふわりとあたたかい。公園の中から聞こえるサックスの音色が、ビルの壁に反射して不思議なエコーを響ひびかせる。

　洗いたての彼の髪はほんの少しの湿しめり気を帯び、いつもよりも無造作に額に落ちかかっている。ふんわりと漂ただよってくるシャンプーの香かおりが、とても甘い。

　……こんなロマンティックな時間に、色気のない話をするところが、また彼らしい。

「私は、人種や財産を超こえて、すべての人々が平等に暮らせる社会が正しいと思う。だが、そのためには影かげの部分が絶対に現れる。犯罪組織だ」

　薫月の言葉が、俺の心にチクリと刺ささる。

「それって、あなたの国の話で言えば中国マフィアとか？」

　俺が言うと、彼はなぜかギクリと肩かたを震ふるわせる。

「中国マフィア、怖いですか？　あなたの国では嫌けん悪おされる存在？」

　少し緊きん張ちようしながら俺が言うと、彼は少し考え、それからかぶりを振ふる。

「私は必要悪だと思っている。警察の手の届かない部分で、この社会を裏から守る存在も必要だ。それが本物の悪になった時には許しておくべきではないと思うが」

　彼の言葉に、俺は不思議なほどにホッとする。

　そして、さっき自分が兄に言った言葉を思い出す。『その人を伴はん侶りよにしたい』、その言葉は俺の中でどんどん大きくなってくる。

「もしも俺が、マフィアの首領の息子むすことかだったらどうします？」

　俺の問いに、薫月は目を大きく見開く。とても端たん麗れいな顔をしているのに、そんな顔をすると不思議と子供みたいだ。

「おまえみたいなマヌケなマフィアがいるわけがない。もしもいるなら会ってみたいよ」

　彼は、唇くちびるの端はしに可笑しそうな笑えみを浮うかべて言う。それからふと俺から目をそらし、何かを考えるように急に黙だまり込む。

「どうしました？」

「もしも、逆の問いをされたらどうする？」

　彼は前を真っ直ぐに見つめたまま、やけに深刻な声で聞いてくる。

「逆の問い？」

「もしも私が、中国マフィアの次期首領だったらどうする？」

「あなたが？」

　俺はなぜかその問いにドキリとする。

　……薫月は美術品のように麗うるわしく、名門コロンビア大学一の秀しゆう才さいといわれ、将来はきっと法に携たずさわる研究者か弁護士になるだろう。その彼と、マフィアという言葉は、どう考えても結びつかない。だが……。

　俺は少しこわばったような彼の横顔を見下ろしながら思う。

　薫月が、ごくたまに見せる暗い翳かげは、どこか見覚えがある気がする。それは、兄の顔にもたまに浮かび、そして俺の目の中にも見え隠れしている。深い罪の意識と、正義感と、どうしてこの家系に生まれたのだろうという戸と惑まどい。それに少し似ている。

　そして……。

　俺は、ふとあることに気づく。中国マフィアの中には李という名みよう字じの一族がいる。それも俺の父親が率いる馮家の宿敵だ。

　……李などという名字の人間ならいくらでもいるし、偶ぐう然ぜんに出会った彼が、同じマフィアの息子のわけがない。それに……。

「もしもあなたがマフィアの次期首領だとしても、俺の気持ちは変わりませんよ」

　俺が本心を言うと、彼は驚おどろいたように俺の顔を見上げてくる。

「変わらずにあなたを好きで、ずっとあなたを口説き続ける。あなたが、俺の気持ちにきちんと気づいてくれるまで」

　彼は目を見開き、それから俺から不自然に目をそらして目を伏ふせる。前を見ていないせいで、向こうから来た人にぶつかりそうになる。

「危ない」

　俺は手を伸のばし、彼がぶつかる一いつ瞬しゆん前にその身体からだを引き寄せる。そして彼のことをしっかりと抱だき寄せる。

「まだ寝ねぼけているんですか？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　俺が見下ろすと、彼は微かすかに目元を染めて俺の腕うでを逃のがれようとする。

「寝ぼけてなどいない。これではまるでゲイのカップルじゃないか。離はなせ」

「ゲイのカップルと思われてもいいじゃないですか。実際、俺はあなたを愛しているんだし」

　俺は言って、隙すきを見て彼の額にキスをする。彼の髪からは、シャンプーだけでなく、もっと甘い蜂はち蜜みつのような芳かぐわしい香りもする。その甘さに頭の芯しんが霞かすみそうだ。　>>>♥

「私はおまえを愛していない。人が見ているじゃないか。……離せ」

　男同士が抱き合うなど、このニューヨークでは珍めずらしくもない。道行く人たちが残らず振り返っていくのは、薫月があまりにも美しいからだ。

「これから、ミスター・李ではなく、薫月と呼ばせてくれると約束してくれませんか？　するなら離しますよ」

「何をくだらないことを……」

「まだ抵てい抗こうするんですか？　どうせなら、キスをしてもいいですか？」

　俺が言うと、彼は観念したという顔で言う。

「わかった。好きにしろ」

「ありがとうございます、薫月」

　俺が言うと、彼は目元を染めて睨にらみ上げてくる。それから拗すねたように踵きびすを返して、先に歩き始める。

　ふと視線を感じて道路の向こう側を見ると、警護の趙と彼の部下の王ワンが、揃そろってこちらを見ていた。王は驚いたように目を丸くし、趙は、またですか、という顔をしている。

　俺は彼らに向かってにやりと笑ってみせてから、薫月の後を追って歩きだす。薫月は少し先に立ち止まり、路上に広げられた布と、そこに並べられたアクセサリーを見ていた。露ろ天てんの店とはいえよくある安っぽいものではなく、かなり凝こった細工のシルバーでとても美しい。売っているのはネイティブアメリカンらしき女性で、器用に工具を動かして指輪の裏側に文字を彫ほり込んでいる。

「へえ。綺き麗れいだな。どれが欲しいですか？」

　俺が後ろから話しかけると、薫月はギクリと肩を震わせて振り返る。

「べ、別に欲しいわけでは……」

「では質問を変えます。どれが一番好きですか、薫月？」

　俺が言うと、彼はまたアクセサリーに視線を落とす。そして一つの指輪を指差す。それは一見するとごくシンプルな甲こう丸まるの指輪。だがよく見ると表面には細かな模様を彫りこんであり、指輪と同じ高さになるように藍あい色いろの石がはめ込まれていた。藍色の石はまるで夜空のように金色の模様を浮き上がらせている。

「へえ、たしかにすごく綺麗だ。……ここにはまっている石はなんですか？」

「ラピスラズリですよ。あなたに幸運を呼びます」

　俺が聞くと、女性は指輪を手に取り俺に差し出してくる。

「ありがとうございます。サイズはどうかな？」

　俺はそれを受け取り、薫月の左手をそっと取る。そしてその指に指輪をはめる。それは彼の指にぴったりで、彼の白くほっそりとした指にはとても似合い……。

「すごく素す敵てきです。それに俺がはめると、なんだか結けつ婚こん指輪みたいな……」

　俺は言いかけて、あることに気づく。

「あ、すみません！　いきなりとんでもないことを……！」

　俺は言い、彼の指から慌あわてて指輪をはずす。俺が指輪をはめてしまったのは、偶然にも彼の左手の薬指だったからだ。

「すみません、結婚指輪をはめるべき指なのに……」

「別にいい。女性じゃあるまいし」

　薫月は言うが、動どう揺ようしたのか、その目元のあたりが微かに染まっている。

「すみません、これと同じ、もう少し大きいサイズはありますか？」

「同じデザインは、あとはこれしかないんだけど……」

　女性は言い、さっきの指輪と同じデザインの、もう少し太い指輪を示す。俺はそれを受け取り、自分の左手の薬指にはめてみる。

「ぴったりだ。これって運命でしょうか？……この二つをください」

「二つで二十五ドル。一ドルはおまけだよ」

「どうもありがとう」

　俺と女性の会話を聞いていた薫月が、慌てたように言う。

「ちょっと待て。私は、おまえとお揃いの指輪などしないぞ」

「どうしてですか？」

「人に見られたら不ふ審しんに思われるじゃないか」

「ニューヨークじゃあゲイのカップルは珍しくないけどねえ」

　女性は俺から金を受け取りながら、可笑おかしそうに笑う。

「でもどうしても恥はずかしいのなら、首からかけてペンダントにするといいよ」

　言って、布の上に並べられていたシルバーの細いチェーンを取り、指輪を通す。

「おばちゃん、商売上手だなあ。でもそれは名案だ。二本ください。いくら？」

「二本で十五ドル。一ドルおまけだよ」

　女性は言いながら、俺のための指輪と彼のための指輪を、それぞれチェーンに通して小さな紙かみ袋ぶくろに入れてくれる。俺はそれを受け取って、呆ぼう然ぜんとしている薫月を振ふり返る。

「……来てください」

　俺は言い、薫月の手を握にぎって歩く。セントラルパークに入り、彼をベンチに座らせる。紙袋から自分の分の指輪とチェーンを取り出し、それを自分の首から下げて金具を留める。

「もしも俺のことを好きになってくれたら、一いつ緒しよに指にはめて欲しい」

　俺は言いながら、彼の綿シャツのボタンをそっとはずす。そしてそのほっそりとした首にチェーンをかける。呆然と俺を見上げる彼の目元が、美しいバラ色に染まっている。

「こんなことをしてくれても、おまえのことを後こう輩はいとしか思っていないぞ」

「今は……でしょう？　いつかはきっと好きになりますから」

　俺はそう願いながら、彼の首の後ろでチェーンの金具を留める。

　……ああ、彼が俺を好きになってくれたら、世界はどんなに眩まばゆく輝かがやくことだろう？







　　　　李薫月







　論文を書くための資料を読むことに熱中していた私は、インターフォンの呼び出し音が鳴ったことに気づいてハッと顔を上げる。今日は講義が四時まであり、その後すぐに戻もどってきてまた論文に取り掛かかったのだが……時計を見るともう十一時だ。

　……さすがに疲つかれるわけだ。

　ため息をつき、デスクの脇わきの壁かべに取り付けたフックから、インターフォンの子機を取る。

「……はい」

『ケイゴです。夕食、どうせまだですよね？』

　聞こえてきたのは彼の陽気な声。その声に、疲れが少しだけ癒いやされるようだ。

「だったらなんだ？」

　唇くちびるから漏もれたのは、いつもながらの冷たい言葉。それに気づいて少しだけ動揺する。

　……いや、今夜は彼を部屋に招待した覚えはないし、こんな時間に突とつ然ぜん訪問されたら冷たくしても問題はないはずで……。

　必死で自分に言い訳をし、それからハッとする。

　……何を言い訳をしているんだ、私は？

『夕食、持ってきました。俺のお気に入りの台湾料理の店から、テイクアウトをしてきたんですけど』

　彼は少しも頓とん着ちやくしない明るい声で続けている。

『夜中に食べるにはちょっと重いかな？　でも店のシェフのお奨すすめばかりを……』

「わかった。いいから……」

　私は言って子機のボタンを操作し、玄げん関かんのロックを外そうとする。ふと教育係である崔の『セキュリティーのために、絶対に私室に人を入れてはいけません』という言葉を思い出す。

　……彼は日本人だ。しかもあんなマヌケな男が、マフィアの刺し客かくのわけがない。

「……いいから、入れ」

　言って開錠ボタンを押して、玄関のロックを外す。

『ありがとうございます、お邪じや魔まします』

　嬉うれしそうな声がして、通話が切れる。私はため息をついてインターフォンの子機をフックに戻す。

　……どうしていつも、彼のペースに巻き込まれてしまうんだろう？

　あの書店で彼に出会ってから三カ月。勉強に夢中で寝しん食しよくを忘れがちな私のために、彼はよく料理を持って部屋に来ている。本屋でアルバイトをしているだけあって、彼は読書家で、話もよく合う。そういう友人は貴重だと思うのだが……彼はなぜか、私に友人ではなく恋こい人びとになって欲しいと言い続けている。もちろん無む理り強じいはしないしその口調は軽いので、冗じよう談だんなのか本気なのか未いまだに解わからないのだが。

　玄関でチャイムが鳴る。私はドアスコープで彼の姿を確かく認にんし、ドアの鍵かぎを開けてやる。両手にテイクアウトの紙袋を提さげた彼は、とても嬉しそうに私の顔を見て微笑ほほえむ。

「こんばんは」

　その笑え顔がおを見るだけで、私の胸はなぜかズキズキと甘く痛んでしまう。

　……ああ、いったい私はどうしてしまったのだろう？

「合い鍵をくれたら、わざわざ開けてもらわなくて済むんですけど」

　その言葉に、私はドキリとする。

　私が暮らしているこの贅ぜい沢たくなマンションは、実は李家の持ち物だ。家具とクリーニングサービスのついたコンドミニアム形式の賃ちん貸たいで、ロビーフロントには二十四時間係が常じよう駐ちゆうし、常に警備員が屋内を見回っている。

　私の住んでいる部屋は最上階に近い場所で、窓からはマンハッタンの夜景を見み渡わたせる。ファミリー向けの広いキッチン、六人掛がけのテーブルのあるダイニング、パーティーが開けそうに広いリビング。キングサイズのベッドの置かれたベッドルームと、勉強に使っている書しよ斎さい。備え付けられた贅沢な家具のせいもあって、かなり見み栄ばえのする空間だ。

　リビングには、イタリア製の革かわ張りのソファが、窓のほうを向けて置いてある。その足下には柔やわらかなラグ、シックな木製のローテーブル。本当ならブランデーでも飲んでくつろぐための場所だろうが、私はラグの上に座ってローテーブルで勉強をしていることが多い。

　本当なら留学生らしく質素な部屋に住みたかったのだが、祖父はそれをもちろん許さなかった。そして李家の持ち物であるこの贅沢なマンションに部屋を用意してしまった。ほかのフロアは一いつ般ぱんに貸し出されているが、私のいるフロアは李家の息のかかった人間しか住んでいない。李幇から派は遣けんされてくる警護係の人間が交こう替たいで宿しゆく泊はくしていて、常駐しているのは責任者の侯くらい。しかし侯はとてもわきまえた男なので、巧たくみに警護を配し、私の学生生活に支障が出ないようにしてくれている。侯から景悟のことも聞かれたが、「ロースクールを目指す後輩にいろいろと指導をしてやっている。身元はたしかだし、うるさく言われるのが嫌いやなので崔には内ない緒しよにしてくれ」と言ってからは二度とそのことは聞いてこなくなった。口うるさい崔に知られたら絶対に何か言われるだろうが……何も言われないところを見ると、侯は秘密にしてくれているようだ。

　……だが、さすがに合い鍵を渡わたすのは無理だろう。

「どうしておまえに合い鍵を渡さなくてはいけないんだ？　恋人でもあるまいし」

　私は言って踵を返す。

「俺は恋人のつもりですけど」

　彼が言って、紙袋を両手に提げたまま、私の身体からだを抱き締しめる。ギクリと震ふるえる私に、

「静かに。暴れたらせっかく運んできた料理が零こぼれてしまいます」

　彼は囁ささやき、思わず動けなくなった私の髪にそっと頰ほおを埋うずめる。

「艶つや々つやで、本当にいい香かおり。俺が犬なら、あなたは血統書付きの猫ねこだ。綺き麗れいで、気まぐれで、そしてとても可愛かわいい」

　調子に乗って、私の髪にキスまでしている。私は速くなってしまった鼓こ動どうをごまかすために深いため息をついてみせる。

「おまえは、とんでもない女タラシではないのか？　同じことをたくさんの女性に言っているだろう？」

「え？」

「なんだか、すべてにおいて慣れている気がする」

　私の言葉に、彼はやけに嬉しそうに笑う。

「そう思ってもらえるとしたら、頭の中で何度もシミュレーションをしてるせいかも」

　彼は耳元でクスリと笑い、なぜか鼓動がさらに速くなる。

「シミュレーション？」

「あなたとのデートで使う店や、最初にかける言葉を、たくさん考えていました。いや、本当は、もっと格好いいことを言って、夜景の綺麗なレストランとかに誘さそうはずだったんですが」

　彼は言ってから、またやけに嬉しそうな声で笑う。

「今のあなたの言葉、なんだか嫉しつ妬としてるみたいに聞こえました。喜んでいいですか？」

「嫉妬ではない。喜ぶな」

　私が言うと、彼はまた楽しそうに笑う。それから、やっと私の身体を離はなして、

「冷めてしまう。さっそく食べましょう」

　彼は言って紙袋を提げたままさっさと私の部屋に入っていく。キッチンに入って慣れた様子で棚たなの中から取り皿やグラス、それに箸はしを取り出している。

　それらをリビングのローテーブルに並べ、テイクアウト用のプラスティックの容器をどんどん開けていく。

「この間買っておいたワインが冷蔵庫にあるはず。白を少しなら、酔よわないでしょう？」

　彼は言って立ち上がり、キッチンに入っていく。

　私も手伝おうとして容器の一つを手に取り、プラスティックの蓋ふたを開けようとする。だがなぜかやけにきっちりとはまっていて開かない。

「なんだこれは？」

　無理やりこじ開けようとしていると、容器がゆがんでくる。蓋の隙すき間まから意外なほどに熱い湯気が漏れ、私は思わず小さく息を吞のむ。

「うわ、ダメですってば。零れないように頑がん丈じようになってるんですよ。俺がやります！」

　ワインボトルを持った彼が飛んできて、私の手から容器を奪うばう。テーブルの上にそれらを置いて、私の手を引いて立ち上がる。そのままキッチンに入り、勢いよく出した水の下に私の指を持っていく。

「熱かったでしょう。痛くないですか？」

　私の指を冷やしながら、彼が心配そうに言う。私はなぜか赤くなってしまいながら言う。

「大だい丈じよう夫ぶ。少し驚おどろいただけだ」

「それならよかった。でも念のため、少しの間冷やしておきましょう」

　彼は私の手を握にぎり、水の流れに指を浸ひたす。身体の側面に触ふれる彼の体温、私の手を握り締めている彼の大きな手に、なぜか鼓動まで速くなる。

「……あ……」

　私はあることに気づいて、小さく呟つぶやく。

「どうかしましたか？　痛んだ？」

「そうではない。ちゃんとあれを着けているんだな、と思って」

　二つボタンをあけた彼のシャツ。布地の隙間から、シルバーのチェーンと、そこに通したあのシルバーとラピスラズリの指輪が覗のぞいている。

「ずっと気づいてなかったんですね。憎にくらしいというかなんというか……でも……」

　彼はクスリと笑って、私の胸むな元もとを見下ろす。

「あなたもきちんと下げてくれている。優やさしい人だな」

「……あ……っ」

　私の心臓が、トクン、と跳はね上がる。

　私はあれ以来、いつでもチェーンに通した指輪を身に着けていた。シャツのボタンを二つ開けていたために、綿シャツの襟えり元もとからそれが見えていたのだろう。

「別に、おまえと揃そろいだからしているわけではない。デザインが気に入っている」

「なるほど。でも嬉うれしいですよ」

　至近距きよ離りから微笑まれて、鼓動がどんどん速くなる。

　……ああ、私は本当にどうかしている。

「あまり水に浸つけていると、指が冷たくなってしまう。もういいでしょう」

　彼は水を止め、濡ぬれた私の指をポケットから出したハンカチで丁てい寧ねいに拭ふいてくれる。ついでに自分の手も拭き、そして私の手を握ってエスコートでもするかのように部屋に戻もどる。

　私をローテーブルの前に座らせ、テーブルの上に料理を並べていく。

「まずは、漢方食材を使ったスタミナのある『魯ルー肉ロー飯フアン』、スープは、魚のすり身団子が入った『黄ホワン魚ユイー丸ワン揚タン』、ニューヨークで一番の絶品『小シヨー籠ロン包ポー』、デザートにレモンスライスの入った『愛オー玉ギヨー子チー』。この間、出身は台湾だって言っていたでしょう？　懐なつかしいかなって」

　彼がテイクアウトしてきたのは、どれも私の故郷の台湾ではよく食べられている庶しよ民みんの味だった。祖父は高価な食材を使った贅沢な食事ばかりで庶民の味には目もくれなかったが……幼かった私が風邪かぜをひいたりした時には、屋や敷しきのシェフがこっそり作ってくれた。

「たしかに懐かしい」

　私は箸を取り、景悟が取り分けてくれたそれらを味わってみる。

「どれもとても美味おいしい。思い出の味だ」

　私は、その味に感動しながら呟く。景悟は嬉しそうに、

「知り合いに台湾出身の男がいて、彼に美味しい店を教わったんです。口にあったみたいでよかった」

「彼にもよろしく伝えてくれ。とても美味しい店を教えてくれてありがとう、と」

　私が言うと、景悟はなぜかとても可笑おかしそうにくすくす笑う。

「どうかしたのか？」

「いえ、知り合いは趙という男なんですが、あなたのファンなんです。伝えたらきっととても喜びます。……それにしても美味しいな」

　景悟は自分の皿に取った料理を食べ、感心したように呟く。

「台湾料理ってあまり食べたことがなかったのですが、美味しいものなんですね」

「これは台湾屋台料理と呼ばれている庶民の味だ。観光客にも人気がある」

　今までの私は、適当な外食か、デリで買ってきたサンドイッチで食事を済ませていた。勉強に熱中しすぎると、食事のことなど綺麗に忘れた。この部屋の隣となりは李家から派遣されている警護の人間達の控ひかえ室になっていて、責任者の侯は私の体調を心配してたまに食事を届けてくれたりする。ただ、毎日来る必要はないと言ったので、食事を忘れることもしばしばだった。

「そういえば……最近、貧血がなくなったかもしれない」

　景悟と知り合ってからは、彼がいつも気をつけてくれているせいで、なんとか一日二食程度は食べるようになり、貧血で眩暈めまいがすることも少なくなった。

「前はよく貧血で倒たおれていたということですね」

「倒れはしない。前兆があるので、どこかに座る。しばらくすれば治る」

　私の言葉に、彼はため息をつく。

「学校内で、あなたが憂うれいのある顔でベンチに座っているのを見かけたことがあります。天才のあなたのことだから、どんなに素す晴ばらしい思し索さくに耽ふけっているんだろうと思ってうっとり見とれていましたが……あれってもしかして……」

「騒さわがしい学校内で考えごとなどしない。貧血の眩暈に耐たえていただけだろうな」

「本当に放っておけない。心配でどうしようもない」

　彼は深いため息をつき、空になった皿を持って立ち上がる。私が手伝おうとするのを、

「あなたは座っていてください。どうせお皿を割ってしまうんだから」

　その言葉に、私はまた座る。コンドミニアム形式のここでは、すべての食器類は備え付けになっている。かなり高価な皿を用意してあるために、通常は皿を一枚割るとかなり高額の代金をフロントに払はらわなくてはいけないことになっている。寝ねぼけている時の私は、もう何枚もの皿を割ってきた。

「だから、食事は紙皿でいいと言っているのに」

　あまりにも皿を割るので、自分で自分にあきれて、どうしても必要な時には買ってきた紙皿を使うようになっていた。だが、景悟はそれをやめさせ、自分が食器を洗うようになった。

「紙皿なんかでは、味などわからない。俺が洗うから大丈夫ですよ」

　彼は言い、テーブルの上をあっという間に片付けてしまう。手早く食器を洗い、テーブルを拭いて綺き麗れいにする。キッチンで手を洗ってから戻ってきて、ラグの上、私の隣に座る。

「せっかくだから、ちょっと暗くします」

　言って手を伸のばし、近くのスタンドの灯あかりを消す。ガラスの反射が消え、赤い灯りを明めい滅めつさせるマンハッタンの夜景が、美しく浮うかび上がる。二人で並んでソファにもたれ、こうして夜景を見つめているのは、なんだかとても不思議な気がする。

　彼の腕うでは、さりげなくソファの上に伸ばされている。今にも肩かたを抱だいてきそうなその腕。彼の体温を背中に感じていて、どこか居い心ごこ地ちが悪い。

「ええと……」

　彼が、緊きん張ちようしたような咳せき払ばらいをして言う。私の方を向いて、

「すごくロマンティックな雰ふん囲い気きですね。肩を抱き寄せたりしていいですか？」

「ダメだ」

　私がとっさに答えてしまうと、彼は落らく胆たんしたように呻うめき、それからなぜかクスリと笑う。

「こんな綺麗な夜景を眺ながめながら、どうして遠えん慮りよしてるんだろうな、俺？」

「夜景が見えるのは、私の部屋がたまたま高層階にあったから。肩を抱き寄せていい理由にはならない」

「あなたらしい理由だ」

　彼はまた笑い、それから窓のほうに視線を戻す。

「本当にリッチな部屋だ。あなたはきっと、すごいお金持ちのご子息なんでしょうね」

「金持ちの基準がよく解わからないが……セキュリティーのために祖父が借りてくれた。本当はもっと質素な部屋がよかったのだが、ここに住まない限り、治安の悪いニューヨークには行かせないと言われた」

　私は言って、ため息をつく。

「そのために、友人など一人も呼べない。まあ、偏へん屈くつな私には友人らしい友人はできなかったのだが」

「あなたは高たか嶺ねの花過ぎて、とても話しかけられないんです。学校中の学生があなたと友人になりたいと思っていますよ。……っていうか」

　彼の手が、私の髪かみにそっと触れてくる。

「俺はあなたにとってどういう存在なんだろう？　しょっちゅう会ってこんなに話しているし、部屋にも呼んでもらえてるし。……友人じゃなくて、特別な恋人候補ってこと？」

　彼の声がわずかに近くなり、彼が私の耳に顔を近づけたのが解る。それだけで、なぜかどんどん鼓こ動どうが速くなってしまう。

「ロースクールに進むための助言が欲しいんじゃないのか？　部屋に入れてしまったのも偶ぐう然ぜんだし。友人にも達していない、ただの後こう輩はいだ。というか、ペットかな」

「そう言うと思った。でも……」

　彼の腕が、私の肩をいきなり抱き寄せる。

「ペットなら、もう遠慮しませんよ。ワンワン、舐なめちゃおう」

　彼が私の身体からだをさらに引き寄せ、私の首筋にキスをしてくる。

「……あ……っ」

　そのまま、滑なめらかで熱い舌が、私の首筋を舐め上げる。全身にゾクリと走った不思議な電流に、私は思わず声を上げる。

　……ああ、なんなんだ、これは……？

　私は混乱し、彼の身体を乱暴に押しのける。

「こんなしつけの悪い犬はいらない！　離はなせ！」

　彼は私に押された勢いのまま、ラグの上に上半身を倒す。そして可笑しそうに笑いながら私を見上げてくる。

「あなたといると楽しいなあ。ずっとこんなふうに過ごしたいなあ」

　まるで犬のように寝ね転ころがった景悟が、私に言う。

　シックなブラウンのラグに、彼の漆しつ黒こくの髪が映はえる。端たん麗れいな美び貌ぼうの彼は、こんなふうに無む邪じや気きにすると本当に少年のようで……私の心を強く揺ゆらしてしまう。　>>>♥

　彼は柄がらにもない真面目まじめな顔で私を見つめてくる。

「薫月。改めて聞くけど……ロースクールを卒業したらどうするのか、ちゃんと決めた？」

　その言葉に、私はドキリとする。彼は起きあがり、光る目で私を見つめる。

「台湾に帰るとか？　遠えん距きよ離りでももちろん気持ちは変わらないけれど、俺がロースクールを卒業するまでの三年間は離れ離れになる。あなたの顔を見られないのは、とても寂さびしい」

　本気で寂しそうな声で言われ、黒い瞳ひとみで見つめられて、私はまたジョンのことを思い出す。

　……ジョンも、私が旅行に行く前など、ちゃんとそれを察してこんな顔をしたな。

　私は思い……それから、胸がふいにズキリと痛むのを感じる。

　私は台湾最大の中国マフィアの家系、李一族の嫡ちやく子しとして生まれた人間。それを知ったら彼はきっとこんな吞のん気きなことは言っていられないだろう。私に残された時間は、あとほんの数カ月。卒業と同時に私は台湾に戻もどり、李幇の幹部の座に就つかなくてはいけない。

　……もしも私が普ふ通つうの家に生まれていたとしたら、このままアメリカで過ごし、勉強を続けられるのに。

「研究室に残るつもりだ」

　私の唇くちびるから、ずっと望んでいた未来が漏もれた。教授からの強い誘さそいがあるのは噓うそではないし、そうできたらどんなに嬉うれしいだろう。だが私はそれが叶かなえられない夢だと知っている。

「本当に？　それならまだあなたを口説く時間はあるね」

　彼は本当に嬉しそうに言って、私のすぐそばに座り直す。彼の体温があまりに近くてなぜか頰ほおが熱くなるのを感じる。

「時間はあっても、私が堕おちるとは限らないぞ」

「あなたは俺と恋に落ちる。きっとだ」

　彼は、私の目を真っ直すぐに見つめながら言う。

　恥はずかしさに思わず身をひきそうになるが、彼の手がそっと滑すべって、私の髪を愛いとおしげに撫なでてくる。その優やさしい感かん触しよくに、今度は押しのけることができなくなる。それだけでなく胸が甘く痛んでしまう。

　……ああ、これはなんなんだ？

　私は、自分の中に広がってくる今まで感じたことのない感情に、また混乱を覚える。

　……この甘い痛みは、なんなんだ？

「瞬まばたきが速い。目元がバラ色に染まってる」

　彼がまるで呪じゆ文もんを囁ささやくかのように低い声で言う。

「あなたはドキドキしてる。それは、今にも恋に落ちそうだからだよ」

　彼の声がゆっくりと近づき、私の頰にその唇がそっと触ふれてくる。あまりにも優しいキスに、私はもう動けない。

　何もかも忘れてしまいそうになった時、ソファの脇わきに置きっぱなしになっていた私の鞄かばんの中で、携けい帯たい電話が振しん動どうした。私はその音にハッと我に返る。

　……頰にキスをされたくらいで、何を呆ぼう然ぜんとしているんだ、私は？

「調子に乗るんじゃない」

　言って彼の顔を押しのけて立ち上がる。鞄を開き、中から振動を続ける携帯電話を取り出す。液えき晶しよう画面に出ていたのは、台湾にいる教育係、崔の名前だった。

　……またお小言か？

　私はうんざりしながら思い、頰にキスの感触が残っていることに気づく。このまま電話に出たら崔に気づかれてしまいそうな気がして、頰を手の甲こうで擦こする。

「あ、それはひどいな」

　携帯電話のフリップを開こうとしていた私は、彼の声に動きを止める。顔を上げると彼はなぜかとても傷ついた顔をしていた。

「電話が鳴れば出るのが当然だ、何がひどいんだ？」

「そうじゃなくて、今、頰を拭ぬぐったでしょう？　キスの後、そんなことをするのって最高にひどいです。マナー違い反はんですよ」

　彼の悲しげな声が、私の胸をなぜか締しめ付ける。

「すまない。こんなふうにキスをされたのは初めてだった。とっさにやってしまったのだが、そんなにひどいことだったのか？」

　私が慌あわてて言うと、彼はまた驚おどろいた顔をする。

「キスが初めて？　あなたみたいな美人、いろいろな男に言い寄られているかと……」

「ニューヨークはゲイの多い街だ。男に言い寄られていないわけではない。だが、応こたえる必要性など感じない」

「じゃあ、俺はやっぱり特別ですか？」

　思い切り尾おを振ふる大型犬のように嬉しそうな表情に、私はため息をつく。

「知るか。……少し面めん倒どうな人間からの電話なんだ。声を出すなよ」

　私は手のひらを彼に向けて、待て、の仕草をしてやる。彼がうなずいたのを確かく認にんしてから、振動し続ける携帯電話を開き、通話ボタンを押す。

「私だ」

『薫月様。電話にはすぐに出てください。ご無事ですね？』

「もちろんだ。心配ない」

　私が言うと、彼は深いため息をつく。

『何日も部屋にこもったままだと、侯から連れん絡らくがありましたが』

「論文に集中している。食事は適当に摂とっているし、体調も万ばん全ぜんだ」

『でしたら結構ですが、あまりご無理はなさらないように。あなたは将来は李幇の首領になる大切な身体。くれぐれも用心なさってください』

　その言葉に、私の心がズキリと痛む。

　……そうだ。忘れそうになっていたが、私はただの留学生ではない。

「わかった。……勉強中なので切る」

　私は言って、通話を切る。携帯を鞄にしまい、ふと目を上げると、彼が何か言いたげな顔で私を見つめていた。

「何だ？」

「面倒な人間って、もしかしてあなたにセマっている男、とか……？」

「なんでもそこに結びつけるな。実家関連の人間だ。一応旧家と言われる家の出なので、いろいろとうるさいんだ」

　私は言い、ローテーブルの脇に積んであった分厚い判例集を何冊か取り、それを持って立ち上がる。

「そろそろ勉強に戻る。適当に帰れ」

「ちょっと待ってください」

　彼は立ち上がり、私のすぐそばに立つ。こうして見ると彼の方が二十センチ近く身長が高く、そして私では対たい抗こうできないほど逞たくましい身体からだをしている。そのことを改めて意識してしまって、なぜかドキリとする。

「まだ答えを聞いていません」

「なんの？」

　彼は、これ以上ないほど深刻な顔になって私を見下ろしてくる。

「俺は、特別ですか？」

　私の鼓こ動どうが、なぜか突とつ然ぜん速くなる。

「私はゲイではない。どうしておまえを特別にしなくてはいけない？」

　私は精せい一いつ杯ぱいの強い口調で言うが、なぜか語ご尾びが動どう揺ようしたようにかすれる。

「こんなに尽つくしているのに、まだ特別じゃないんですか？」

　彼は、私にさらに顔を近づけながら言う。

「どこまですれば、あなたの特別になれますか？　セックス？」

　彼の漆黒の瞳の奥に、大型犬のようないつもの彼とはまったく違ちがう……野生の狼おおかみのような光がギラリと光る。

「何を言ってるんだ？」

　彼の妙みような迫はく力りよくに、私は思わず一歩後ずさる。

「無理に襲おそうようなことをしたら、その時は縁を切らせてもらう」

「……あ……っ」

　彼は一いつ瞬しゆんで獰どう猛もうな雰ふん囲い気きを消し、少し怯おびえたような顔になる。

「あなたに拒きよ絶ぜつされたら、俺、どうすればいいのか……」

「それなら襲うな。だいいち、無理やりに人を襲うなんて……ただの欲情したケダモノとしか思えない」

「わかりました」

　彼はこれ以上ないほど真しん摯しな顔で私を見つめる。

「俺、我が慢まんします。あなたのことが本当に好きだし、あなたはいつでもめちゃくちゃ色っぽい。実は、今すぐにでも襲いたいくらいですが」

　私が睨にらんでやると、彼は、降参、というように両手を上げる。

「すみません。でも俺の気持ちは本当です」

　彼の手が伸のびて、私の乱れた前まえ髪がみをそっと直す。

「あなたを愛してます。あなたが心を開いてくれる日が一日も早く来ることを祈いのりながら、あなたのために尽くしたいと思います。……まずは」

　彼の手が、私の手から重い本を取り上げる。

「書しよ斎さいまで運びます。あなたの綺き麗れいな手がこんな重い物を運ぶのは許されないです」

「私は女性ではない。そんなふうにしてもらう必要は……」

　私は本を取り返そうとするが、彼は身軽に一歩後ずさる。そして照れたように笑う。

「なんて。本当はあなたと一秒でも長く一いつ緒しよにいたいだけです。持たせてください。あと、帰る前にコーヒーをいれていきますから。疲つかれたら飲んでください」

　私の胸が、なぜかギュッと強く痛んだ。

　……ああ、なんて男なんだ。

　私は、リビングを歩きだした彼の後を早足で追いながら思う。

　……そしてどうして私はいちいち混乱してしまうんだ？

　彼といると、まるで包み込まれるような優やさしさを感じる。彼の視線があまりにも甘くて……私の心が揺ゆれる。普ふ通つうの生まれでなかったことが、なぜかとてもつらくなる。

「そういえば、一つアルバイトがあるんだ。賃金はわずかだが、それほど時間はかからないので、書店のアルバイトの合間でいい」

　私が言うと、彼は目を丸くする。

「いろいろなことをしてみたいので、嬉うれしいですが……どんな？」

「私が所属することになる研究室の教授は、とてもそそっかしいんだ。彼のサポートをしてくれないか？　本の整理をしたり、論文を書く時の資料集めを手伝ったり、そんなことでいい」

「それって、アルバイト中、あなたとずっと同じ部屋にいられるってことですか？」

　彼が目を煌きらめかせながら言う。私は心がズキリと痛むのを感じながら、

「私は私で論文があるので、一緒にいられるかどうかはわからない。だが、教授はとても聡そう明めいな方でお話を聞くのはとてもためになる。研究室では学術誌の編集も手伝える。成績にも、将来の就職にも、とても有利になるだろう」

「コロンビア大学の学術誌の編集作業を手伝えたら、たしかにとても勉強になります」

　彼は嬉しそうに言い、それから微かすかに頰ほおを染める。

「まあ……俺の一番の望みは愛しているあなたと一秒でも多く一緒にいることなんだけど」

　……私がこのままいなくなると知ったら、彼はいったいなんと言うだろう？

　私の胸が、また激しく痛む。

　……だが、中国マフィアの一員になる私が、将来有望な留学生である彼と、一緒にいられるわけがないじゃないか。







　　　　馮景悟







「実は……ここのところ気になっていることがある」

　俺は、ソファの向かい側に座った三人の男に向かって言う。

「薫月と歩いている時、複数の人間に尾び行こうされているような気がする」

　ここは、俺が住んでいる部屋。実は薫月のマンションからほんの三ブロックほどしか離はなれていない場所にある高層マンションの一室。家賃も自分で稼かせいだお金で払はらいたい、そのためには何名かの留学生たちとのルームシェアを考えている……俺は父と兄にそう話したのだが、もちろんセキュリティー上の問題で許可はされなかった。このマンション自体が馮家の持ち物で、俺の部屋は最上階にある。あまりに豪ごう華かなせいで俺のキャラクターと合わず、そのせいで薫月を呼ぶことができない。彼は俺を、アルバイトをして暮らす苦学生と信じてくれているから。

　ここから見み渡わたせる夜景は、薫月の部屋から見えるものとほぼ変わらない。彼といる時に見る煌めくような景け色しきとは、まったく違ちがって見えるけれど。

「薫月さんはたいへんな美青年ですし、あなたは見た目だけはモデル並みにいい」

　三人のうちの一人、趙が可笑おかしそうに言う。

「二人が並んで歩いていれば、道行く人が思わず振ふり返る。視線を感じるのはまったく不思議ではないと思います。それを尾行されていると勘かん違ちがいされたのでは？」

「たしかに。私がいるバールには、場ば所しよ柄がら、コロンビア大学の学生がたくさん来ます。ロースクールにいるミステリアスなアジア系の美人……薫月さんの噂うわさはいくらでも聞ける。薫月さんに恋こい焦こがれる男は、数え切れないほどいるようですよ」

　カプチーノを飲みながら、もう一人が可笑しそうに笑う。彼の名前はロッソ。二十七歳。イタリア人と中国人のハーフで、俺がよく行くイタリアンバールのバリスタ。しかし本当は俺の警護のためにニューヨークに派は遣けんされている人間だ。アルバイト中の俺を見張りやすいようにとイタリアンバールでのアルバイトをすることにしたのだが、その腕うでを買われていつの間にか専属バリスタにされてしまった。さまざまな情報を得ることができるので、バールでの仕事はなかなか有意義なようだが。

「あのう。僕、ちょっと気がついてしまったんですが」

　言ったのは三人目の男。彼の名前は王。二十五歳。彼もまた俺の警護を務める人間で、さまざまな武道を会え得とくしているはずだ。だが、ほっそりとした身体にＴシャツとジーンズを身につけた姿はせいぜい二十歳。どう見ても童顔の大学生だ。彼も趙と同じく、学校内を自由に出入りして俺の警護に当たってくれている。

「同じ男を、学内で何度か見かけているんです。コロンビア大学には観光客も山ほど押しかけるので、学生じゃない人間も珍めずらしくはないんですが……観光客ではない証しよう拠こに、何週間に一回とか、おかしなサイクルで見かけるんです。臨時採用の職員か何かかと思ったんですが、職員名めい簿ぼを調べてみたら彼の顔写真はそこにはありませんでした」

「どんな男だ？」

「身長は……景悟様と同じくらいかな？　百九十センチ弱のハンサムな男です。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけていて、インテリっぽい感じ。アジア系だと思いますが、チラリと見かけるくらいなので詳くわしくは確かく認にんできません」

「薫月を尾行していたのか？」

　俺が聞くと、王は自信なさげに首をかしげる。

「いえ、そうとばかりも言えないんです。薫月さんが視界に入るカフェにいるかと思えば、趙さんと交こう替たいをして帰る途と中ちゆう、路上でふいに見かけたり。若い男の子と一緒で、一人じゃないこともありますし……」

「この近所に住んでいる人間が、気晴らしに学内を散歩しているだけじゃないのか？　でなければ、その若い男の家族とか」

　ロッソの言葉に、王は複雑な顔をする。

「それが一番確率が高いかもしれません。でも一緒にいる男の子は毎回違うんです。それに彼らは堅かた物ぶつの多いコロンビア大学の学生とは違うイメージで、だからあの界かい隈わいの路上では妙みように目立っていたんですよね」

　少し考えてから、どこか気味が悪そうな口調で言う。

「それに、その男、薫月さんのことを、舐なめ回すみたいにジロジロ見ていたんです。もしかしたらちょっとストーカーの入ったゲイかもしれません」

「一緒にいた青年達は、身体からだを売る商売をしている人間では、ということか？」

　趙の言葉に、王はためらいながらうなずく。

「そんな感じでした。顔は綺き麗れい系でも、腿ももまで丸出しのショートパンツとかはいてたりして」

「それは目立つだろう。間ま違ちがいなく商売人だ」

　ロッソが笑い、趙をチラリと見る。

「意外に堅物の趙には、なかなかぴんと来ないかもしれないけれどね」

　趙は鼻白んだ顔をする。俺はさらに心配になりながら、

「俺が見かけたのは、そのストーカーじみた男ではないと思う。中年の男だったり、ごつい身体をしていたり……」

　言い、それから深いため息をつく。

「もしかしたら、俺が神経質になりすぎているのかもしれない。薫月はとても美しく、なのにとても無防備で危なっかしい。俺は心配でたまらない」

　趙が、それはノロケですか、と言った後で、

「わかりました。今でも、常に十名近くの人間があなたを陰かげから警護していますが、馮家に連れん絡らくをして、さらに増員しましょう。あなただけでなく、あなたの思い人である薫月さんのこともさりげなく警護させていただきます」

「あっ」

　王がいきなり声を上げる。それから俺の顔を見て、

「薫月さんはここと張るくらいのすごいマンションに住んでいるって言いましたよね。ってことは、きっと実家がすごいお金持ちだ。実家の親が雇やとった私立探たん偵ていじゃないですか？」

「私立探偵？」

「そうです。最近、お金持ちの間で流行しているみたいですよ。留学中の子供が不良と付き合わないか、勉強をサボって遊んでばかりいないか……それを探さぐるために親が探偵を雇うんです。もちろん何か危険があったら、通報することも仕事の一部みたいですが」

「それだな、きっと。お金持ちの子息は大変だ。あなたも含ふくめて」

　趙が可笑しそうに言い、それから顔を厳しく引き締しめる。

「ともかく、薫月さんの身辺も警護します。お二人が卒業されるまで、責任持って」

「頼たのむ」

　俺は言いながら、言い知れない不安が心に広がってくるのを感じていた。







　　　　李薫月







「君が研究室に残ってくれないのが、とても残念だ。君ほどの優ゆう秀しゆうな生徒は本当に貴重だ」

　挨あい拶さつに寄った私に、教授が言う。本当に残念そうな声に、胸が痛む。

「もったいないお言葉です。明日からは教授のお顔を拝見できないと思うと、寂さびしいです」

　私は言い、自分が別世界に旅立つのだということを改めて思い知る。

　景悟と出会ってから、ほぼ一年が過ぎた。明日は、大学と大学院の合同卒業式になる。明日からは、私はとても忙いそがしくなる。私は今夜のうちに教授にきちんと挨拶をしておきたかった。

「それに君がいないと、この部屋のどこに何があるのかがまったくわからないし」

　教授の困った顔に、私は思わず笑ってしまう。

「私の代わりに、ケイゴ・キタガワがお手伝いします。彼はあれでなかなか優秀ですし、信しん頼らいのおける人間だと思います」

「いろいろありがとう。アルバイト料はちゃんと払うから心配しなくていいからね」

　彼は言い、それから急に心配そうな顔になる。

「君に口止めされていたからずっと秘密にしていたが……学校に残らずに故郷に帰ることを、彼にはまだ言っていないんだろう？」

　彼の問いに、また良心が痛む。私は教授に頭を下げて、

「噓うそをつかせるようなことをさせてしまって、本当に申し訳ありませんでした。でも……彼とは友人として仲良くやってきました。彼に引き止められるのは少しつらいです」

　もちろん私の素す性じようを知らない教授は、当とう惑わくしたような顔になる。私は、

「本当は私も学校に残り、研究室で勉強を続けたかった。家庭の事情で私には無理でしたが、彼ならそれができる。……私は、彼のことが少しうらやましいのかもしれません」

「そうか。でも、論文を書くことはどこででも続けられるよ。君は中国のご実家に戻もどって家業を継つぐとのことだったが、仕事の合間にでも勉強を続けて欲しい」

　教授は温和な顔に優やさしい笑えみを浮うかべて言う。

「君ならきっと、立派な論文を完成させられる。いつか出版されたら、私の所にも送ってくれるね？」

　その言葉に、私は柄がらにもなく涙なみだを流してしまいそうになる。

　……そんなことができるわけがない。中国マフィアの闇やみの世界に一度沈しずんだら、私はもう二度と、この明るい世界には戻ってこられない。

　私は涙をこらえ、唇くちびるに笑みを浮かべてみせる。

「どうもありがとうございます。お約束します」

　……だが、李一族に生まれた私には、ほかの道など残されていないのだ。







　　　　馮景悟







　……彼は、このまま研究室に残ると言ってくれたじゃないか。

　俺は、必死で自分に言い聞かせる。

　……このままお別れというわけではない。だから、こんなに不安な気持ちになる必要など少しもないんだ。

　コロンビア大学の象しよう徴ちようでもあるロー・メモリアル・ライブラリーの前にはステージが設けられ、大学のシンボルカラーである水色のガウンと帽ぼう子しを身につけた学生が並んでいる。

　薫月と初めて話したあの日から、ほぼ一年が過ぎた。毎晩のように迫せまる俺を、薫月は優ゆう雅がにかわし続け、二人の仲はいっこうに進展していないのが悔くやしいけれど。

　今日は大学と大学院の合同卒業式。卒業式には雨が降ることが多いと言われていたけれど、今日はまるで天が祝福してくれているような澄すみ切った青空。立っているだけで汗あせばんでくるような眩まばゆい陽ひ射ざしが、広場を照らしている。

　学部別にそれぞれの場所で式を終えた学生達は、ここに集まって学長への挨拶の式をする。この学校の卒業式は有名で、広場には学生や保護者だけでなく観光客までが溢あふれている。

　俺は無事に首席で大学を卒業することができ、薫月のおかげでロースクールへの切きつ符ぷも手に入れた。これから三年間は、きっととても忙しくなる。俺は本屋のアルバイトをやめ、研究室の教授の手伝いをしながら勉強に励はげむことにしていた。研究室には薫月もいるはずだから、きっととても楽しく、充じゆう実じつした三年間になるはずだ。なのに……。

　壇だん上じようには、その学部の最さい優ゆう秀しゆう学生が順番に呼ばれている。いちおう最優秀学生だった俺もさっきそこに登り、学長からの言葉を受け取った。そして……。

　壇上にすらりとした人ひと影かげが登り、学生達たちが、憧あこがれのため息をつく。

「……卒業して就職したら、彼にも会えなくなるんだな」

　近くにいた学生が、とても残念そうに言う。別の学生が、ため息をつきながら言う。

「……どっちにしろ、彼みたいな人は高たか嶺ねの花だったけど。一度くらいは話してみたかった」

　……俺は、彼と二人きりになったことだって数え切れないほどあるんだぞ。

　俺は心の中で誇ほこらしく思いながら、壇上を優雅な足取りで進む彼を見つめて胸を熱くする。

　水色の角帽の下から覗のぞく漆しつ黒こくの髪。象ぞう牙げのように白い頰ほお。彫ちよう刻こくのように完かん璧ぺきに整ったその美び貌ぼう。壇上を歩いてきた薫月が、ふと俺の視線に気づいたかのように視線を動かす。見つめている俺と真っ直すぐに目が合うけれど、彼はクールな顔のまま、一いつ瞬しゆんで視線をそらしてしまう。

　……でも、目元がちょっとだけ赤くなった。照れてくれたんだ。

　俺は彼を見つめながら、微笑ほほえましい気持ちで思う。

　……俺と目が合うだけで、こんなふうに恥はずかしそうにしてくれる。それってやっぱり俺のことが嫌きらいじゃないってことだよね。

　学長からの言葉をもらった彼が、こちらを振ふり返る。彼の漆黒の瞳ひとみが明るい陽光を反射して、本当に綺き麗れいだ。

　いきなり、学生の間から拍はく手しゆが沸わき起こる。それは波のように広がり、大きな拍手になって彼を包み込む。

　少しだけ驚おどろいた顔をする彼を見ながら、俺は思う。

　……拍手をもらってもおかしくない。彼は完璧な成績を維い持じして最難関のロースクールを首席で卒業したんだから。それだけじゃなく……。

「李先輩、やっぱりクールで美人で、最高。一度くらい、ちゃんと話しかければよかったぁ」

「私も。ずっとずっと憧れていたのにぃ」

　近くにいる女子学生達が拍手をしながら泣いているのに気づき、俺は思う。

　……それだけじゃなく、その美貌と存在感で、学生達に希望と憧れとやる気を与あたえてくれたんだしね。

　薫月はクールな無表情を崩くずさないまま、壇上から下りる。彼の瞬まばたきが少しだけ照れたように速くなっていることに気づいて、俺はなんだか胸が熱くなる。

　……薫月は、クールで美人なだけじゃなくて、本当はけっこう可愛かわいいんだぞ。

　まるで子供のようだけど、彼のいろいろな顔を知っている俺は、誇らしくなる。

　……そんな顔を知っているのは、きっと俺だけだ。彼は俺だけには隠かくしごとをせずに、本当の顔を見せてくれて……。

　俺は思い、それからなぜかまた不安な気持ちが広がってくるのを感じる。

　……彼は、俺の前では本当に無防備になってくれる。照れたように微かすかだけど、唇に笑みを浮かべてくれることもあるし、疲つかれた顔や寝ねぼけた顔も見せてくれる。でも……。

　俺は、人ひと混ごみを縫ぬって彼に近づこうとする。

　……なぜだろう、彼が、俺に隠しごとをしている気がするんだ。

　俺は思い、それから良心がズキリと痛むのを感じる。

　……もしかしてそれは、自分が隠しごとをしていることに対する罪悪感だろうか？

　俺は北京に強大な権力を持ち、さらに台湾を狙ねらう中国マフィアの首領の息子むすこで、将来は幹部になる。そのことを、彼にずっと隠している。

　……彼はそのことを知っても、まだ俺についてきてくれるだろうか？

　俺は不安な気持ちに陥おちいりそうになりながら人混みを進み、そしてたくさんの学生達にぎっしりと取り囲まれ、話しかけられている彼を見つけだす。

　……いや、絶対についてきてくれるように、俺を死ぬほど好きにさせる。俺がロースクールにいる三年間で、ぜったいそうさせる。

　俺は思いながら、熱心に彼に詰つめ寄る学生達を無理やり搔かき分け、彼の肩かたを抱だき寄せる。

「行きましょう。ここは人が多い」

　そして呆あつ気けにとられている学生達の前から彼を連れて歩きだす。かなり本気の顔をしたやつらが多くて、そのままでは告白大会にでもなりそうな雰ふん囲い気きだったからだ。

「大だい丈じよう夫ぶでしたか？　どっか触さわられたり、無理にせまられたりとかは？」

　俺が聞くと彼は目を丸くし、それから微かに笑ってくれる。

「おまえは本当に過保護だな。まるで年とし頃ごろの娘むすめを持つ父親だ」

「違ちがいます。あなたを熱愛する恋こい人びとです」

　俺が言うと、彼はまた照れたように瞬きを速くする。

「おまえの恋人になった覚えなどない」

　彼の言葉はいつものようにクールだったけれど……その口調はなぜか微かな悲しみを含ふくんでいるように感じる。

　……そうだ、この感じ。

　俺は彼の肩をしっかりと抱き寄せて歩きながら思う。

　……卒業式が近づくにつれ、彼はなぜかだんだん寂しそうになってきていたんだ。まるで誰だれかに別れを告げる前みたいに。

　俺の心臓が、ドキリと不ふ吉きつに高鳴る。

　……まるで、もう二度とここには戻もどらない、って言っている人みたいに。

「このままあなたの部屋に行っていいですか？　二人だけで、卒業をお祝いしましょう」

「同級生とのパーティーは？　おまえはどうせいろいろなところから誘さそわれているだろう？」

「山ほど誘われているけれど、全部無視です。あなたとお祝いしたい」

　彼に向き直り、その瞳を真っ直ぐに見つめてやる。

「いいですね？」

「……あ……」

　彼は微かに動どう揺ようしたように俺から視線を逸そらす。

「来てもいいが……夜の七時以降にしてくれないか？　休みに入る前に部屋を少し片付けた。実家に送る荷物が山になっているんだ」

「手伝いましょうか？」

　思わず言ってしまうと、彼の横顔がなぜかつらそうな表情を浮うかべる。

「散らかっているから、来られると逆に面めん倒どうだ。おまえが来るまでに片付けておく」

　彼は言い、七時を過ぎるまでは部屋に来るな、と言い残して踵きびすを返し、軽かろやかに去る。

　俺の目に、彼の顔が焼きついてしまう。

　……ああ、彼はどうして、あんなに寂しそうな顔をしたんだろう？




　　　　◆




　薫月を見送った後の俺は、同級生やら後こう輩はいやらにもみくちゃにされた。帽ぼう子し投げがあり、胴どう上あげがあり、花束が飛び交かい、いかにも卒業式らしい大おお騒さわぎだった。

「卒業、おめでとうございます」

　いつの間にか近寄ってきた趙が、さりげなく言う。彼の脇わきには王がいて、王の首からは、まるで観光客か何かのような一眼レフのデジタルカメラが下げられている。

「なんだそれは？」

「ご両親と兄上に頼たのまれて、撮さつ影えいをしていました。なかなかいいショットが撮とれましたよ」

「もしかして、薫月とのツーショットも？」

　俺が言うと、王は笑って、

「彼の許可ももらわなくてはいけないだろうと思ったのですが、あなたが欲しがるかと思って、つい。もしも必要ないようでしたら、すぐにデータを消去しますが？」

「必要だ。一枚だけプリントアウトして、あとは消去して欲しい」

「了りよう解かいしました」

　王は笑い、それからどこか感かん慨がい深げな顔になる。

「前に言った、あのストーカーっぽい銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの男も来ていないかと思って捜さがしたんですが、今日はいませんでした。やっとあきらめたのかな？」

　王が言っていた『銀縁眼鏡の男』は、あれからやはり何度か現れたようだ。しかし俺がついていたせいか、彼が薫月に接せつ触しよくしている様子はまったくなかった。ただの美青年好きのゲイ、ということに落ち着きそうだ。

「ずっと感じていた視線、というのはどうなりました？」

　趙の言葉に、俺は眉まゆをひそめる。

「やはり何もない。心配した彼の親が雇やとった私立探たん偵ていだったのかもしれないな」

「ああ、こんなところにいた！」

　走ってきたのは、ロッソだった。彼は手に大きなピクニック用のバスケットを提さげている。

「卒業式用の水色のローブを着た薫月さん、とても美しかったです。しかも学生代表で挨あい拶さつをするなんて、さすがだな。学校一の成績優秀者ということですよね」

　彼は言って、俺に大きなバスケットを差し出す。

「どうせ二人で卒業祝いでしょう？　私と、そして店からのお祝いです」

　彼は言ってから、俺の耳に顔を近づけて囁ささやいてくる。

「今夜は真面目まじめに告白するチャンスですよ。頑がん張ばってください」

　……もちろん、言われなくても頑張るつもりだ。







　　　　李薫月







　七時を十五分過ぎたところで、景悟は部屋にやってきた。直前まで掃そう除じをしていた私は、間に合ったことにホッとしながらドアを開けた。

　彼は、書店の前にある、二人の行きつけになったイタリアンバールからバスケットを預かってきていた。それは店員一同からの卒業プレゼントで、中にはイベリコ豚ぶたの生ハムや、とても美味おいしいモッツァレラチーズのリゾット、バルサミコソースを添そえたフォアグラのソテーや、ラングスティーヌのサラダなど、二人がいつも頼んでいたメニューが詰め込まれていた。そしてスタッフ一同からのメッセージカードと、とても高級なイタリアンワイン。

「……美味しかったですね。あの店のスタッフに感謝しなくては」

　空の容器をキッチンのゴミ箱に捨ててきた景悟が、ソファに座った私の隣となりに腰こしを下ろす。

「次の書店でのアルバイトはいつだ？」

「明後日。二時から七時までです。待ち合わせて食事に行きますか？　その時にバスケットを返して、お礼を言わないと」

「そうしたいのだが、用事がある」

　私は、罪悪感に胸を痛ませながら言う。

「店のスタッフに伝えてくれないか？　『今まで親切にしてくれてありがとう。とても感謝している』と」

　私の言葉を、景悟はどこか複雑な顔で聞く。

「改まってそんなふうに言うと、なんだかお別れの言葉みたいですよ」

　そう言われて、私はハッとする。そして無理やりに笑えみを浮かべてみせる。

「おかしかったか。それなら『ありがとう。また二人で食事に行く』と」

「その方がいいです」

　彼は笑い、それから私の顔を真っ直すぐに見つめる。

「ロースクールの校舎と、あなたが入る研究室はとても近い。それに研究室のアルバイトに行けば、いつでもあなたに会える。……これからの三年間がとても楽しみです」

　私の胸が、またズキリと激しく痛む。私は必死で笑い、

「きっと、今までと変わらない毎日が続く。私は論文、おまえは授業とアルバイト」

「いや、きっと今までとは違ちがってきます」

　彼が私を真っ直ぐに見つめて言う。

「あなたはもう俺を好きになってる。だからすぐに恋人同士になります」

　私の心臓が、ドキリと高鳴る。

「どうして、そんなふうに自信満々に言えるんだ？　私は……」

　彼の手が伸のび、その指が私の唇くちびるに触ふれて言葉を途と切ぎれさせる。指が滑すべって、私の顎あごをそっと持ち上げる。

　……え……？

　驚おどろいている間に、彼の端たん麗れいな顔が近づき、私の唇にあたたかなものが重なってくる。

　彼の手が私の腰をしっかりと抱だき寄せてくる。唇の触れる角度を何度も変えられて……私はやっと、自分がキスをされていることに気づく。

　……キス……？

　私は呆ぼう然ぜんと目を見開いたままで思う。

　……景悟が、私に……？

　心臓が、いきなりドクン、と高鳴った。

　彼の唇はその男っぽい見かけに反して柔やわらかで、清潔に乾かわいていて、私の唇をそっと包み込んでくる。

　……あたたかい……。

　私は陶とう然ぜんと彼のキスを受けながら思う。

　……キスというのは、こんなにあたたかいものだったのか……？

　台湾にいる時、高校生までの私は、李一族の嫡ちやく子しとして常に警護されている立場だった。一人では絶対に外出できず、移動はリムジン。できることといえば勉強だけ。娯ご楽らくといえば読書だけ。笑うことすら知らず、成績ばかりが並はずれてよく、まともな友人すら一人もいなかった私は、恋などというものにはもちろん縁がない。だからこれは私の初めてのキスで……。

　鼻び孔こうをフワリとくすぐっているのは、彼の香かおり。レモンとオレンジを搾しぼったような爽さわやかで甘い柑かん橘きつ類るいと、男っぽい針葉樹、さらに深い場所に……セクシーなムスク。

　……前から思っていたが……彼はなんていい香りがするんだろう……？

　彼の舌がそっと私の唇の形を辿たどり、彼の大きな手が私の腰をしっかりと引き寄せている。

　……そして、彼の身体からだはなんて熱いんだろう……？

　鼓こ動どうがどんどん速くなり、私の身体までがだんだん熱くなってくる。

「……ンン……」

　私の唇から、こらえきれない甘い呻うめきが漏もれた。

「……薫月、すごく色っぽい」

　唇を触れさせたまま、景悟が囁いてくる。唇の表面が擦こすれ合うくすぐったい感かん触しよくが、不思議なほどの快感に変わり、私の身体をビクリと震ふるえさせる。

「……愛してるよ、薫月」

　低く囁かれて、私の全身からフワリと力が抜ぬける。

　……ああ、なんてセクシーな声をしているんだろう？　>>>♥

　彼の舌が、力の抜けてしまった上下の歯列の間から、性急に忍しのび込んでくる。

　……なんてやつだ、初めてのキスで、舌まで入れるのか？　この遊び人！

「……ンン……ッ」

　私は抵てい抗こうしようとするが……彼の舌に上うわ顎あごを舐なめ上げられて、そこから走ったくすぐったいような快感に、思わず身体を震わせてしまう。

　私が震えたことに気づいたのか、彼の舌がさらに大だい胆たんになる。上顎をくすぐって私を脱だつ力りよくさせ、さらに舌を絡からめてくる。

「……ん、く……」

　二人の舌が絡み合うヌルリとした淫みだらな感触に、なぜか身体の奥がじわりと熱を持つ。

「……んんっ、んく……っ」

　二人きりの部屋に、ピチャ、という濡ぬれた音が響ひびく。

「夢みたいだ」

　キスの合間に、彼が囁く。

「あなたと、キスができるなんて」

　彼の声は低く、そしてとてもセクシーにかすれていて、私の胸がズキリと痛む。

「愛してる。一生一いつ緒しよにいて欲しいんだ」

　柔らかい光を浮うかべた漆しつ黒こくの瞳ひとみで見つめられ、なぜか眩暈めまいを覚える。

「それは楽しそうだ」

　私の唇から、かすれた本心が漏れてしまう。

　……見とれるような美形で、少年のように無む邪じや気きな笑顔で、何かの魔ま法ほうを使っているかのように相手の心を強く揺ゆらす。

　私は、彼から目をそらすことができなくなりながら思う。

　……どうしよう、私はいつの間にか……。

　心の奥に、水に落とされた宝石のような確信が、キラキラと光りながら沈んでくる。

　……彼に、恋をしてしまっていたんだ……。

　私の心が、熱く焼ける何かが突つき刺ささったかのように痛んだ。

　……ああ、どうして気づいてしまったんだろう……？

　目の奥が痛んで、涙なみだがこぼれそうになる。

　……あと、ほんの数時間で、学生だった私は消える。そうなったら、彼とはもう一生会えなくなるというのに……。







　　　　馮景悟







　……どうしてこんな気持ちになるのだろう？

　ベッドの上に起きあがりながら、俺はため息をつく。

　昨夜、卒業式の後。俺は初めて彼の唇を奪うばった。ずっと愛していた彼の唇の柔らかさ、そしてしなやかな身体の感触を、まだ鮮あざやかに思い出すことができる。だから、幸せな気分になっていて当然のはずなのに。

　……彼はこのまま研究室に残る。そして俺は研究室でアルバイトをする。これまで以上にたくさんの時間をいっしょに過ごせるようになる。だからこれから卒業までの三年間は彼と蜜みつ月げつのような日々が続くはずだ。なのに……。

　俺は、なぜか冷たい胸むな騒さわぎを覚えていた。

　クールな彼は、いつも俺に冷たい態度を取る。でも、染まる頰や震える睫まつ毛げが、いつでも「おまえを嫌きらいではない」と語ってくれていた。

　……昨夜の彼は、いつもの彼とは、どこかが決定的に違っていた。

　昨夜の彼は、とても優やさしかった。「愛してる」と囁ささやいた言葉には答えてくれなかったけれど、キスを許してくれた。

　……なのに、どうしてこんな気持ちになるんだろう？

　本当は、昨夜あのまま彼を抱いてしまいたかった。しかし彼は「この先はまだダメだ」と言って俺をそっと追い返した。そして俺は、部屋に戻もどり、着き替がえる気力もないままベッドに倒たおれこんだ。そして暗い天てん井じようを見つめたまま、眠れない夜を過ごした。どうして自分がこんな気持ちになるのだろう、と混乱を覚えながら。

　……彼は優しく、キスを許してくれた。それは俺に気持ちが傾かたむいていた証しよう拠こじゃないのか？

　俺は思いながら、ベッドから立ち上がる。

　……ずっと憧あこがれていた彼の心の、ほんの一部を手に入れた。俺は、それを失うのが急に怖こわくなっているのだろうか？

　ベッドルームを横切り、バスルームに続くドアを開きながら一人で笑ってしまう。

　……まったく、思春期の子供じゃあるまいし。それだけ彼に夢中ってことか？

　脱だつ衣い室で着ていた服と下着を脱ぬぎ捨て、曇くもりガラスのドアを開いてバスルームに足を踏ふみ入れる。熱いシャワーを浴び、泡あわ立だてたスポンジで身体を擦こすり、汗あせと一緒に不安な気持ちを洗い流そうとするが……やはり嫌いやな予感は広がって来るばかりだ。

　……俺は、彼に、本当にやられてしまっている。

　思いながらコックを捻ひねってシャワーを止める。曇りガラスのドアを開いて脱衣室に出て、バスタオルで身体を拭ふきながら鏡を覗のぞき込む。見つめ返してくる俺は、暗い欲望の炎ほのおが奥で揺れているような、熱い、そして苦い恋をする男の目をしている。

　……もしも、彼の心を手に入れることができたら……。

　俺はため息をつき、見ているだけで心が痛むような自分の顔から目をそらす。フェイスタオルで髪かみを乱暴に拭きながら思う。

　……俺はどんなに幸せな顔をして過ごせるだろう。

「クソ、やっぱり我が慢まんできない」

　俺は呟つぶやき、タオルを洗面台に乱暴に放り出す。そして脱衣室からベッドルームに出て、クローゼットの扉とびらを開く。下着とＴシャツとジーンズを取り出して身につけ、ベッドの脇わきに置いてあったバックパックから携けい帯たい電話を取り出す。フリップを開き、趙の携帯のナンバーを押す。

『……はい』

　寝ね起おきなのか、趙の声は少し眠そうだ。俺が薫月の部屋にいる間、警護の人間は彼のマンションの向かい側にあるバーに交こう替たいで詰つめる。昨夜も趙は遅おそくまで俺を待っていたはずだ。

「朝早くからすまない。出かけたいんだ」

　俺の声が不安そうだったことに気づいたのか、趙の声も緊きん張ちよう感かんを帯びる。

『すぐに出られます。どちらへ？』

「薫月のマンション。十五分後に出る」

『了りよう解かいしました』

　趙はきびきびと答えて電話を切る。携帯電話を閉じながら、俺は深いため息をつく。

　訪ねた俺を、眠そうな薫月が出迎えてくれるだろう。「昨夜も来たくせに、なんの用だ？」などと言いながらも、可愛かわいい顔で欠伸あくびをするに違ちがいない。

　……行きがけに、角のデリで彼がお気に入りの焼き立てのメープルマフィンと熱いコーヒーを買っていこう。彼はそれを見て目を輝かがやかせ、しかし恥はずかしそうに「またこれか」などと言い、でもとても美味おいしそうにそれを食べるはずだ。

　……いつもと何も変わらない朝だ。

　俺はなぜか不ふ吉きつに速くなる鼓こ動どうを感じながら思う。

　……なのにどうしてこんなに不安なのだろう？




　　　　◆




　俺は角のデリで彼のための朝食を買い、そして薫月のマンションの前に立つ。顔見知りになったドアマンに挨あい拶さつをし、フロント係に近寄る。

「おはよう。２３５７号室のミスター・李に内線をつないでくれないか？」

「……あっ」

　フロント係は驚おどろいた顔で俺を見つめ、それから「少しだけお待ちください」と言って電話の受話器を取る。薫月ではない誰だれかと少し話した後で、電話を切る。そして気の毒そうに言う。

「ミスター・李は、もうここを引き払はらわれました」

「えっ？」

　その言葉に、俺は呆ぼう然ぜんとする。あまりにも意外な答えに思わず笑ってしまいながら、

「誰かと間ま違ちがえている？　２３５７号室の李薫月だ。彼とは昨夜遅くまで一いつ緒しよにいた。そんなわけがない」

「ミスター・馮」

　後ろから男性の声がして、俺は驚いて振ふり返る。そこには何度か会ったことのある、薫月の隣りん人じん、侯氏が立っていた。

「フロント係の言うことは本当です。彼の荷物は昨日の午後までにすべて運び出されていました。そして今朝、薫月さんも出発したようです。ご挨拶に来られましたから」

「……え？」

「ご家庭の事情で、急な引っ越しだったようです。あなたに秘密にしていたことが申し訳ないと何度もおっしゃっていましたよ」

　……昨夜、あの部屋にあったのは空の家具だけ、ほかの物は運び出された後だったのか？

　薫月が言った、実家に送る荷物が山になっている、という言葉を思い出す。

　……あの時、薫月は引っ越しの荷物を運び出していたというのか？

　愕がく然ぜんとする俺に、彼は一通の手紙を差し出す。

「間に合ってよかった。『万が一、景悟に会えたら渡わたしてくれ』と李さんから頼たのまれたのですが、私もそろそろ出発ですので」

　よく見ると彼の足下には大型のトランクがある。そしてさっきは慌あわてていて気づかなかったが、マンションの車寄せには引っ越し業者の名前のあるトラックが停とまっていた。

「会社から辞令が出て、家族が待つ台湾に帰ることになりました。最後にあなたに会えてよかった。この一年間、楽しかったです」

　彼は俺の手にその手紙を押し込むと、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして踵きびすを返す。俺は彼の後ろ姿を見送り、それから手の中の手紙を見下ろす。

　……噓うそ……だろう……？

　慌てて封ふうを切り、中から便びん箋せんを取り出す。

『景悟。

　ニューヨークで過ごした時間を私は一生忘れない。

　ありがとう。さよなら。

　李薫月』

　書かれていたのは特とく徴ちようのある流りゆう麗れいな字。それは間違いなく、見慣れている薫月の字だ。

「……噓だ……」

　俺はその手紙を見下ろしながら、小さく呟く。

　俺の心をすべて奪い、俺を惑まどわせ、そして明日からの日々を約束した。なのに……？

　気づいた時には、俺はマンションを飛び出して、大学に向かって走っていた。そして彼が勤めるはずだった研究室に飛び込み、ちょうど出勤してきた教授を問い詰める。

「薫月がこの研究室に勤める……それは噓だったんですか？」

　俺の剣けん幕まくに教授はとても驚いた顔をし、それからとても気の毒そうに答える。

「彼のことは、たしかに研究室に誘さそった。とても優ゆう秀しゆうな生徒だったからね。だが、断られてしまったんだ」

　彼は残念そうにため息をついて、

「別れがつらくなるから、君には秘密にしてくれと言われていたんだ。ご家庭の事情で、彼は故郷の台湾に帰った。家業を継つぐとのことだったよ」

　そう言われてオレは愕然とする。

　……俺はからかわれていたのか。あんなに愛していたのに。

　その時、俺の中の何かが壊こわれてしまった気がした。

　……いつか彼を見つけ出す。そしてその時こそ、もう二度と逃にがさない。







　　　　李薫月







　……彼は、私がいないことにもう気づいただろうか？

　台湾桃園国際空港。入国審しん査さを抜ぬけた私は、パスポートを上着の内ポケットに入れる。綿シャツの下、首から下げているチェーンと指輪に気づいて、指先でそっと触ふれてみる。

　……彼は真っ直すぐな男だ。噓をついて逃げた私を、きっと許さないだろう。

　そう思うだけで、心がズキズキと疼うずく。まるでひどい火傷やけどでもしたかのような、とても強い痛み。きっとこれは、彼を忘れるまで何年もの間、私を責せめ苛さいなむのだろう。

　卒業式の夜。彼との食事を終えた私は、部屋の中の最後の掃そう除じをした。あの部屋はコンドミニアム形式だったので、食器も、そして家具もすべて備え付けだった。私はさまざまな備品を戸と棚だなにしまい、七年間世話になった家具を心を込めて磨みがいた。リビングにしかいなかった彼はもちろん気づかなかっただろうが、寝しん室しつのクローゼットも、勉強部屋の本ほん棚だなも、すでに空っぽの状態だった。李家から派は遣けんされてきた引っ越し業者が、夕方のうちに荷物をすべて運び出していたからだ。

　夜明けまでかけてゆっくりと掃除をした私は、小さなトランク一つだけを持ち、部屋を後にした。一足遅おくれて出発する侯にわずかな望みをかけて伝言を託たくし、世話になった管理人に挨拶をし、部屋の鍵かぎを返した。そして、李家からの迎むかえのリムジンに乗り、七年間の自由な生活に別れを告げたのだ。

　入国ロビーを抜けて歩く私を、警護の人間達がしっかりと取り囲む。副責任者の黄ホアンが、私を見下ろして言う。

「侯から、夕方にはこちらにつくとの連れん絡らくがありました。それから『やはり彼が来ました。頼まれていたものを無事に渡せました』と」

　その言葉に、胸がズキリと痛む。

　キスを簡単に許したことで、景悟は何かに気づいてしまったようだった。彼の性格なら次の朝には、それをたしかめにくるだろうと思った。

　……やはり来たんだな。そして私からの伝言を受け取った。

　別れの手紙に書きたいことはいくらでもあった。騙だましたことへの謝罪、楽しい日々をくれたことへの感謝。そして本当は愛してしまったこと。だが、もちろん書けるわけがなかった。

　……とても短く、失礼な手紙だった。彼はきっと怒おこり、そして私を忘れてくれるだろう。

　私の心が、焼け付きそうに激しく痛んだ。

　……つらい。でも、私と彼では生きる世界が違ちがう。これは仕方のないことなんだ。

「あなたの顔を知っている人間がいる可能性の高い台湾では、ニューヨークにいる頃ころよりも、警護が厳しくなります。少しうっとうしいかもしれませんが、どうかご容よう赦しやを」

「そうだな」

　私はロビーを歩きながら、小さくため息をつく。

「中国国内では、マフィアの後こう継けい者しやである私はいつ殺されてもおかしくない。まあ、それが中国マフィアの家に生まれた者の宿命かもしれないが」

　すぐ脇わきを歩いていた黄ともう一人の警護の人間が、私の前にスッと出る。次の瞬しゆん間かん、ターミナルへのロビーへと続く自動ドアが開いた。ロビーは看板を持った観光ツアーのガイドや、家族を迎えに来たらしい客達で溢あふれ返っている。ごつい男達に囲まれながら進む私を、彼らの視線が不思議そうに追っている。

「誰？　芸能人？　映画俳優？」

「そうかも！　すごい美形だし、すごいオーラだし！」

　女性客達が興奮したように囁ささやき合っているのが聞こえ、私は心の中で苦く笑う。

　……あなたたちが見ているのは、誰もが怖こわがる中国マフィアの次期首領候補。正体を知ったら、ここにいる人々はきっと残らず青ざめるだろうな。

　ロビーを抜け、空港前の車寄せに出る。警護に囲まれ、好こう奇きの視線を浴びながら、タクシーやバスでごった返す場所を抜ける。さらに先に進んで広い場所に出ると、黒くろ塗ぬりのリムジンと、警護用の黒のセダン、そしてダークスーツに身を包んだ男達がズラリと並んで待ちかまえていた。

「薫月様」

　一歩前に進み出たのは、逞たくましい身体からだをした長身の男。ダークスーツにきっちりと身を包み、端たん整せいな顔に銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけた彼は、崔高石。私の右みぎ腕うでとなるようにと祖父から任命されている男だ。構成員の中ではかなり上の地位にいるためにニューヨークに来ることはできなかったが、留学中の私を訪ねるために、折を見てはニューヨークに足を運んでくれていた。彼に会うのは三カ月ぶりになる。

「首領に代わってお迎えに上がりました」

　彼が言って胸に手を当て、深くお辞儀をする。一列に並んでいた男たちも、彼に倣ならって私に向かって深く頭を下げる。

「ご無事でのお帰り、なによりです」

「台湾は相変わらず前時代的だ。……頭を上げろ。何者かと思われる」

　私が苦く笑しようして言うと、崔はゆっくりと顔を上げる。

「首領を始め、すべての幹部がお屋や敷しきでお待ちになっております。歓かん迎げいの晩ばん餐さんの準備が整っておりますので」

　彼の言葉に、私は小さくため息をつく。それから姿勢を正して綿シャツのボタンをしっかりと上まで留め、一歩踏ふみ出す。

「ご苦労。……屋敷に帰ろう。首領をお待たせしてはいけない」

　私は言い、運転手の手によって開かれたドアから、リムジンに乗り込む。私の後に続いて崔が乗り込み、ほかの面々も別の車に乗り込んでいる。ゆっくりとリムジンが走り出すと、その前後に黒塗りのセダンがぴったりと付き従う。

「……なんだか、懐なつかしいような風景だな」

　このリムジンは防ぼう弾だんガラスと強化されたボディを持った、とても頑がん丈じようなもの。乗用車というよりは装そう甲こう車だ。見た目は普ふ通つうのリムジンとまったく変わらないが、至近距きよ離りで爆ばく弾だんが爆発しても無事だといわれている。高校生までの私はこのリムジンで学校に通ったものだが……ニューヨークでの気楽な暮らしに慣れてしまったせいか、不思議と息苦しく感じる。

「気き詰づまりですか？　ニューヨークでは、あなたのご希望で警護の人間はできるだけ近寄らないように心がけさせておりました。私は、かなり心配だったのですが」

　崔の言葉に、私は苦笑する。

「私の顔は一いつ般ぱんには知られていないはずだし、警護の人間に囲まれていたら逆にとても目立つ。その証しよう拠こに私は何も被ひ害がいを受けず、無事に戻もどってきた」

「高校生までのあなたは、乳母うば達や執しつ事じと共に、本家とは離はなれた別宅にお住まいでした。そこから学校に通っていたためにあなたと李家の繫つながりを知る人間はごくごく限られていた。でもあなたは李幇の幹部になります。これからはそうはいきません」

　崔は低く言い、私はうなずく。

「わかっている。……ああ、一つだけ」

　私の言葉に、崔は不ふ審しんげに眉まゆ根ねを寄せる。

「また、無理なご要望では？」

「晩餐会が終わるまでに、昔住んでいた別宅を掃除させておいてくれ。使う場所だけで構わない。どうせ、私の荷物は本家の屋敷に送られているんだろう？」

　私の言葉に、崔は驚おどろいた顔をして、

「お待ちください。本家にはあなたのためのお部屋も用意されておりますし……」

「荷物はすべて別宅に送り直せ。構成員や幹部達が始終出入りしている本家では、落ち着いて本も読めない」

　私が言うと、崔は深くため息をつく。それから、

「首領には御ご自じ身しんで交こう渉しようなさってください。私からはとても……」

「お祖父じい様は何も言わないだろう。孫と一いつ緒しよに暮らしたいなどという甘い考えの方ではない。私が高校生になるまで、一カ月に一度の晩餐会でしか、孫の顔を見たがらなかった方だ」

「薫月様」

　複雑な顔をする崔に、私は小さく笑いかける。

「恨うらんでなどいない。私もそんなに甘い考えの子供ではなかったから。アメリカで勉強させてもらったことは感謝しているし、幹部になる以上はきちんと役に立つ人間になるつもりだ」

　私はそっと手を上げて、胸むな元もとに触れてみる。そこには、景悟と揃そろいで買った指輪の硬かたい感かん触しよくがある。

　……本当なら、別れの手紙と一緒に侯に託すべきだったのだろう。でも、どうしてもできなかった。

　私は指先で指輪の感触を確かめながら、窓の外に広がる台北の景け色しきに目をやる。

　……私はこれから、李幇の首領である祖父の右腕となり、李幇を大きくしていかなくてはいけない。そして、裏側からこの台湾の平和を守らなくてはいけないんだ。







　　　　馮景悟







　……あれから三年……。

　俺は、窓の外に広がる台北の夜景を見下ろしながら思う。

　……彼は、いったいどこに消えてしまったのだろう？

　シャツをはだけた俺の胸には、シルバーのチェーン。そこには彼とお揃いで買った小さなシルバーの指輪が下げられている。

　……彼は、これをどうしただろう？

　彼の首に、同じチェーンをかけた時のことを思い出す。彼は頰ほおだけでなく首筋までもバラ色に染め、長い睫まつ毛げを恥はずかしそうに瞬まばたかせていた。彼が『自分もおまえを憎にくからず思っている』と言ってくれている気がして、鼓こ動どうが本当に速くなったのを思い出す。

　彼は俺に噓うそをつき、台湾に帰ってしまった。とても短い別れの手紙だけを残して。それはきっと、俺には何の未練もなかったということだろう。

　……指輪はきっと、道ばたのゴミ箱にでもあっさり捨ててしまっただろうな。

　そう思うだけで、心に押された焼き印のような深い傷が、今も焼けつきそうにひどく痛む。

　……自分がおかしいのは解わかっている。でも彼が愛いとおしい。そして……憎い。

　部屋にノックの音が響ひびき、続いて声がする。

「……景ジン悟ウ様」

　俺は一いつ瞬しゆん誰だれのことだろう、と思い……それから自分の名前を呼ばれていると気づく。

「ああ……どうぞ」

　言うとドアが開き、ダークスーツに身を包んだ男が入ってくる。ニューヨークにいる頃ころから俺の警護を務めてくれていた趙だ。台湾に戻った彼はさすがに軽装では具合が悪いらしく、スーツを着ている。

「中国語読みで呼ばれるのに、まだ慣れない」

「ニューヨークでは、万が一のことを考え、ケイゴ様、にしていましたからね」

　趙は笑い……それから何かを思い出したようにふと顔を曇くもらせる。

「あの。一つ、とても気になることがあったのでご報告に上がりました。頼たのまれていた、李薫月さんの行方ゆくえについてです」

　俺の心臓が、ドキリと跳はね上がる。

「彼の居場所がわかったのか？」

「いいえ、それはまだ。ですが……」

　彼はとても言いづらそうに言葉を濁にごす。それから覚かく悟ごを決めたかのように俺の顔を真っ直すぐに見つめる。

「先週、李幇の首領が後こう継けい者候補を指名しました。そのことはご存じですね？」

「ああ。兄の言葉によると『悪あく魔まのように頭が切れ、氷のように冷たい男』ということだった。きっと李幇の首領によく似たタイプの冷れい酷こくな男なんだろう」

　俺は、昔写真を見たことがある李幇の首領の顔を思い出す。それを少し若くした、自分の父親くらいの年ねん齢れいの男を想像してみる。

「その男と、薫月が何か関係があるのか？　まさか……薫月が、その男にひどい目に遭あわされて苦しんでいるとか……？」

「いいえ、そうではありません」

　青ざめていた俺は、趙の言葉を聞いてホッと息をつく。しかし、彼の次の言葉に再び青ざめることになる。

「李幇の後継者候補の名前が、薫月、なのです」

「……え……？」

　呆ぼう然ぜんとする俺に、趙は一通の封ふう筒とうを差し出す。

「とても難しかったのですが、その後継者候補の写真を手に入れました。見たければ中を見てください。私は、見ずに捨ててしまうことをおすすめしますが」

　趙は言い、つらそうな顔で踵きびすを返す。俺は封筒を手に呆然と立ちすくむ。

　……薫月が、馮幇の宿敵、李家の人間だった……？　>>>♥

　そう思うと、ニューヨークにいた時に感じていた言いようのない謎なぞが、一気に解けていくような気がする。

　薫月は友人を作らず、人目を避さけるようにして暮らしていた。彼の生来の性格はどこか無む邪じや気きで人ひと懐なつこい。なのにあれだけガードを固くしていたのは……自分の素す性じようを誰かに知られることを恐おそれていたからかもしれない。

　彼の周囲に現れては消える複数の男の影かげ。そして常に尾び行こうされているような気配。あれは私立探たん偵ていの尾行などではなく、警護だったのかもしれない。馮家からの警護に守られていた俺と同じく、薫月も李家に守られていたのだろう。

「もしも俺が、マフィアの首領の息子だったら」という突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、薫月はとても驚き、そして深刻な顔をした。それは自分が本当にマフィアの後継者だったからかもしれない。

　俺は、封筒の封を開け、中から一枚の写真を取り出す。深呼吸をして覚悟を決めてから、裏向きだったそれを表に返す。そしてそこに写っていたものを見て……深いため息をつく。

　隠かくし撮どりらしい一枚の写真には、一人の青年が写っている。

　ほっそりとした肩を包むのは、シンプルなデザインのシルクのシャツ。華きや奢しやな腰こしとすらりと伸のびた足を包む黒のスラックス。

　艶つやのある漆黒の髪、人形のように完かん璧ぺきな横顔のライン、淡あわい色の唇くちびる。

　色の濃こいサングラスで隠れているが……その下には長い睫毛と、あの潤うるんだような漆黒の瞳ひとみが隠されているに違ちがいない。

　写真を撮られたのは、李家が経営していると言われる老舗しにせの台湾料理レストランの前。彼はちょうど、リムジンから降りてきたところのようだった。くつろいだ様子でボタンが二つ開かれた襟えり元もとから……シルバーのチェーンと見覚えのある指輪が覗のぞいている。

　……どうしてだ、薫月……？

　俺は愕がく然ぜんと写真を見下ろしながら思う。

　……あれだけのことをしておきながら、どうして指輪を捨てていない……？

　指輪を揃そろいでできると喜んでいた俺に、彼は言った。「おまえと揃いだからしているわけではない。デザインが気に入っている」と。あれは照れではなく、彼にとっては本心だったのだろうか？

　俺の心に、何かが深く突つき刺ささってくる。

　……俺のことなど、もう忘れ果てているという証しよう拠こだろうか？

　そして。俺はもう一つ、あることに気づいてしまう。彼を守るようにして立っている大おお柄がらな男には、見覚えがあった。彼は薫月の隣となりの部屋に住み、俺に薫月からの伝言の手紙を渡わたした張本人。『面めん倒どう見みのいい隣りん室しつの侯さん』だった。

　……彼もまた、李家から派は遣けんされた警護の人間だったのか。

　写真をポケットに入れながら、なぜか腹の底から笑いが湧わき上がってくるのを感じていた。

　……すっかり騙だまされてしまった。俺は、どこまでバカだったんだろう……。

　俺がキスをしながら囁ささやいた「一生一いつ緒しよにいて欲しいんだ」という言葉に、彼は「それは楽しそうだ」と答えてくれた。でもあの時、きっと彼は心の中で、そんなことは無理なんだよ、と俺を哂わらっていたに違いない。

　俺の心に、激しい怒いかりが湧いてくる。同時に、とても切ない思いも。

　……薫月、あなたをまだこんなに愛している。そして……。

　俺は目を閉じ、拳こぶしを握にぎり締しめる。

　……あなたのことが、本当に憎い。




　　　　◆




　馮一族の本家の屋や敷しきは台北市の郊こう外がいにあり、まるで城のように広大だった。日本で育ち、アメリカでの留学生活をしていた庶しよ民みんの俺は、ここに初めて来た時にはあまりの豪ごう奢しやさに呆然とした。そして、自分が背負っている物の重さをひしひしと感じたものだ。

　祖父母の主しゆ催さいするパーティーがよく行われているという広い舞ぶ踏とう室には、長い長いダイニングテーブルが置かれ、その両側にはダークスーツや長チヤン袍パオを着た男たちがズラリと並んでいる。彼らはこの中国全土を治める様々なファミリーの首領たち。兄に言わせると「中国マフィアをよく知る関係者が見たら腰を抜ぬかすであろうとんでもない面々」らしい。

　テーブルの一番上席の短辺には、銀色の長袍を着た、馮幇の首領である父が座っている。角を挟はさんだその隣に俺が座り、向かい側には相談役である祖父母、そしてさらに隣には馮幇の幹部である兄が座っている。

　首領である父はおもむろに立ち上がり、集まった面々を鋭するどい目で見み渡わたす。

「皆みな様さまにお集まりいただいたのは、私の二人目の息子むすこを紹しよう介かいするためです」

　舞踏室の中に息を吞のむ音が聞こえ、小さなざわめきが広がる。俺の存在は、関係者の間でもずっと極ごく秘ひになっていたからだ。

　俺は立ち上がり、集まった面々の顔をゆっくりと見渡す。憎にく々にくしげに睨にらみつけてくる視線、不ふ審しんげな顔、探さぐるような表情。彼らは全員が、世界中で恐れられているマフィアの首領と幹部たち。警察関係者がいたら腰を抜かしそうな光景だろう。

　俺は、日本でごく普ふ通つうの生活をしてきた。だから本物のマフィアたちに囲まれたら、びびってしまうのではないかと覚悟していた。でも……。

　……少しは怖こわいかと思ったけれど、たいした恐きよう怖ふは浮うかんでこないな。俺も父親の血を引いているということか。

　俺は思い、薫月の麗うるわしい顔を思い浮かべる。彼とのことで悩なやんだ三年間は、俺を少しだけ大人にしたのかもしれない。今の俺が怖いのは、愛してしまった人の心が一生手に入らないこと、それだけだ。

「本日は私のためにわざわざのお集まり、本当にありがとうございます」

　俺はずっと勉強してきた中国語で言い、にっこり笑ってみせる。彼らの顔に、一様に驚おどろきの表情が浮かぶ。

「馮景悟と申します。若じやく輩はい者ですが、お見知りおきいただければ幸いです」

　言って、頭を深く下げる。そして椅い子すが引かれる音と衣きぬ擦ずれの音に気づいて頭を上げ……驚いてしまう。彼らは全員が床ゆかに降りて正座をし、両手を床につけていた。そして一いつ斉せいに、額がそこにつくほどに深い深い礼をする。

「これが馮家の人間への礼」

　首領である父が、厳おごそかな声で言う。

「この尊敬に見合うだけの働きを、おまえはしなくてはならない」

　俺は胸が微かすかに熱くなるのを感じながら答える。

「組織のために身を捧ささげ、すべての国民の平和な生活のために働くことを誓ちかいます」

　俺の声が、高い天てん井じように朗ろう々ろうと響ひびいた。

　……ああ、もう俺は、後あと戻もどりをすることはできないんだ。







　　　　李薫月







　台湾に進出してきた北京系の勢力、馮幇の首領が、新しい右みぎ腕うでを迎むかえた。そのニュースは中国全土だけでなく、世界中を駆かけ巡めぐったようだ。

　……景悟はとても頭がよく、そして不思議なカリスマ性があった。彼の周囲にはいつでも人がいたし、どんな場所にいても彼は輝かがやいていた。

　台北市内にある、李一族が所有する貿易会社。私にはそこの取とり締しまり役やくの地位と、高層階にある専用のオフィスが用意されていた。

　コンピューターに向かっていた私は、深いため息をつく。そして三日前に祖父から渡されたファイルをまた開き、中から彼の写真を取り出す。

　逞たくましい長身をダークスーツに包んだ景悟はとても大人びて、あの頃ころよりもさらにハンサムになった。そしてそれだけでなく……とても獰どう猛もうに見えた。

　その写真は隠し撮りだったが、彼の視線は偶ぐう然ぜんこちらに向けられている。まるで見つめられているような気がして、鼓こ動どうが速くなる。

　……ああ……私はまだ、こんなにも彼を愛している。

　オフィスのドアにノックが響き、私は顔を上げる。

「どうぞ」

「薫月様、郵便物です」

　入ってきたのは、崔だった。台湾に戻もどってからは、彼は私の警護、兼けん、秘書のような仕事をしてくれている。

「ありがとう。そこに置いてくれ」

　デスクの端はしに郵便物を重ねた彼は、一通の封ふう筒とうをその山とは別の場所に置く。

「差出人の名前のない手紙が。いちおうＸ線検査をして爆ばく破は物ではないことを確かく認にんしましたが……もしも心当たりがないようでしたらこちらで処分します」

「差出人の名前がない？」

　封筒に視線を落とした私は、宛あて名を書いてある文字を見てハッとする。それは特とく徴ちようのある見慣れた字。

　……景悟……。

　私は血の気が引く思いでそれを見つめる。

　……ここに手紙を寄よ越こすということは、彼もまた、私の素す性じように気づいたということだ。

　私は思い、崔が私を真っ直すぐに見つめていることに気づく。

「ああ……この字には見覚えがある。大学時代の後輩だ。そそっかしいから差出人の名前を書き忘れただけだろう」

「間ま違ちがいありませんか？」

「たしかだ。置いていってくれ」

　私は言い、平静を装ってまたコンピューターに向き直る。そして彼が部屋のドアを閉めた途と端たんに深いため息をつき、ペーパーナイフを使って封を切る。

　中に入っていたのは上質の紙に印刷された、パーティーの招待状だった。馮家に新しい幹部が就任する、その就任を祝うためのパーティーらしい。

　招待状の端には、やはり見覚えのある字でメッセージが書いてある。

『あなたとぜひ会って話がしたい』

　彼を置き去りにしてニューヨークを後にしたあの日から、私の心臓には何かが深く突つき刺ささったままだ。その傷が、ズキリと熱く疼うずく。

　……彼は宿敵である馮家の幹部。二度と会うべきではない。でも……。

　私は手を上げ、ワイシャツの胸の辺りに指で触ふれる。布の下には、あの日彼が買ってくれたシルバーのリングがある。

　……我が慢まんできない。彼に会いたい……。

　……私はまだ、こんなに彼を愛している……。







　　　　馮景悟







「こんな感じでどうかな？　蝶ちようネクタイはきちんと結べている？」

　タキシードを着終えた俺は、後ろにいる執しつ事じを振ふり返る。彼は代々馮家に仕つかえる家系の人間で、英国で執事の修しゆ業ぎようをしてきたというエリートだ。彼は厳しい顔で俺の頭の上から足の先に視線を走らせる。

「ネクタイは大だい丈じよう夫ぶです。ですがポケットチーフを、あと二ミリほど引き出してください」

「わかった」

　俺が直すと彼は一歩下がって、まるで絵でも鑑かん賞しようするかのように、俺を眺める。それから、

「完かん璧ぺきです」

　言って、その厳しい顔に笑えみを浮かべてくれる。

「どうもありがとう」

　就任パーティーの招待状を、俺は薫月にも発送していた。『あなたとぜひ会って話がしたい』という直筆の言葉を添そえて。

　……俺の字を忘れているなら、そして怖いのならば彼は来ない。でも……。

　俺には、自信があった。彼は俺を忘れてはいない。そして堂々とやってくるだろう、と。

「趙を呼んでくれないか？」

　俺は執事を振り返って言い、彼は礼をして去る。すぐにノックの音が響き、タキシード姿の趙が部屋に入ってくる。長身の趙には黒のタキシードがよく似合っていた。彼は俺の姿を見て口笛を吹ふき、からかうように言う。

「あなたという人は、本当に、ルックスだけは最高ですね」

「『だけは』というのはどういうことだ？」

　俺は苦く笑しようし、それから顔を引き締しめる。

「ある人の警護を頼たのみたい。きっと、今夜のパーティーに警護も連れずに一人でやってくる。途と中ちゆうで襲おそわれたりしたら大変だ」

　俺の言葉に、彼の顔が厳しく引き締まる。

「まさか……薫月さんに招待状を出したのですか？」

「宛て名とメッセージを書いただけだ。俺の字をまだ覚えていれば、彼はきっと来る。……薫月が住んでいるであろう屋や敷しきの住所はここだ」

　俺の言葉に、趙は苦しげな顔をする。だが、何も言わずに俺の差し出したメモを受け取り、頭を下げる。そしてそのまま踵きびすを返して部屋を出て行った。




　　　　◆




　城のように豪ごう奢しやな馮家の屋敷。広い舞ぶ踏とう室にはクリスタルのシャンデリアが煌きらめき、タキシードやドレスに身を包んだＶＩＰたちが溢あふれている。

　俺は話しかけてくる人々をかわして舞踏室を出た。そして車寄せを見み渡わたすことのできる二階のベランダに来ている。芝生しばふの庭には弦げん楽がつ器きの調べと人々のさざめく声が響ひびき、車寄せには黒くろ塗ぬりのリムジンが次々到とう着ちやくしている。

　広い敷しき地ち、屋敷に続いてくる道を、一台の白いポルシェが近づいてくる。スマートな車体と滑すべるような走行は、優ゆう雅がに水面を行く白鳥を思わせる。

　その車に薫月が乗っていることを証明するように、少し離はなれたところを見覚えのある紺こん色のセダンが二台、走っている。これは、警護している趙たちの車だ。

　そのほかに一台も追いかけてくる車はない。

　……薫月は、本当に一人きり、警護もつけずに自分の車を運転して俺の屋敷に来た。

　彼のその行動に、改めて彼の強さを知る。

　……なんて人だろう。

　車寄せに停車したポルシェのドアを、馮家のドアマンが駆け寄って開く。

　車から降り立った彼は、純白の絹で作られたクラシカルな中国服に身を包んでいた。長チヤン袍パオと呼ばれるそれは、ノーブルな高い襟えりと中国風の飾かざりボタン、脛すねの半ばまでの丈たけを持つ伝統的なデザインの上着、そして同じ布で作られた細身のズボンを組み合わせたもので、中国マフィアの世界では儀ぎ式しきにも着用される正式な衣装だ。最上級の絹にはトロリと蕩とろけそうな艶つやがあり、シンプルなデザインが彼の美しいスタイルを強調している。人々の視線の中を歩く彼の姿は……まるで光輪を背負っているかのように眩まばゆく輝かがやいていた。

　彼の姿を見た俺の心臓が、ドクン、と大きく高鳴った。

　艶のある漆しつ黒こくの髪かみ、人形のように整ったその美び貌ぼう。そしてしなやかなその身体からだ。

　三年前よりもさらに艶を増した彼は……目が眩くらみそうに美しかった。

　俺は壊こわれそうに速くなる鼓こ動どうに耐たえ切れずに目を閉じ、深呼吸をする。

　……ああ……俺はまだ、彼をこんなに愛している。




　　　　◆




　俺が舞踏室に入ると、そこは不思議な緊きん張ちよう感かんに包まれていた。

　弦楽器の演奏は続いているが、人々のざわめきはない。そしてゲストの視線は、舞踏室の隅すみに立つ薫月の姿に集中していた。

　マフィアの世界に精通する人間も少なくないこのパーティーでは、彼が、我が馮家とは犬けん猿えんの仲である李家の人間であることを知っている人間は少なくなかったのだろう。人々は彼が現れたことに驚おどろいている。だが同時に、薫月の豪ごう胆たんさと神こう々ごうしいほどの美しさに圧あつ倒とうされている。

　俺は、人ごみを縫ぬって彼に近づく。白ワインのグラスを傾かたむけていた彼は、気配を感じたように目を上げ、その漆黒の瞳ひとみで俺を見つめる。

　その麗うるわしい顔を見た途と端たん、俺の中に死んでしまいそうなほどの愛いとおしさと、そして今すぐにでも彼を自分の手で殺してしまいたいような怒いかりが湧わき上がる。

「幹部への就任、おめでとうございます」

　薫月が三年前と変わらない、澄すんだ声で言う。だがその口調は生き生きとしていたあの頃のものとは別人のように冷たい。まるで、美しい人形が話しているようだ。

「心より、お祝い申し上げます」

　彼は手を胸に当て、俺に向かって優雅に礼をする。彼が動くだけで、周囲に銀色のオーラが立ち上るようだ。周囲にいる人々が彼に見とれ、うっとりとため息をついている。

「アメリカに留学していたとお聞きしました」

　俺は、必死で感情を抑おさえながら彼に言う。

「留学生活は、楽しかったですか？」

　彼は顔を上げ、その漆黒の瞳で真っ直すぐに俺を見つめる。

「昔のことなので、もう忘れてしまいました」

　その言葉には、なんの感情の起き伏ふくもなかった。

　……ああ、彼がとても憎にくい。そして、狂くるいそうなほど愛おしい。

　俺は爆ばく発はつしそうな感情を全身全ぜん霊れいで抑えつけ、そして彼だけに聞こえるように囁ささやく。

「静かなところで話がしたい。今夜、十二時、あなたの家に忍しのんでいきます」

　彼は驚いた顔で俺を見、それから何も言わずに踵を返して舞踏室を出て行った。

　……彼は、俺を受け入れてくれるだろうか？
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「お帰りなさいませ」

　自分の屋敷に到着し、ポルシェから降りた私を、執しつ事じの泰タイをはじめとする使用人達が迎むかえてくれる。彼らは一様に心配そうな顔をしていて、私は思わずため息をつく。

「招待客の中に噂うわさ好きがいたようだな。私がどこに出かけていたのか、この屋敷まで伝わったようだ。……崔は怒っているか？」

　泰は眉まゆを上げ、私も怒っていますよ、という顔をする。それから、

「ええ。とても。ですが、首領には秘密にしてくださったようです」

「なるほど、それは感謝しなくてはな」

　私は上着を脱ぬぎ、泰に渡わたしながら言う。

「薫月様！」

　エントランスホールに朗々と響いたのは、崔の怒りに満ちた声だった。私はうんざりした気分でもう一度ため息をつき、それから顔を上げる。

「なんという方だ。とても信じられない。警護をつけずに屋敷を出ただけでなく、馮家のパーティーに一人きりで乗り込むなんて」

　崔は怒りに満ちた顔で言う。

「拉ら致ちされなかったのが不思議なくらいです。ご無事で戻もどったのが奇き跡せきだ」

　彼の言葉に、私は思わず反論する。

「景悟が、そんなことをするわけがない」

「景悟？　まさか……」

　彼は私の漏もらした言葉を聞き逃のがさず、愕がく然ぜんとした顔になる。

「……馮家の次男、馮景悟と知り合いなのですか……？」

「どうせおまえは調べ上げるだろうから、今のうちに言っておく。彼はコロンビア大学の後こう輩はいだった。顔見知りだ」

「薫月様。たとえ学生時代の知り合いだとしても……」

「わかっている」

　私は手を上げて、彼の言葉を遮さえぎる。

「どちらにしろ過去のこと。そして私は馮幇の幹部に礼を尽つくしただけだ。……疲つかれたので休む。もう自宅に戻って構わない」

　私は崔に言って踵きびすを返す。そして振ふり返らずにエントランスホールの大階段を上り、自室に入る。

　……たしかに私は無む謀ぼうなことをした。

　自室のドアを内側から閉め、そこに背中でよりかかりながら私はため息をつく。

　……だが、後こう悔かいはない。

　三年ぶりの彼はますます端たん整せいさを増し、見とれるような凜り々りしい男になっていた。タキシードを着た彼に私は思わず見とれ、そして身体が熱くなるのを感じてしまった。

『静かなところで話がしたい。今夜、十二時、あなたの家に忍んでいきます』。彼の低い囁きが、耳の奥に蘇よみがえる。それだけで、胸が焦こげてしまいそうなほどに熱くなる。

　……ああ……どうして、まだあきらめられないのだろう？




　　　　◆




　……本家の警備ほどではないが、私が住んでいる屋や敷しきもかなり厳しい警備装置が備えられていて、門を越こえたりしたら警報が鳴ってしまう。

　シャワーを浴び、シャツとスラックスに着き替がえた私は、ベッドに座り、時計を見ながら思っていた。時計の針は十一時五十分を指している。

　……どうすればいいのだろう……？

　私は思いながら立ち上がり、そっと部屋を出る。

　この屋敷の使用人は高こう齢れいの者が多い。そのために私は、彼らの就業時間を十時までにしていた。使用人たちのほとんどは、別べつ棟むねにある使用人用の住居に戻っているだろう。

　廊ろう下かの灯あかりは最小限に抑えられ、屋敷の中にひと気はない。コの字形になった別棟の灯りも落とされているところを見ると、残って仕事をしている使用人はいないようだ。

　私は足音を殺して一階に降りる。厨ちゆう房ぼうに忍び込んで専用の冷蔵庫からシャンパンの瓶びんを三本ほど取り出す。それを持って、警護の人間が詰つめている部屋の前に立ち、ノックをする。

「お疲れ様」

　言いながらドアを開く。部屋の壁かべ一面にはモニターが設置されていて、屋敷中にある防犯カメラの映像が映っている。クラシカルな造りの屋敷の外観とは異質な空間だ。モニターの前に置かれた回かい転てん椅い子すに、侯とその部下二人が詰め、モニターを監かん視ししていた。

「薫月様。どうなさいました？」

　侯が言って、椅子から立ち上がる。私はすまなそうな顔を作って、

「警護をつけずに抜ぬけ出したりしてすまなかった。崔に絞しぼられただろう？」

　三人は顔を見合わせて苦く笑しようしている。きっと崔にしつこく叱しかられたに違いない。

「おわびに、これを」

　私は、シャンパンの瓶を一人ずつに渡す。

「担当の時間が終わったら飲んでくれ」

「こんな高級なシャンパンを？　いいんですか？」

　侯が驚おどろいた声で言い、私は微笑ほほえんでみせる。

「私の私物だ。これなら崔も文句は言えない」

　私は言いながら、壁の時計を見上げる。時間は十一時五十九分。

「仕事が忙いそがしくて、なかなかゆっくりシャンパンを楽しむ時間もないし……」

　さりげなく壁に寄りかかりながら秒針が動くのを見守る。時計が十二時ぴったりを示した瞬しゆん間かん、指先で探し当てていた警備装置のメインスイッチをそっと切る。

　彼らが背にしているモニターの画像。映っている画像は変わらないが、画面の右上で動き続けているデジタル時計の数字が静止するのが見える。何者かが塀へいを乗り越えた時に鳴るはずの警報も、今だけは沈ちん黙もくしているはずだ。

「台湾に戻ってから、崔の締しめ付けがきつい。ニューヨークでの暮らしに慣れてしまったから、なおさらそう感じるのかな？」

　私の言葉に、侯が苦笑する。

「ニューヨークでのあなたは、自由に暮らしていらっしゃいましたからね」

「そうだな。楽しかった」

　言った時、秒針が十二時三十秒を示した。私はそっと指を動かし、警備装置をオンにする。

「ああ……長居してしまった。仕事中に邪じや魔まをしてすまなかった。お休み」

　私は言って、部屋を出る。そしてはやる心を抑おさえながら、ため息をつく。

　……まったく、なんてくだらないことをしているんだ、私は。

　廊下を歩きながら、私は自じ嘲ちようする。

　……彼が危険を冒おかして私を訪ねてくるわけがないじゃないか。あれはただの冗じよう談だんだろう。

　私は部屋に戻り……しかし何か不思議な予感を感じてベランダに出る。そして、月明かりの中、庭に人ひと影かげがあることに気づく。

　……まさか……？

「こんばんは」

　聞こえてきた声に硬こう直ちよくする。それは紛まぎれもなく景悟の声だったからだ。木の陰かげから月明かりの中に現れたのは、タキシード姿の景悟だった。

「本当に来るとは思わなかった」

　私の声が、驚きにかすれる。

「俺も警報装置が切られているとは思いませんでした。あなたがやってくれたんでしょう？」

　彼は、私を見つめて言う。

「これは、忍しのんでいってもいいということですね？」

　彼の言葉に、心臓がドクンと高鳴る。

　私の部屋のベランダの脇わきには大きな木があって、その気になれば上ってくることも可能だろう。

　……来るな、と言わなくてはいけないのに……。

　私はどうしても言葉を口にすることができず、彼に背を向ける。

　……ああ、何をしているんだ、私は？

　枝が揺ゆれる音がして、ベランダに木の葉が舞まい落ちる。そして私の身体からだが後ろから抱き締められる。

「俺を平気で捨て、しかも忘れたと言うあなたが憎にくい」

　耳に吹ふき込まれるのは、熱く低い囁ささやき。

「でも……死んでしまいそうなくらい、あなたを愛しているんです」

　強く抱き締められて、身体の向きを変えられる。

「……あ……んん……っ」

　彼の美び貌ぼうが近づいて、唇くちびるが少し乱暴に重なってくる。

　……ああ、ずっと忘れられなかった、彼のキス……。

　その熱さと、甘い陶とう酔すいと、そして罪の意識に気が遠くなりそうだ。

「……ん、んん……っ」

　彼は抵てい抗こうのできない私の唇を獰どう猛もうに奪うばい、そして座り込みそうになった私の身体を、その腕うでに抱き上げる。

「……あっ」

「卒業式の夜、キスだけで我が慢まんしたことをどんなに後悔したか」

　彼が、私を燃えるような瞳ひとみで見下ろし、呻うめくような声で言う。

「今夜は許しません」

　私はソファまで運ばれ、そしてそこに乱暴に押し倒たおされる。

「……あっ！」

　彼の指が、私の綿シャツのボタンを外していく。剝むき出しになった私の身体を、のしかかってきた彼が見下ろす。

「どうしてまだ、これをしているんですか？」

　彼の指先が、首から下げた指輪に触ふれる。

「俺のことを、愛しているということですか？」

　彼の言葉に、胸が強く痛む。

　……ああ、一度でも愛していると言ってしまったら……。

　私は目を閉じながら思う。

　……もう、彼を絶対に拒こばめない。

「気に入ったから着けているだけ。これを買った時のことなど、忘れてしまった」

　彼は小さく息を吞のみ、それから獰猛な声で小さく笑う。

「本当に憎らしい人だ」

　囁いて、彼の顔が私の胸むな元もとに下りる。彼のあたたかな唇が乳ち首くびに触れてきて、身体がビクンと跳はね上がってしまう。

「……あっ……」

「どうしました？」

　彼が囁き、私の乳首を舌先でくすぐってくる。

「男なのに、こんなところが感じるんですか？」

　唇に含ふくまれ、チュッと強く吸い上げられて、あまりの快感に背中が反り返る。

「……アアッ」

「そんな色っぽい声を出すと……」

　彼が笑いを含んだ声で囁く。

「……警護の人間達に聞かれてしまいますよ」

　そう言いながらも、彼の指がもう片方の乳首を摘つまみ上げる。クリクリと先せん端たんを揉もみ込まれ、同時にもう片方の乳首を舌で愛あい撫ぶされて……気が遠くなりそうな快感が湧わき上がる。

「……ん、んん……っ」

　私は必死で両手で口を押さえ、甘い声を抑えようとする。　>>>♥

「あなたは仮にも、獰猛なことで世界に名の知れた中国マフィア、李幇の幹部でしょう？」

　彼の手が私の鳩尾みぞおちから腹をゆっくりと撫なで下ろす。

「いいんですか？　男の愛撫に、そんなに感じたりして」

　彼の器用な指先が、私のスラックスの前立てのボタンを外す。

「……やめろ……っ」

　私は必死で彼の胸に手をつき、その身体を押しのけようとする。けれど、彼の逞たくましい身体はびくともせず、その隙すきにファスナーを下ろされ、下着の中に手を滑すべり込まされてしまう。

「……く、う……っ」

　屹きつ立りつに、彼の手のひらが直接触れてくる。それだけで驚おどろくほどの快感が背中を走り、私は思わず息を吞む。

　今まで、勉強とファミリーのことだけに夢中で恋れん愛あいになど興味がなかった。私は恋愛自体が初体験だった。不慣れな私の身体は、彼の愛撫に不思議なほどに感じてしまっている。

　……誰だれにも触れられたことがなかった、そこに……。

　私は固く目を閉じながら思う。

　……景悟の手が触れている……。

　思っただけで、私の屹立がさらに硬く反り返る。

「……く、うう……っ」

「李幇の美しい幹部は、とてもいやらしい」

　彼が囁き、私の硬さを確かめるかのように、屹立をキュッと握にぎり込んでくる。

「男に乳首を舐なめられただけで、もうこんなに硬く勃たてている」

　ゆるゆると扱しごかれて、腰こしの辺りに痺しびれるような射精感が湧き上がる。

「……やめ……あ……あ……っ」

「すごく感じている。なんて人だ」

　彼の指先が、私の先端を擦こすり上げる。

「……ひ、うっ！」

　私の先端からは、先走りの蜜みつがとめどなく溢あふれ出していた。それを張り詰つめた部分にヌルリと塗ぬり込められて……さらに蜜が漏もれてしまう。

「男に扱かれて、こんなにたくさん蜜を溢れさせてしまうなんて。あなたは本物の淫いん乱らんだ」

　獰猛に囁かれ、まるでお仕置きをするかのように、いきなり速い速度で擦り上げられる。

「ンンッ、ンンッ！」

　私は必死で喘あえぎを押し殺し、彼のタキシードの上着の布地を強く握り締しめ……。

「……ク、ウウ……ッ！」

　あまりにも激しい快感に、私の腰が、まるで別の生き物のようにビクビクと跳ね上がる。そして先端から、ドクドクッ！　と欲望の蜜が放たれる。驚くほど勢いよく迸ほとばしった蜜は、シャツをはだけられた私の腹から胸を汚し、さらに顎あごまでも濡ぬらした。

「……あぁ……っ」

　まるで仕上げをするようにヌルリと扱かれて、先端から残りの蜜がドクリと溢れた。

「……このまま抱だいていいですか？」

　のしかかられ、低く囁かれて、私は必死でかぶりをふる。

「ダメだ。私を誰だと思っている？　おまえの敵なんだぞ」

「あなたが憎い。でも……」

　彼は、私を強く抱き締めながら低く囁く。

「でも、俺は本当にバカだ。こんなことまでされているのにこんなに愛してる」

　両手をまとめて摑つかまれ、頭の上でソファに押し付けられる。

　……彼とは体格が違ちがいすぎる。本気で抵抗することはできないだろう。

　私の心の中に、苦い諦あきらめが広がってくる。

　……こんなふうに奪われるのは、なぜだかとてもつらいけれど。

「好きにすればいい」

　目を閉じて言うと、彼は息を吞む。そして、それを震ふるえるため息にして吐はき出す。

「愛してるって言ったじゃないですか。無理やりに抱けるわけがない。わかってそう言ってるんですよね？」

　彼は今にも泣きそうな声で囁いて、拘こう束そくしていた私の手を離はなす。

「あなたは、本当にひどい人だ」

　つらそうに囁き、サイドテーブルに置いてあったティッシュを何枚か取って、ヌルヌルになってしまった私の身体からだをそっと拭ふいてくれる。乱れたシャツを直し、そして立ち上がる。

「来週の今日、また同じ時間に」

　彼は囁き、ベランダから木を伝い下りていく。私は彼の愛撫の余よ韻いんに陶とう然ぜんとし……それからのろのろと起き上がる。そしてバスルームに向かおうとして……あることに気づいて部屋を走り、ベランダから下を見る。案の定、彼は途と方ほうに暮れた様子で庭に立っていた。

「塀へいを越こえる時に、警報装置が鳴りそうなんですが」

　彼の情けない様子に、私は思わずため息をつく。

　……ああ、私は本当にバカだ。あんなことをされたのにどうしても憎にくめない。

「少し待っていろ」

　私は言い、ソファの脇わきに置いてあった鞄かばんを探さぐって、門を通る時に使う小型のリモコンを下に落とす。

「これで門を開けて出ろ。使ったら捨ててくれ。おまえを信じている」

「捨てません。来週、また来ます。同じ時間に」

　彼は言って踵きびすを返し、そのまま闇やみに消える。

　……ああ、どうしてあんなことをしてしまったんだろう？







　　　　馮景悟







　屋敷に帰った俺は、首領である父親に呼び出された。

「李薫月に招待状を出したのはおまえか？」

　首領らしい迫はく力りよくのある父にはいつも気け圧おされるけれど……俺は勇気を出して答える。

「そうです。彼は俺の留学時代の友人でした」

　その言葉に父は驚き、そしてとてもつらそうな顔をする。

「アメリカになどやるんじゃなかった」

　呻うめくように言ってため息をつき、それから顔を上げて俺を見つめる。

「薫月を呼んだ目的はなんだ？」

「こんな抗こう争そうは終わりにしたい。そのために彼と和解したいんです」

「そんなことができるわけがない」

　父は言い、そして俺を迫力ある目で見つめてくる。

「私たち馮幇は、李だけでなく、その構成員を皆みな殺ごろしにしてでもこの台湾を手に入れる。もちろん薫月も例外ではない」

　父の迫力に、俺は、自分が住んでいる世界がどんな場所かを改めて思い知る。

「李幇の首領である李寛日は、私達の敵。その孫である薫月も敵だ。……二度と連れん絡らくを取ることなど許さない」

　その言葉に、俺は返事をせずに部屋を出た。

　……そんな争いをいつまでも続けられるわけがない。







　　　　李薫月







「……もう来ないでくれ……っ」

　私の懇こん願がんの言葉を遮さえぎるように、彼が私の乳ち首くびを舐なめ上げる。

「……こんなことをしていいと思っているのか？　私とおまえは敵同士で……っ」

　私は精いっぱいのきつい声を出そうとするが……チュッと音を立てて乳首の先せん端たんにキスをされて、そこから走ったあまりの快感に声がかすれてしまう。

　景悟は、毎週金曜日の夜に私のもとに通ってくるようになった。私を抱き上げてソファに運び、快楽に不慣れな私の身体を抱き締めては容よう赦しやなく愛あい撫ぶする。

　本当ならば、この屋敷に部外者など入れるわけがない。だが、警備員室に詰めている人間が交こう替たいする時間を狙ねらい、さらに門の警備を解除するためのリモコンを持っていれば別だ。そしてリモコンを返してくれと何度言っても、彼は応じてくれない。

「……大声を出して警護の人間を呼ぶ。それでもいいのか……？」

　私の言葉に彼はゆっくりと顔を上げる。そしてその瞳ひとみで私を見つめる。まるで闇のように深い漆しつ黒こく、その奥に一瞬燃え上がる青白い怒いかりの炎ほのお。

「あなたに、そんなことはできないよ」

　彼の囁ささやくような低い声に、私の背中に畏い怖ふが走る。彼があの凶きよう暴ぼうな馮一族の者だと思い知るのはこういう時だ。私がいる李一族は、馮幇に比べれば成り上がりの新興マフィア。そして馮一族は北京を古くから治めてきた由ゆい緒しよ正ただしい家柄。彼の目には高貴な光があり、その迫力に、悔くやしいけれど私は気圧されてしまう。

　……悔しい……。

　目をそらすことを自分に許さず、私は彼の目を真っ直すぐに見上げてやる。彼は私を見下ろし……そしてふいに瞳から怒りの光を消す。

「怒ったあなたは、本当に美しい」

　彼は私を見つめて微笑ほほえみ、そしてゆっくりと顔を下ろして私の唇くちびるにキスをする。

「……ン……」

　包み込まれるような優やさしいキス。彼の舌が動いて味わうように私の唇を舐め上げる。

「……ンン……ッ！」

　私に深いキスをしながら、彼の指先が私の屹きつ立りつを擦こすり上げる。

「……ンン、ン……ッ！」

　獰どう猛もうな愛撫に私はおかしなほどに感じ、そして激しく放ってしまう。

「……アアッ！」

　私の蜜みつが激しく飛び、私の身体と、首から下げられた指輪、そして首筋から顎あごまでを熱く濡ぬらしてしまう。

「このまま抱きたい」

　とてもつらそうな彼を見て、心が痛む。だが……。

「そんなことができるわけがない。……帰れ」

　私の唇から、かすれた声が漏もれた。彼は一瞬動きを止め、それから私の上から起き上がる。そしてティッシュを取り、ベタベタになってしまった私の身体からだをそっと拭ふき清める。

「自分がバカだというのはよくわかっています」

　彼の声がとても寂さびしげで、私の心がまたズキリと痛む。

「こんなに冷たいあなたに恋をしてしまった。でも、あなたが好きだ」

　柔やわらかなティッシュが身体の上を滑すべる。私が放った蜜は首筋にまで飛んでいて……私は自分がどんなに感じてしまったかに気づいて頰ほおを熱くする。

「もういい、自分でする」

　ティッシュを奪うばおうとする私の手を、彼の手が握にぎり締しめる。

「動かないで。こんなにしてしまったのは俺ですから」

　彼は私の手を引き寄せ、指先に唇をつける。

「でも、あなたが俺の愛撫に感じ、放ってくれて嬉うれしい」

　囁くように言い、私の顔を真っ直ぐに覗のぞき込む。

「愛しています」

　……ああ、どうしてこんなに胸が痛むのだろう？




　　　　◆




　……こんな生活が続けられるとは思えない。でも……どうしても彼を拒こばむことができない。

　私は深いため息をついて、ソファから立ち上がる。彼に与あたえられた快感は強く、そして甘く……私の足はその余よ韻いんでわずかによろける。

　……ああ、本当に何をしているんだ、私は？

　思いながらベッドルームを横切り、バスルームに入る。ガラスのシャワーブースに入って湯温の設定を熱めにセットし、シャワーの雨の下に足を踏ふみ入れる。髪を乱暴に洗ってから、シャワーを止め、泡あわを立てたスポンジで身体を擦る。スポンジが乳首の上を滑った時、ふいに腰こし骨ぼねの辺りから激しい電流が走り抜ぬけた。

　私は、とっさに唇を強く嚙かむ。そうしないと、甘い声を漏らしてしまいそうだったからだ。

　敏びん感かんになった肌はだの上を、あたたかな泡が滑り降りる。それだけでさっきまでの愛撫を思い出したかのように身体が細かく震ふるえる。

　……畜ちく生しよう、身体が……。

　私は身体の上の泡を洗い流しながら、泣きたいような気持ちになる。

　……彼の手で、だんだん変えられていく。

　私を愛撫しながら、彼はいつも「あなたをこのまま抱だきたい」と熱く囁く。そのセクシーな声、彼の芳かぐわしい香かおり、そして熱い指先を思い出すと、胸が激しく痛む。

　……もしも彼と最後までつながってしまったら、私はいったいどうなるんだろう……？

　彼は、自分が欲情していることを隠かくしていない。彼のジーンズ、その下で硬かたく盛り上がった欲望が、何かの拍ひよう子しに何度も私の脚あしをかすめた。それはひどく熱く、とても逞たくましく……。

　……彼は、あれを私の身体に挿いれたいと言っているのか……？

「……っ」

　突とつ然ぜん、怖こわいほどの熱い電流が全身を走る。私は喘あえぎ、思わずガラスの壁かべにすがりつく。

「……くっ！」

　その拍子、私の屹立の先端が、濡れたガラスの上をキュッと音を立てて滑った。私の屹立はいつの間にか反り返り、先端の部分は硬く張りつめていて……。

　……くそ……我が慢まんができない……！

　私の手が勝手に動き、自分の屹立を摑つかんで激しく擦り上げる。　>>>♥

「……くぅ……」

　彼の巧たくみな愛撫とは比べ物にならない、拙つたないマスターベーション。私の身体の中で、不完全燃ねん焼しようした欲望がさらに熱くなる。

　……私は男だ。もちろんオカマでもなくゲイでもない。いつかは祖父のすすめる女性と結けつ婚こんをし、跡あと継つぎを儲けなくてはいけない立場で……。

　柔らかな女性の裸はだかを思い出そうとするが、グラビアでしか見たことのないそれなど、まったく効果がない。

　……彼に愛撫されるのが好きなわけではなく、ただ欲求不満なだけだ。欲望を吐はき出してしまえば楽になり、彼のことなど忘れられるはずで……。

「……クソ、どうして出ないんだ……っ」

　私は泣きそうになりながら、乱暴に側面を擦り上げる。欲望は一応硬いまま、物理的に擦り上げれば快感も感じる。だが、どうしても放てない。

「……景悟……」

　私の唇から、ふいに彼の名前が漏れた。その瞬しゆん間かん、全身に怖いほどの快楽が走る。

「……アッ！」

　私の先端のスリットから、唐とう突とつに、ドク、ドク！　と欲望の蜜が迸ほとばしった。

「……く、うぅ……」

　膝ひざから力が抜けて、座り込みそうになる。先せん端たんがさらにガラスの上を滑り、自分の欲望の蜜にまみれる。私は泣きたいような気持ちになりながら、さらに蜜の残りを吐き出してしまう。

「……あぁ……」

　私の唇から陶とう然ぜんとしたため息が漏れ……私はハッと我に返る。

　……ああ、何をしているんだ、私は……？

　私は自分を自分で責めながら、ヌルヌルになった身体と、汚よごれてしまった指輪、そして汚してしまったガラスの壁を洗い流す。

　……恋や快楽などという下げ劣れつなものに、一生縁がなくていいと思っていた。李家のために尽つくすことが嫡ちやく子しとして生まれてきた私の絶対の使命だ。なのに……。

　……こんなことをしていてはいけない。

　私は、熱い雨の下で目を閉じながら思う。

　……彼は私の祖父の敵。もしもこの屋や敷しきに彼がいたことが知られたら……。

　そう思うと、背中を冷たいものが走る。

　……そうだ、そんなことになったら彼が無事でいられるわけが……。

　プルルル！

　ふいに脱だつ衣い室の方から内線電話の音が響ひびいた。私はコックを捻ひねってシャワーを止め、脱衣室へのドアを開く。壁かべ掛かけ式のフックから子機を外して通話ボタンを押す。

「どうした？」

『崔です。夜遅おそくに失礼いたします。今から部屋にうかがってもよろしいですか？』

　聞こえてきたのは崔の声だった。唐突な言葉に私は驚おどろき、それから言う。

「わかった。シャワーを浴びているところだ。十分後に来てくれ」

　私は言って子機をフックに戻もどす。濡ぬれた身体をバスタオルで拭き、バスローブを身につける。雫しずくを垂らす髪を別のタオルで拭こうとし……自分の目元が妙みように淫みだらなピンク色に染まっていることに気づく。

　……これは、景悟からの愛あい撫ぶの余韻？　それとも彼を思っての自じ慰いの余韻か……？

　私はタオルを置き、慌あわてて冷水で顔をバシャバシャと洗う。

　……ああ、私はなんて淫らで、なんて恥はずかしい人間なんだろう？

　顔を洗い、髪を乾かわかそうとドライヤーに手を伸のばしたところで、遠くでノックの音が響いた。脱衣室に置かれた時計を見ると電話を切ってからほんの五分ほどしか経たっていない。

　……早いな。急ぎの用事だろうか？

　私は思いながら鏡を覗き、頰が赤くないことを確かく認にんする。そしてバスローブのままで脱衣室からベッドルームに出る。

　……崔に無防備な姿を見られるのは、なぜだか妙に抵てい抗こうがある。着き替がえておきたかったが、時間がない。

　思いながらベッドルームを抜け、ベランダのある私専用のリビングに出る。さっきまで景悟と重なり合っていたソファが目に入り、また頰ほおが熱くなりそうだ。

　私は足早にリビングを通り抜け、ドアを開く。そこには、まだスーツ姿の崔が立っていた。彼はバスローブ姿の私を見下ろして、驚いた顔をする。

「だらしない格好ですまない。着替える時間がなかった」

　私が言うと崔はうなずき、それから厳しい顔になって言う。

「屋敷に不ふ審しん人物が侵しん入にゆうしたようです」

　その言葉に、全身から血の気が引く。

「捕つかまえたのか？」

　問いかける声が思わずかすれる。

　……どうか、無事で逃げていてくれ……！

「いいえ。残念ながら逃とう亡ぼうしました」

　その言葉に、私は思わずため息をつく。

「ホッとしているように見える。まさか、誰だれかご友人を呼んだなどということは……」

　崔に厳しく聞かれて、私は慌ててかぶりを振ふる。

「まさか。金品目当ての人間だろう。……防犯カメラに賊ぞくは映っていたか？」

　景悟は私の部屋に忍しのんでくる時、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶってくる。だから顔は映っていないと思うのだが……。

「賊は一名。若い男のようですが、帽子を被っていて顔はわかりませんでした」

　崔は、怒いかりを抑おさえるような低い声で続ける。

「庭に放した番犬が足に嚙かみついたのですが……靴くつだけを残して消えました」

「番犬？　庭に？」

　初めて聞いたそのことに、私は再び青ざめる。

「あなたには嚙みつかないように訓練されています。それに屋敷からは勝手に出ないと約束してくださいましたし。……まさか破ろうとはなさっていないですよね？」

　崔の冷静な声が、なぜかとても恐おそろしく感じられる。

「それはない。だが、番犬など、この屋敷には……」

「私の趣しゆ味みが犬の調教であることはご存じでしょう？　私の調教したドーベルマンを庭に放ちます、これから毎晩」

　その言葉に、私はさらに青ざめる。

「私も警護に加わりますので、どうかご安心ください」

　彼は言い、私に礼をして踵きびすを返す。

　……彼をここに呼び寄せるのはもう無理だ。というか、今まで彼の行動力に任せて危険なことをさせていたのは間ま違ちがいだった。

　私はドアを閉めながら、深いため息をつく。

　……もしも李の幹部である私の屋敷に忍んできていたことが知られたら、彼は殺されてもおかしくないんだ。







　　　　馮景悟







「……クソ、失敗した」

　俺は深いため息をついて脚あしを組み、包帯を巻いた足首を撫なでる。頑がん丈じような革かわのショートブーツを履はいていたせいで完全に牙きばは通らなかったけれど、足首にはかなり深い嚙み傷きずが付いていた。屋敷に戻ってすぐに医者を呼んで消毒したが、痛みはまだ残っている。

「それくらいで済んだことを、感謝した方がいいです」

　手当てをしてくれた趙が、救急箱を閉じながらため息をつく。

「番犬としての教育を受けたドーベルマンに本気で襲おそわれたとしたら、もっと悲ひ惨さんなことになっていたでしょう」

「そうだな。さらに警護の人間に捕まっていたらもっと悲惨だ」

　俺はため息をついて、ちょうど解ほどけた靴の紐ひもに感謝する。

「しかし昨夜に限ってどうしてあんなドーベルマンがいたんだろう？　本家はともかく、彼が住んでいるあの屋敷に番犬なんて、今まで見たことがなかった」

　趙は何かを思いだしたように微かすかに眉まゆ根ねを寄せる。

「李幇の幹部、崔という男の名前を聞いたことがありますか？」

「幹部の名前は兄さんの口から聞いた。崔という名前にも聞き覚えがある」

「かなりやり手の幹部で、薫月さんの側近も務めているようです。その男の趣味がドーベルマンの調教で、かなり獰どう猛もうな番犬を何頭も飼育していると聞きました」

　彼は不ふ愉ゆ快かいそうな顔で言う。

「中国マフィアの中では、かなり評判の悪い男です。あの男が薫月さんの側近だなんて」

　俺は、薫月と過ごしたニューヨークでの日々を思い出す。そして薫月の後を追っていた男達の影かげも。

「そいつもニューヨークにいたのかな？」

「いえ、崔はずっと台湾にいたようです。時折、薫月さんを訪ねてニューヨークには行っていたようですが」

　それを聞いた俺は、ふとあることを思い出す。

「崔という男、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけたインテリ風のハンサムではないか？」

　俺の言葉に趙は少し驚いた顔をする。それから、

「どうしてご存じなのですか？　たしかにそのような風ふう貌ぼうです」

　俺の脳のう裏りに、ある疑ぎ惑わくがよぎる。

　……ニューヨークで王が見たといっていた、薫月のストーカーのような男。彼もそういえば、銀縁眼鏡のインテリ風だと聞いた。

　……いや、眼鏡の男などいくらでもいるし、薫月の右みぎ腕うでになる男が、ゲイで、青年達と遊んでいるわけがない。あまりにもとっぴ過ぎる考えだろう。

　俺は心の中で否定し、そして言う。

「その崔のおかげで、薫月の部屋に忍んでいけなくなった。次の手を考えなくては」

　趙は心配そうに眉根を寄せ、ため息をつく。

「あまりに危険だ。やめたほうがいい……そう言って言うことを聞いてくださる人なら、どんなに仕つかえやすいか」

　彼の言葉に、俺は思わず笑う。

「どちらにしろ、薫月に大切な用事がある。どうしても会わなくては」

　俺はいい、あることを思いついて言う。

「王を呼んでくれ。頼たのみがあるんだ」







　　　　李薫月







　次の日の午後。私は、台北市内にある茶芸館にいた。

　ここは私の行きつけの店で、本当なら本でも読みながらゆっくりとしたいところだった。しかし崔は私が一人になることを許さなかった。私が座っている席の周囲を、侯を始めとする警護の人間が、びっしりと取り巻いている。

　流行もあってたくさんの小こ洒落じやれた店ができたが、ここは歴史のあるシックな木造の建物と伝統的な本物の台湾茶を出してくれるので気に入っている。

　……彼のことは忘れなくてはいけない。

　茶芸館のスタッフが、器用な手つきで茶チヤー壺フーに入った茶を、茶チヤー海ハイの中に注いでいる。この店で楽しむ工ゴン夫フー茶チヤー（小さめの茶器で楽しむ中国茶）は、いつでもとても美味おいしい。

　……遊びの時間は、本当に終わった。もう二度と、会うこともないだろう。

　茶海から聞ウエン香シアン杯ペイに注いだ茶を、スタッフが私の前に置いてくれる。私はその茶を茶チヤー杯ペイに移し、聞香杯に残った香かおりを楽しむ。

「とてもいい香りだな。東方美人か。茶園は……跋ばつ扈こ園？」

「さすが、おっしゃるとおりです。入にゆう荷かしたばかりの東方美人です」

　どこかで聞いたことのある声に見上げると、そのスタッフは若い中国系の青年だった。この店では初めて見る顔。しかし……。

「……え？」

　この店では初めてだが……彼の顔にはなぜか見覚えがある。

「……君は……」

　私はあることを思い出して、ハッとする。ニューヨークに住んでいた頃ころによく行っていた惣そう菜ざいの美味しいデリ。そこの店員に、彼は瓜うり二つだった。そして胸の名札には『王』の文字。

　……名前も同じだ。こんな偶ぐう然ぜんが……？

　彼は私に向かってにっこり笑い、片目をつぶる。

「新茶に関する説明はこちらに」

　彼は茶の名前が印刷された小さな紙をテーブルの上に置く。

「裏側にも案内がありますので」

　言って礼をし、踵きびすを返して歩み去る。

　……偶然なのか？　それとも……？

　私は思いながら茶を飲み、さりげないふうを装って紙を裏返す。

『明日。香港ホンコンのクラブ・シャングリ・ラで。いつもと同じ時間に』

　書かれていたのは、見覚えのある景悟の字だった。

　……ああ、忘れようとしていたのに。

　私は紙を畳たたみ、自分のポケットに落としこむ。

　……でも、彼の誘ゆう惑わくに、私は抗あらがうことができない。







　　　　馮景悟







「へえ、相変わらずすごいんだな」

　リムジンから降りた俺は、建物の外観を見上げながら思わず呟つぶやく。

「さすが、祖父じいさんや父さんが自じ慢まんするだけはある。『クラブ・シャングリ・ラ』の会員だってことをね」

　ここは、世界的に知られた超ちよう高級社交クラブ。世界中の大だい富ふ豪ごうだけでなく、政治家や、果てはマフィアの首領までもが密ひそかに集まってはひっそりと親交を深めているという。俺のいる馮家も一応会員になっている。俺は小さい頃に連れてこられて以来だ。

「李幇は格式の高い家いえ柄がらだ。薫月も当然、このクラブの会員なんだよな？」

「李家の当主、彼の祖父はこのクラブの会員です。あまり社交に興味はないようでほとんど来ることはないようですが。……しかし薫月さん本人はここの会員ではありません。なにせ、三年前までただの学生だったのですから」

　趙は言い、警護の人間たちを振ふり返って、駐ちゆう車しや場の車の中で待機するように伝えている。

「ちょっと待って。それじゃあ、薫月が来てもここに入れないじゃないか」

「それはあなたも同じこと。これは試験です」

　趙がどこか楽しそうな声で言う。

「きちんとお行ぎよう儀ぎよくできれば、会員にしてもらえるかもしれませんよ」

「おまえにいわれてここを待ち合わせ場所にしたが……そういえば、俺もどうやって入ればいいんだ？」

「今日は招待なので大だい丈じよう夫ぶですよ。私がご案内します」

　趙は言って、先に立って歩き始める。ドアの両側に立ったドアマンに、何かを囁ささやくと、彼らはお辞じ儀ぎをし、そしてドアを大きく開けてくれる。

　俺は趙の後についてエントランスホールに踏ふみ込み……あまりの豪ごう華かさに呆ぼう然ぜんとする。

　広いエントランスホールの床ゆかは、黒の大理石。壁かべには深い色の木材が張られ、精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされている。天てん井じようから下げられた赤いランタンが、中国の一部が魔都と呼ばれた時代を髣ほう髴ふつとさせる。

「ようこそ、ミスター・趙」

　暗がりから声が聞こえ、まるで魔ま法ほうのように人が現れる。それは白はく髪はつの小こ柄がらな老人で、裾すその長い黒の長チヤン袍パオを着ている。

「お邪じや魔まいたします」

　趙は言って、丁てい寧ねいな仕草で彼に頭を下げている。老人は俺に目を移して、

「ミスター・馮、大きくなられたな。……そして素す晴ばらしいオーラだ。さすがあの馮一族の一員だ。クラブ・シャングリ・ラにようこそ」

　言って両手を合わせ、挨あい拶さつの仕草をしてくれる。俺は慌あわてて彼に倣ならって両手を合わせ、

「ありがとうございます。ええと……ここで恋人と待ち合わせをしているのですが」

　俺が言うと、趙は驚おどろいた顔をし、老人は可笑おかしそうに笑う。

「このクラブ・シャングリ・ラを町の喫きつ茶さ店てん代わりに使うとは。なかなか豪ごう胆たんな方だ」

「申し訳ありません。そうではなく、ミスター・華ホアからご招待いただきました」

「聞いております。……あなたの恋人も、きっともうすぐ見えられますよ」

　その言葉に、俺の心臓がドクンと大きく高鳴る。

　……ああ、一いつ瞬しゆんでも早く、薫月に会いたい。







　　　　李薫月







「ここが、クラブ・シャングリ・ラか」

　私は、中国風の壮そう麗れいな建物を見上げて呟く。そして開かれたドアの前で立ち止まり、車寄せに立った崔と、侯を始めとする警護の人間を振り返る。

「ここから先は、おまえたちは入れない。私一人で行く」

「ですが、薫月様……」

　ドアから入ろうとした崔を、屈くつ強きようなドアマンが遮さえぎる。

「申し訳ございません。お入りいただけるのは、ご招待のお客様のみでございます」

　言葉は慇いん懃ぎんだが、きっぱりとした口調だ。

「世界中のＶＩＰが集まるクラブ・シャングリ・ラのセキュリティーは、世界一と聞いた。わざわざついてこなくても大丈夫だ」

「まさか、この店の中で、あの馮景悟と会う気では……？」

「無ぶ粋すいな方々ですな。私のクラブのセキュリティーを疑うのですか？」

　後ろから声が響ひびき、いつの間にか小柄な老人が立っていた。彼の存在はどうやら中国マフィアの間では有名らしく、崔は驚いたように一歩後あと退ずさる。

「彼は、私の招待でここにいらした。クラブ・シャングリ・ラに来られるというのは、マフィアの首領候補としては、異例のことですよ」

　老人の厳しい声に、崔が頭を下げ、侯達もそれに従っている。老人は私を見上げて、

「さて、行きましょうか、ミスター・李。ご案内しましょう」

　にっこりと笑われて、私は眩暈めまいを覚える。

　……なんだか、今まで知らなかった不思議な世界に引き込まれてしまいそうだ。

　老人は私をつれて大階段を上り、パーティーが開かれている広い部屋に案内してくれた。龍が巻きつく柱と、香こうの匂におい、そして響く胡こ弓きゆうの音色。

　……まさに、知らなかった世界だ……。

　呆然とする私を最初に迎むかえたのは、老人の知り合いだという華という名前の不思議な男だった。彼は香港の権力者で社交界にも詳くわしいらしい。

「私は中国マフィアに知り合いが多い。君にもぜひ会ってみたかった」

　彼はハンサムな顔に似合わぬ獰どう猛もうな目をしていて……私は彼がただの金持ちではないな、と思う。彼は私を満足げに眺ながめて、

「これは逸いつ材ざいだ。美しいだけでなく、強い目をしている。将来はいい首領になるだろう」

　彼は言って、いきなり私の手を持ち上げてキスをする。

「ミスター・華。俺の恋人に手を触ふれないでいただきたい」

　後ろから声が響き、そこにはシャンパンのグラスを持った景悟が立っていた。彼の顔には怒いかりの表情が浮かんでいて……私の鼓こ動どうが速くなる。

「薫月」

　景悟が私に向き直り、その瞳ひとみに獰猛な光を煌きらめかせる。

「会いたかった」

　彼の言葉に、私はあることを思い出す。

「嚙かまれた足は大丈夫なのか？　すまなかった。まさか崔がドーベルマンを放すなんて」

「大丈夫。ほんの少し牙きばがかすめただけです。……それにしてもかなり凶きよう暴ぼうな番犬だった。万が一、あなたが嚙まれたりしたらどうする気だ」

　景悟が、とても怒ったような声で言う。

「話は聞いています。敵同士の家に生まれ、しかしこんなに愛し合ってしまったとは」

　私と景悟を見比べながら、華氏が言う。

「まるで、ロミオとジュリエットだな」

　彼の言葉に、私の頰ほおが熱くなる。

「私と彼はただの敵同士。愛し合ってなどいません」

　私が思わず答えると、景悟はとてもつらそうな顔をする。そして……その顔を見た私の心が激しく痛む。

「愛し合っていない？」

　華氏は、ますます笑えみを深くする。

「とてもそうは見えません」

　彼は言い、それから私ににっこりと笑いかける。

「何かあったら相談してくれて構いません。ともかくこれからが大変でしょう。抗こう争そうで台湾を火の海にしないでください。仕事を増やされてはたまらない」

　私に言って、そのまま踵きびすを返して消える。

「いったい何者なんだ？」

　私が言うと、景悟はかぶりを振って、

「ちょっとした知り合いです。社交界や中国の裏組織に詳しい人なので、いろいろと相談に乗ってもらっています。……それより」

　彼は私を真っ直すぐに見つめて言う。

「俺を愛していないというのは本当ですか？」

　その言葉に私の胸がきつく痛む。

「愛しているなどと一度も言ったことはないはずだ」

　彼の目がギラリと獰猛に光る。

「あなたとゆっくり話がしたい」

　唸うなるように言い、それからさきほどの小柄な老人を振ふり返る。

「個室はありませんか？　あまりほかには聞かれたくない話なので」

　老人はうなずき、手を上げてスタッフの女性を呼ぶ。

「お二人を、階上の個室へお連れしなさい」

「かしこまりました。こちらへ」

　女性は私と景悟を先導して部屋を出て、長い廊ろう下かを歩く。そして絨じゆう毯たんの敷しかれた階段を上っていく。

　賑にぎやかな下のフロアとは違ちがい、ここにはまったくひと気がなかった。女性は柔やわらかな絨毯を踏ふんでまた廊下を歩く。両側に並んだたくさんのドアの前を通り抜ぬけ、一つのドアの前で立ち止まる。

「どうぞ、ご自由にお使いください」

　言ってドアを開く。そしてそのまま踵を返し、廊下を去っていく。

　私は景悟に肩かたを抱だかれるようにして、真っ暗な室内に入る。景悟が手を伸のばして照明をつけ……私は思わず息を吞のむ。

　そこは、とても豪ごう奢しやな内装の部屋だった。黒大理石の床、ライトアップされたアンティークの彫刻。部屋を飾かざるのは価値のありそうなアンティークの家具。そして……。

　……この部屋は……。

　広い部屋の真ん中には、たくさんの絹が垂らされ、まるで繭まゆのようになった天てん蓋がいつきのベッドがあった。思わず後退ろうとする私の身体からだを、景悟の手が乱暴に抱き上げる。

「放せ！」

　景悟は軽々と私を運び、肘ひじで絹を分け、ベッドの上に私を押し倒たおす。

「……あぁっ！」

　驚おどろいている間に、彼の手が私のネクタイを解ほどいてベッドの上に放る。そしてボタンを引きちぎるようにして外し、ワイシャツをはだけてしまう。

「……やめ……んん……っ！」

　彼の手が私のスラックスのベルトの金具を外して引き抜く。前立てのボタンを開き、ファスナーを下ろされて、私は驚きに喘あえぐ。

「……待ってくれ、そんな……」

「待てるわけがないでしょう」

　彼は言い、私の下着とスラックスを摑つかんで一気に足首まで引き下ろす。靴くつと靴下が脱ぬがされ、スラックスと下着と一いつ緒しよに床に落とされる。

「……あ、ああ……っ」

　彼の唇くちびるが私の乳ち首くびを吸い上げ、その指が私の屹きつ立りつを扱しごき上げる。

「……いや……あ、ああ……っ！」

　いつもは性急にソファの上で愛あい撫ぶされていた。広いベッドでこんなことをされるのは初めてで、しかも彼の愛撫はいつにもまして激しく、私は我を忘れて喘いでしまう。

「こんなに硬かたくして、こんなに感じているのに、どうして冷たいことを言うんですか？」

　彼が私の屹立の先せん端たんを、ヌルヌルと愛撫する。

「……私は男だ。扱かれれば条件反射で勃たつ。それだけだ……」

「……ああ、なんて憎にくらしい人なんだろう」

　彼はベッドの上に放り出されていたネクタイを拾い上げる。そして私の両手首を摑み、ネクタイで一つに縛しばってしまう。

「……な、何をする気だ？」

　体勢を変えて、うつぶせの格好にされる。身に着けているのは、前をはだけたワイシャツだけ。双そう丘きゆうを剝むき出しにした格好のあまりの恥はずかしさに、私は死んでしまいそうだ。

「……やめてくれ……」

　私の声が、微かすかに震ふるえてしまう。

「あなたが憎い、ひどいことをしてしまいたい」

　彼が囁ささやき、その両手で私の双丘を押し広げる。人に見せたことのない場所を暴あばかれる羞しゆう恥ちに、私は息を吞む。

「ああ……なんて綺き麗れいなんだろう」

　彼の指が双丘のスリットを辿たどり、尻しりにチュッと音を立ててキスをしてくる。

「キュッと上がってて、象ぞう牙げみたいに真っ白で……とても柔らかい」

「……ンンッ！」

　彼の歯が、私の尻の肉をそっと甘あま嚙がみする。思わず逃にげようとするが、大きな両手で腰こし骨ぼねを押さえられて、身動きすらできない。

「おとなしくして。外に聞こえてしまいますよ」

　彼の手が、私の双丘をさらに大きく押し広げる。呼吸が私の肌はだをくすぐり、ヌルリとした熱いものが私の双丘のスリットに滑すべり込む。

　……ああ……これは彼の舌？

　彼の舌は私の蕾つぼみを見つけだし、花びらを解ほぐすようにゆっくりと舐なめ上げる。

「やめろ、そんなところ……っ」

「あなたと俺が繫つながる大切な部分です。うんと解さないとあなたを傷つけてしまう」

　そのまま舌先で蕾をまさぐられる。同時に前に回した手で屹立を愛撫されて、私は我を忘れそうなほど感じてしまう。

「……ンンッ！」

　とても感じてしまった証しよう拠こに、私の先端から、熱い先走りの蜜みつが溢あふれてくる。彼はそれを指ですくって側面に塗ぬりつけ、そしてゆっくりと扱き上げる。

「……ン、ン、ンン……ッ！」

　ヌルリとした舌が、蕾にゆっくりと押し入れられる。

「……ンンッ！」

　前に回した手が、先走りでヌルヌルになった先端を撫なでるように愛撫している。それと同時に後孔をたっぷりと濡ぬらされて……私はとんでもない羞恥に涙なみだが出そうになる。

　……ああ、縛られて、こんなことをされてしまうなんて……。

　私の内ない壁へきをたっぷりの唾だ液えきで濡らした後、彼の舌が蕾から引き抜かれる。思わず安あん堵どのため息をもらすが……一瞬後、彼の指先が、ツプン、と蕾に滑り込んでくる。

「ンン！」

　あまりの驚きに、私の蕾がギュッと強く収縮する。

「大だい丈じよう夫ぶ、痛くしないから力を抜いて」

　彼が囁いて、あやすように私の屹立を愛撫する。

「……アッ」

　ゆるゆるとした刺し激げきと湧わき上がる快感に、全身から力が抜けてしまう。たっぷりと濡らされた私の内壁はふいに柔らかくなって彼の指を受け入れてしまう。

「その調子。すごく柔らかくなった」

　彼の指が、ゆっくりと私の体内に差し込まれる。

　私は頰ほおを絹のクッションに埋うめ、自分の蕾が指で犯おかされているという状じよう況きように必死で耐たえる。

　……ああ、でもどうしてこんなに感じているんだろう……？

「……あ、やめ……っ」

「やめない。ずっとずっと我が慢まんしたんだ」

　彼は囁き、私の双丘の片方にキスをする。それからふいに歯を立ててくる。

「……あぁ……っ！」

　それは容よう赦しやない強さだったが、私の身体に走ったのは、なぜか快感だった。彼を受け入れている蕾が、キュウッと甘く収縮し、彼の指を締しめ上げてしまう。

「ああ、すごいな。熱くて、きつくて、指が蕩とろけそう」

　彼がご褒ほう美びのように嚙かんだ場所にキスをし、ゆるゆると指を動かしながら囁く。

「少し痛いのが感じるみたいだね。見た目がこんなに色っぽいだけでなく、中身もそんなにいやらしいなんて……本当にイケナイ人だ」

　彼の指の動きは最初はとても優やさしく、しかしだんだんと大だい胆たんになってくる。私を犯す動きはだんだんと速くなり、最初は第一関節くらいまでだった深さが、だんだんと深い場所まで突つき入れられるようになる。

「……あ、あ……やめろ……っ！」

　自分の何かがおかしくなってしまいそうで、私は必死でかぶりを振る。

「ダメだよ。許さない」

　低く響ひびく彼の声が、まるで別人のようにセクシーに聞こえた。

「愛してる。何もかもわからなくなるくらい、あなたを感じさせたい」

　言った彼の指先が、私の内壁のある一点を擦こすり上げた。

「そして、あなたの方から『お願いだから入れて』と言わせたいんだ」

「……ひ、あ……っ」

　彼が触ふれた部分から、とんでもない快感が全身を走った。

「……イク……っ」

　背中が勝手に仰のけ反り、私の屹立がビクン、と大きく震える。

「……ンンーッ！」

　私の屹立から、ビュクッ、ビュクッ！　と激しく蜜が迸ほとばしった。

「……く、んん……っ！」

　私は唇を強く嚙んで、喘ぎを必死でこらえる。

　……ああ、こんなことをされて、こんなに感じるなんて……！

「……く、んん……っ」

　彼が、快感の余よ韻いんに震える私の背中にゆっくりとのしかかってくる。肩けん胛こう骨こつにキスをし、私の欲望の蜜で濡れた手で、スリットの内側をゆっくりと愛撫する。ヌルヌルとしたその感かん触しよくが、震えがくるほど気持ちがいい。

「……あ……あ……っ」

「『欲しい』と言ってください」

　彼の言葉に、身体からだの奥に激しい欲望が走る。

　……ああ、欲しいと言えたら、彼と一つになれるのに……。

　私は思い、後ろで彼がスラックスのファスナーを下ろしたことに気づいて青ざめる。

　……彼は今まで、衣類をゆるめたことがなかった。なのに……？

　彼の燃え上がりそうに熱い屹きつ立りつが、私の蕾に押し付けられる。

「……あ……っ」

　……今夜こそ、最後までされてしまうのか？　こんなふうに縛られて、無理やりに？

「薫月、入れたい」

　私を後ろから抱だき締めた景悟が、今にも死んでしまいそうな声で囁いてくる。

「あなたが欲しくて狂くるいそうだ」　>>>♥

　彼の屹立はとても硬く、熱く、そして先走りの蜜を滲にじませている。さっきまでの唾液と、蜜が混ざり合い、彼の先端が蕾の上をヌルリと滑る。彼がそれだけ私を求めていることを感じて、私の咽喉のどが鳴ってしまう。

　……ああ、私は彼を愛している。そして身体は怖こわいほど欲ほつしている。でも……。

「入れたければ勝手に入れろ。だが犯したくらいで私の心が手に入ると思うな」

　私の唇くちびるから氷のように冷たい声が漏もれた。

「薫月。本当にあなたが憎にくい」

　景悟が言い、蕾にグッと強く屹立が押し付けられる。

　……ああ、このままでは、彼が私の中に……。

「……アァッ」

　思っただけで激しい快感が全身を貫つらぬき、私の唇から、不思議なほどに切なげな声が漏れた。

「クソ！」

　彼は私を抱き締めて屹立の矛ほこ先さきをずらし、その先せん端たんを私の閉じられた両腿ももの間に強く差し込んだ。

「死ぬほど欲しい。でも、こんなあなたを無理やりに犯せるわけないじゃないか」

　血を吐はくような苦しい声で囁ささやいて、私の腿の間にその硬かたい屹立を激しく突き入れる。

　……ああ、彼の欲望はこんなに逞たくましく、彼の抽ちゆう挿そうはこんなに激しいのか？　もし、本当に蕾に入れられていたとしたら？

「……ああっ！」

　思った瞬しゆん間かん、私の先端から白い蜜が放たれた。彼がそれを大きな手でしっかりと受け止め、まだ許さない、とでも言いたげに私の屹立を扱しごき上げる。

「……あ、あ、あ……っ！」

　放った身体はとても敏びん感かんになっていて、涙が出るほどの快感が私の身体を走り抜ぬけた。

　……ああ、欲しい……！

　私は背中を仰け反らせながら、心の中で叫さけぶ。

　……彼の欲望を、身体の中に深く突き込まれたい……！

「……景悟……！」

　私の唇から、ねだるような切ない声が漏れた。

「……薫月！」

　彼は私の名前を呼び、そして私の腿の間に激しく精を迸らせた。彼の熱い蜜が腿の間を伝い落ちるのは驚おどろくほどに淫みだらな感覚で、全身が震ふるえてしまう。

　……ああ、どうしよう？　彼を忘れることなどできない。私は……。

　息を切らし、欲望を腿に押し入れられたとても恥はずかしい格好で抱き締められたまま、私は自分の気持ちを嚙み締めていた。

　……この男を、まだ愛している……。

「……薫月……」

　彼が、後ろから私に囁いてくる。彼の呼吸は乱れ、背中に押し付けられた胸からは速い鼓こ動どうが伝わってくる。

「……愛してるよ……」

　愛いとおしげに抱き締められ、耳たぶにキスをされる。さっきまでの激しい快楽の余韻が身体の奥に蘇よみがえり、私の身体を大きく震えさせる。

「……ン……ッ」

　自分の唇から恥ずかしい声が漏れたことに気づき、私は思わず彼の腕うでを振ふり払はらおうとする。

「この手を離はなせ。これだけ出したのだから満足しただろう？」

　彼は私の抵てい抗こうを抑おさえ込むように、私の身体をもう一度さらに強く抱き締める。

「ひどい人だ。満足するわけがありません。必死の思いで矛先をそらして、なんとか腿の間でごまかしたんですよ」

　彼が囁いて私の耳たぶをそっと口に含ふくむ。

「……っ」

　舌先で耳たぶを柔やわらかく愛あい撫ぶされ、私は思わず小さく息を吞のむ。

「あなたの蕾つぼみを性器にして欲望で激しく犯し、あなたの身体の奥に溢あふれるほどの蜜みつを撃うち込む。そうしなければ満足しないこと、男ならわかるはずなのに」

　彼が囁き、私の首筋に唇をつける。そしていきなり首筋に強く嚙み付いてくる。

「……くう……っ」

　嚙み千切られそうな強い力で歯を立てられる。かなり痛いにもかかわらず、その痛みは快楽に変わって私の身体を痺しびれさせ……。

　……ああ、すごい……。　>>>♥

「……アアッ！」

　私の先端から、ドクン、と欲望の蜜が迸った。驚きに硬こう直ちよくする私を、彼は後ろからきつく抱き締しめる。

「ああ……なんて淫いん乱らんだ。男に嚙かまれただけで、イクなんて」

　彼が切ない声で、囁いてくる。

「あなたを愛している。どんなにひどいことを言われても、嫌きらいになれません」

　彼は身み支じ度たくを整えて、ベッドから立ち上がる。部屋を歩いて専用のバスルームを見つけ、そこで湯を出してタオルを絞しぼってくる。

　ヌルヌルに汚よごれた私の身体を拭ふき清め、身支度を整えてくれる。

「明日の夜、このクラブ・シャングリ・ラで。あなたのホテルまで迎むかえをやります」

「もうこんなことはできない。崔は私を疑っている」

「それならあなたをもう帰さない。このままさらってどこかに逃にげる」

　彼の声がとても獰どう猛もうに聞こえて、私は青ざめる。

　……彼は、本当にやるかもしれない……。

「わかった。ほんの少しだけなら」

「ありがとう。愛しています、薫月」

　彼は言って、私の手をそっと取り、ネクタイをそっと解く。

「玄げん関かんまで送りましょう。大だい丈じよう夫ぶですか？　立てますか？」

　その手を、私は振り払う。

「少し休んでから帰る。先に帰ってくれ」

「でも……」

「おまえの顔を見ていたくない」

　私の唇から漏れた声は、氷のように冷たかった。

　……ああ、こんな私のことなど、もう嫌ってくれていいのに……。







　　　　馮景悟







　彼の頰ほおは快楽の余よ韻いんで、美しいバラ色に染まっている。しかしその表情は硬くこわばって、俺を拒きよ絶ぜつしている。

「おまえの顔を見ていたくない」

　無感情に言われたその言葉が、俺の心に深く突つき刺ささる。

「わかりました。気をつけて帰ってください」

　俺は言って、後ろ髪がみを引かれる思いでドアまで歩く。ノブを摑つかんだところで、どうしても我が慢まんができずに振り返る。彼はベッドに座ったまま、唇を嚙んで悲しげにうつむいていた。

　……俺は、こんなに愛している彼を傷つけてしまったのか？

　俺の心に、激しい罪悪感が湧わき上がってくる。

「ごめんなさい、俺は……」

「謝るくらいなら、もう二度と私に近寄るな」

　それを聞いた俺の心が、激しく揺ゆれる。言葉はとても冷たかったけれど、彼の声はまるで今にも死んでしまいそうなほどに苦しげだったからだ。

「嫌いやです」

　言うと、彼は俺を見上げてその柳りゆう眉びを怒いかりにきつく寄せる。

「自分が汚きたないことをしているのはわかっています。自己嫌けん悪おも感じます。でも、今の俺は中国マフィアの一員。これくらいのことは平気でできる」

　俺は、彼の人形のように整った冷たい美び貌ぼうを見つめながら言う。

「俺はあなたを愛している。あなたを手に入れることを絶対にあきらめません」

　彼の目が微かすかに動どう揺ようの色を浮うかべ、俺の心がズキリと痛む。

　……もっと責めることもできるはずなのに、そんな言葉だけで動揺してしまう。彼は本当に優やさしい人なんだ。

「明日、同じ時間に、このクラブ・シャングリ・ラで」

　俺は言い、今度こそ踵きびすを返して部屋を出る。ドアに背中をつけたまま、深いため息をつく。

　……ごめんなさい、薫月。でも……。

　心に突き刺さった矢のような物が、ズキズキと痛む。

　……あなたは非情な中国マフィアの首領になるには脆もろく、優しすぎる。俺はあなたをこのまま放っておくことができないんだ。

　長い廊ろう下かには、ひと気がなかった。階下から聞こえてくる胡こ弓きゆうの音とパーティーのざわめきがとても遠く感じられる。

　……ずっと、彼を愛撫することだけで我慢してきた。なのに俺は、一線を越こえてしまった。

　廊下を一人きりで歩きながら、俺は思っていた。

　たしかに今夜も、最後までは抱だかなかった。だが俺は自分の燃え上がりそうな渇かつ望ぼうを彼に向けてしまった。彼の肌はだの熱い感かん触しよくを屹きつ立りつで味わい、その無む垢くな肌を欲望の蜜で汚した。

　……俺はバカだ。あんなことをすべきではなかった。

　俺は階段を下りながら、死にそうなほどに自己嫌悪を感じている。

　……もう、これ以上、我慢することはできないかもしれない。

　彼の蕾は、蕩とろけそうに熱く、トロトロと柔らかかった。そして、一度感じてしまった後は、誘ゆう惑わくするかのように淫みだらに俺の指を締め付けてきた。

　……もしもあの蕾に欲望を押し入れたとしたら、俺は天にも昇のぼるほどの快楽を、彼に与あたえてもらえるに違ちがいない。

　俺の欲望は、彼のその熱さを思い出すだけで、再び勃たち上がってしまいそうだ。

　……明日もあの部屋に彼と二人きりになったとしたら……俺はもう我慢できずに彼を犯おかしてしまうかもしれない。

　俺はそう思い、目の前が白くなりそうな激しい欲望を覚える。

　……ああ、もう俺は限界に近い。







　　　　李薫月







　快楽の余韻で、腰こしに力が入らない。私はよろけながら階段を下り、そしてエントランスホールから車寄せに出る。私の姿を見つけて、崔が走ってくるのが見えた。

「薫月様！」

　彼の顔は尋じん常じようではなく、私は思わず立ち止まる。

「少し酒に酔よっただけだ。あやしいことは……」

「首領から、すぐに戻もどるようにとの伝言です」

　崔の言葉に、私は驚おどろいてしまう。

「どういうことだ？　明後日まで旅行に出ていいとお祖父じい様から許可が……」

「準幹部の黄が、台北市内で狙そ撃げきされました。幸い傷は浅いのですが、相手が同じマフィアではないかということで台北は大混乱です」

　崔は私の言葉を遮さえぎって、ギリギリまでひそめた声で言う。

「なんだと？」

　私の全身から、スッと血の気が引く。崔は深刻な顔で、

「首領は、犯人は馮幇の人間ではないかと疑っています。狙撃された構成員もそのように証言しているようです。このままでは全面戦争になるかもしれません」

　……なんてことだ。

　私の脳のう裏りに、彼の無む邪じや気きな笑え顔がおがよぎる。

　……抗こう争そうにでもなったら、正義感の強い彼は、最前線まで出てきそうだ。

　私の心臓が、不ふ吉きつに高鳴ってしまう。

　……なんとかして、抗争を回かい避ひしなくては。

　私は心に決め、それから、撃うたれた構成員の顔を思い出す。

「黄は入院したのか？　彼にはちょうど孫が生まれたばかりなのに……」

　パーティーで会ったこともある家族のことを思って胸が痛む。

「李家の息のかかった病院に入院しました。ですが黄本人が『かすり傷なのに大げさな』と不満を漏もらすくらいの軽けい傷しようなので、その点はご安心ください」

「それなら、少しは救われる」

「ホテルに戻って荷物を取り、すぐに出発しましょう」

「わかった」

　私達はリムジンに乗り込み、ホテルに戻った。荷物をまとめている私の耳に、『明日、同じ時間に、このクラブ・シャングリ・ラで』という景悟の言葉が蘇よみがえる。

　私はライティングデスクからメモを取り、そこにペンで『ニュースを聞いた。だが戦いたくない。私はまだおまえを信じている』と走り書きをして二つに折り、ポケットに入れる。

　トランクとキーを持って部屋を出ると、廊下に、崔、そして侯を始めとする警護の人間達がズラリと並んでいた。私はそれを見て、思わず呟つぶやいてしまう。

「物々しいな」

「当然です。次に狙ねらわれるのはあなたかもしれないんですよ」

　……次のターゲットは私かもしれない。だが、このまま全面戦争になれば景悟も確実に狙われるだろう。

　私の心臓が、強い恐おそれに、凍こおりつきそうに冷たくなる。

　私達はエレベーターに乗り込み、一階に降りる。

「私がチェックアウトをしてきましょう」

　私の手からキーを受け取ろうとする崔の手に、小型のトランクを渡わたす。

「それくらい自分でできる。おまえはここで待っていてくれ」

　言って、彼らをその場に残して歩きだす。侯ともう一人の警護係が距きよ離りを開けて両側から守ってくれているけれど、必要以上に近づいては来ないだろう。

「チェックアウトを」

　私はフロントのカウンターに、キーとクレジットカードを置く。計算と会計処理を済ませてくれたフロント係に、

「帰る予定が早まってしまったのだが、会う予定だった友人に連れん絡らくがつかない。もしも私を訪ねてくる『ケイゴ』という男がいたら、その時はこれを渡して欲しい」

　言って、チップとともに、先ほどの折りたたんだメモを渡す。

「一時間ほど待って誰だれも訪ねてこなかったら、それは捨ててくれ」

「『ケイゴ』様ですね。かしこまりました」

　フロント係は言い、メモをきちんとファイルに挟はさみ込んでくれる。私はカードと明細表を財さい布ふに入れ、踵を返す。崔はさっきいた場所に立っていたが、

「何かありましたか？　クレームカードでも出されましたか？」

　いぶかしげに聞かれて、私はギクリとする。

「いや、サービスがよかったのでチップを渡しただけ。お祖父様はいつもそうされている」

　平静を装って答え、リムジンの待つ車寄せに向かってロビーを歩き出す。

　……私がフロント係に何かを渡しているのを、目ざとく見ていたのか。

　崔が見つめているであろう背中に、ゾクリと冷たいものが走る。

　……屋や敷しきに景悟が侵入した時から、崔はきっと私を疑っている。

　そう思うと、全身の毛穴がそそけ立つような寒気を覚える。

　崔は、お祖父様に心からの忠誠を誓ちかっている。もしも私がずっと裏切っていたことが解わかればなんの躊ちゆう躇ちよもせずに報告するだろうし、そうなればお祖父様は相手である景悟に確実に制裁を加えるだろう。

　……それだけは……。

　私は、小さく拳こぶしを握にぎり締しめて思う。

　……そんな事態になることだけは、絶対に避さけなくては……。







　　　　馮景悟







　……彼は、来てくれるだろうか？

　俺は、窓の外に広がる香港の夜景を見つめながら思う。

　俺が宿しゆく泊はくしているのは、馮一族の持ち物でもあるホテル・グランド・オリエント・香港。その最上階にあるプレジデンシャルスウィートだ。

　クラブ・シャングリ・ラから戻った俺は、シャワーを浴びてバスローブに着き替がえ……しかしとても眠ねむることができずに窓の外を見つめている。

　クラブ・シャングリ・ラで見た、彼の白い肌はだを思い出す。今までの俺は、愛あい撫ぶを施ほどこしながらも彼の衣類を最小限しかはだけないように気をつけていた。

　……なのに……。

　彼の頰ほおも、首筋も、腕うでの内側も……どこもかしこも傷一つなく滑なめらかで、ミルクのように白い。そして服の上から見ただけで、彼がどんなに美しい身体からだのラインをしているかが解わかる。彼の裸はだかが眩暈めまいがするほど美しいことは明白で、だから見るだけで俺は野や獣じゆうに変わりそうで……。

　……どうしても我が慢まんができなかった。

　怒いかりに任せてスラックスと下着を剝はぎ取った瞬しゆん間かん、俺は野獣に変わってしまった。彼の双そう丘きゆうの柔やわらかな肉を貪むさぼり、隠かくされた禁断の蕾つぼみにキスをし、舌と指でまさぐった。

　その蕾の感かん触しよくが鮮あざやかに蘇り、俺は湧わき上がる欲望を抑おさえようと深いため息をつく。

　彼の蕾は、注ぎ込んだ俺の唾だ液えきのせいでどうしようもなく濡ぬれていた。内ない壁へきを指で探さぐるだけで蕾は恥はずかしげに震ふるえ、俺の指をたまらなげに強く締め上げてきた。

　手のひらで握りこんだ彼の屹きつ立りつは、後孔をまさぐる俺の指に感じて強く反り返り、蜜みつを切なく溢あふれさせ、放出を望んでヒクヒクと跳はね上がっていた。

　押し広げられた、夜目にも白い双丘の肉、誘さそうように震える、ピンク色の無む垢くな蕾。そこに思うさま欲望を突き込んでしまいたくて、俺は狂くるいそうになった。

　なけなしの最後の理性を振ふり絞しぼって、欲望の矛ほこ先さきを蕾から必死でそらした。しかしどうしても我慢ができずにその内腿の間に欲望を突き入れてしまった。

　俺の欲望を、彼の柔らかな内腿の肉が包み込んだ。屹立の上面は女性ならば柔らかな性器があるであろう場所に当たっていたが、そこは彼が男性であることを示してコリコリと硬かたかった。さらに深く突き入れると俺の先せん端たんは彼の双そう珠しゆと屹立を擦こすって向こう側に露ろ出しゆつした。彼はその度たびに今にも泣いてしまいそうな呻うめきを漏らした。

　俺は何もかも忘れ、彼の内腿に欲望を突き入れ、そして驚おどろくほど大量の精を放ってしまった。彼はかすれて甘く、とても色っぽいため息を漏らしながら、その屹立から蜜を迸ほとばしらせた。

　……彼が、感じていなかったわけがない。そして彼が、愛していない男からの愛撫に感じるわけがない。

　罪悪感に押しつぶされそうになった俺は、冷たいガラスに額を押し付け、そう自分に言い聞かせる。

　……彼は、俺を愛しているんだ……。

　ホテルのドアにノックの音が響ひびき、趙の声が聞こえる。

「景悟様、夜分遅おそくに申し訳ありません。まだ起きていらっしゃいますか？」

　取り乱したところなど見たことがない沈ちん着ちやくな彼の声が、今はとても動どう揺ようしているように聞こえる。

「起きている。今、開ける」

　俺は言い、部屋を横切ってドアを開く。趙はドアの脇わきに待機している警護の人間に何かを指示していたが、俺に気づくと素す早ばやく部屋に入ってくる。

「景悟様、面めん倒どうなことになりました」

「どうした？」

　俺の脳のう裏りに、クラブ・シャングリ・ラでの会合のことがよぎる。

　……あれが誰かに知られたとか？　いや、香港と上シヤン海ハイを牛ぎゆう耳じる首領も参加した会合のことが、外部に漏もれるわけがなくて……。

「李幇の人間が、同じ中国人らしき男達に狙そ撃げきされました」

「なんだと？」

　俺の脳裏に最初によぎったのは、やはり薫月の姿だった。クラブ・シャングリ・ラに置き去りにしてきてしまったことを思い、俺はいても立ってもいられない気持ちになる。

「まさか……薫月がクラブからの帰りに襲おそわれたとか……？」

「薫月様はあのあとすぐにご自身のリムジンでお帰りになりました。景悟様のご指示通り、私がきちんとホテルまで見届けています。その点はご心配なく」

　彼の言葉に、俺は座り込んでしまいそうなほどの安あん堵どを覚える。彼は深刻な顔で続ける。

「狙撃された場所は台北市内の繁はん華か街がい、撃うたれたのは李幇の構成員です。ただのチンピラではなく、準幹部に当たる人間だったために李幇の中ではかなりの動揺が見られます。そして、狙撃したのが我が馮幇の人間ではないかとの噂うわさが広まっています」

　俺は、思わず眉まゆをひそめる。

「馮幇の人間が？　今のところ、李幇も馮幇も表面上は争う姿勢を見せていない。せっかくの均きん衡こうを破ってまで、相手の準幹部を撃つ理由などどこにもない」

「下の人間の間では、その対策に不満を抱いだいている者も多かったようです。首領はすでに犯人の調査を進めていますが……このままでは遠からず抗こう争そうはまぬがれないのではないかと」

「たしかにそうかもしれない。……すぐに台北に帰る。俺も調査を手伝おうと思う」

　俺は言ってから、薫月に『明日、同じ時間に……』と言ってしまったことを思い出す。

「薫月たちの動きは？」

「情報が耳に入ったようです。あちらを監かん視ししていた部下から、薫月様と部下達は、十分ほど前にホテルをチェックアウトし、空港に向かったとの連れん絡らくが入っています。それから……」

　趙は何かが気になるような顔で、

「薫月様は、何かメモのようなものをフロントに預けていたと。誰だれかに渡わたしてくれと言っていたようだとの報告が」

　俺の心臓が、トクン、と高鳴る。

「すぐに荷物をまとめろ。空港に向かい、台北に戻もどる」

　俺が言うと、趙は胸に手を当てて深い礼をする。俺は、

「空港に行く前に、彼が泊とまっていたホテルに寄って欲しい。彼が俺へのメッセージを残しているかもしれない」

　趙は、何か言いたげな顔をするが、黙だまってうなずいた。そして準備をするために足早に部屋を出て行った。俺はバスローブを脱ぬぎ捨てて服を身につけながら、薫月の気持ちを思った。

　……可哀かわい想そうに。きっと撃たれた構成員のことを心配しているだろう。







　　　　李薫月







　黄が狙撃された後。さらに三件、李幇の構成員が狙撃される事件が続いた。台湾はますます切せつ迫ぱくした空気に包まれている。

　私の祖父は、馮幇の仕し業わざだと言って激げき怒どしている。それが噂になって伝わり、馮幇は濡ぬれ衣ぎぬを着せられたとやはり激怒している。このままでは抗こう争そうもまぬがれないかもしれない。

「馮幇の仕業だと決め付けるのは、あまりにも早すぎます！」

　李家の本家の屋や敷しき、緊きん急きゆうに開かれた幹部会。私は立ち上がり、祖父に向かって言う。

「信しん憑ぴよう性せいに欠ける目もく撃げき情報があるだけで、まだなんの証しよう拠こも出ていない！　きちんと調査すべきです！」

　怒いかり狂った顔の祖父が、椅い子すを蹴けって立ち上がる。

「おまえは馮の息子むすこと知り合いなんだろう？　きっと丸め込まれているに違ちがいない！」

「違います！　私は……」

「今すぐにでも、首領と幹部を殺す！　構成員を狙撃した上に、大切な次期首領までも丸め込むなんて！　彼らは我が李幇の誇ほこりを汚けがしたんだ！」

　これほどに怒り狂った祖父を見るのは初めてで、私は思わず青ざめる。

「薫月様、あなたがいては首領は激げき昂こうされるばかりです」

「私達が、なんとかしますから」

　幹部達に言われて、私は幹部会の開かれている部屋から出る。

　……どうすればいい……？

　私は廊ろう下かに立ち尽つくしたまま、深いため息をつく。

　……このままでは、景悟までもが……。

「薫月様」

　続いて部屋を出てきた崔が、私に言う。

「私がとりなせばきっとわかってくださるかと思います。このままでは台湾は抗争に巻き込まれ、あなたの友人のミスター・馮の命も危ない」

　崔の言葉に、私は最後の希望を見み出いだした気がする。

「頼たのめるか、崔？」

「もちろんです。しかしそれにはいくつかの条件があります。……まず、私を右みぎ腕うでとして、ずっとおそばに置いてください」

　崔の目がギラリと光ったように見え、私はなぜか背筋に寒いものを感じる。

「そして第二に……」

　彼の手が私の腕を捕つかまえる。

「あの男などと別れて私のものになってください」

　彼の言葉に、私は愕がく然ぜんとする。

「どうしてそんなことを……」

「初めて見たのはあなたが十二歳の時。その時からあなたのことをお慕したいしていました」

　彼が私を引き寄せ、獰どう猛もうな声で囁ささやいてくる。

「なのにあなたは私を振ふり向いてくれたことすらない。それどころか私が目を離した隙すきにあんな男に抱かれてしまった。クラブ・シャングリ・ラであの男のものになったでしょう？　絶対に許せない」

　彼の言葉と狂きよう気きを含ふくんだ目に私は愕然とする。

「驚おどろいていますね。あなたの上着に盗とう聴ちよう器きを仕し掛かけておきました。全部聞いていたんですよ」

　その言葉に全身から血の気が引く。

「屋敷では定期的に検査が入り、盗聴器を仕掛けられていないか調べられる。だからここでは無理でしたが……香港に行ってくれたのは好都合でした。喘あえぐあなたの声にとても興奮しましたよ」

　私は思わず後あと退ずさるが、彼に腕を摑つかまれてもう逃にげられなくなる。

「でも私ならもっとあなたを感じさせることができる。なぜならずっと前からあなたのことだけを見ていたからです」

　彼は私の腕を摑んだままで森のように広い庭を歩く。そして、木々の向こうに見える離はなれまで、私を連れて行く。

　祖父の気に入りである崔は、この本家の離れに一人で住まわせてもらっていた。彼は私を引きずるようにして、ドアを入る。

　彼の部屋のリビングは、かなり贅ぜい沢たくな造りだった。一面に本ほん棚だながあり、そこにはたくさんのアルバムが並んでいた。彼はその中から数冊のアルバムを取り出す。

「これを見ていただければ、私がどれほどあなたを思っているか、わかっていただけると思います」

　彼が開いたそれを見て、私は思わず青ざめる。

　……なんなんだ、これは……？

　そこには、隠かくし撮どりされたらしい私の写真がびっしりと貼はられていた。

　……台湾に戻ってからだけでなく、アメリカ時代のものもある。

　景悟と一いつ緒しよに道を歩く私、図書館で勉強をする私……ニューヨークで住んでいたマンションの室内を、望遠レンズを使って窓の外から撮とられたものもかなり多い。

　着き替がえ中の、ほとんど全ぜん裸らの自分の写真を見て、吐はき気を覚える。

　……なんてことだ……。

　さらに、写真の脇わきには、細かな字でびっしりと私の行動や崔の感想が書き記してあった。『彼を抱だきたい。この肌はだに触ふれたい』。その言葉を見て、私は激しい眩暈めまいを覚える。

「探たん偵てい事務所の人間を雇やとって、写真をずっと撮らせていました。途と中ちゆうであなたに夢中になったのでその男はハドソン川に沈しずめてしまいましたけれどね」

　崔が楽しげに言う。彼の目の光は尋じん常じようではなく、私は全身から血の気が引くのを感じる。

「私を……そんなに抱きたかったのか？」

　私の唇くちびるから、かすれた声が漏もれた。

「当然です」

　彼は私の目の前に立ち、私を舐なめるように見回す。

「こんなに美しいあなたを抱きたくならない男がいるわけがない」

　私は吐き気をこらえて、彼に問いかける。

「最近になって急に起こり始めた李幇への襲しゆう撃げき……それもおまえの手によるものか？」

　私の言葉に、彼は楽しそうに笑う。

「さすがあなたは頭の回転が速い。……そうですよ。私の子飼いの部下にやらせています」

「……なんてことを……」

　私は愕然と呟つぶやく。

「……今すぐ、祖父にそれを……」

「首領は、あなたの言葉よりも私の言葉を信じるでしょう」

　彼は可笑おかしそうに笑いながら、私に言う。

「馮家の息子がどんなに非道な男か、偽にせの報告書を何度も提出しておきましたから」

「そんな……」

　彼は私に歩み寄り、いきなり私を抱き上げる。

「あなたのできることはただ一つ。私に抱かれることです」

　囁かれるいやらしい声に、眩暈がする。尋常ではない光を放つ目で見つめられて、恐おそろしさのあまり動けない。

　……彼は、平然と人を殺し、さらにこの台湾を抗争に巻き込んでも平気な人間で……。

　呆ぼう然ぜんとする私を彼は軽々と運び、ソファの上に押し倒たおす。

「この台湾と、李幇、そしてあの男の命を守りたかったら……私のものになってください」

　彼が顔を下ろし、私の頰ほおを舐め上げる。ヌルヌルとした舌が滑すべって首筋を舐め回し、私はあまりの嫌けん悪おに息を吞のむ。

「あなたは私の美しい奴ど隷れいだ。一生、可愛かわいがってあげます」

「……嫌いやだ……」

　私の唇からかすれた声が漏れた。

「……景悟以外の誰だれかに抱かれるなんて、絶対に嫌だ……」

「何を言ってるんですか？　これだけ色っぽいんだ。どうせニューヨークでは、いろいろな男と、ヤリまくってきたんでしょう？」

　彼の可笑しそうな声が、私の怒いかりに火をつける。そのせいで、やっと正気が戻もどってくる。

　……そうだ、怯おびえている場合ではない……。

「それなら私のことも楽しませ……グウッ！」

　私の膝ひざが鳩尾みぞおちに食い込み、崔がうめき声を上げる。

「この下げ衆すが！」

　私は叫さけんでソファを下りようとし……しかし腕を摑まれて動けなくなる。

「おとなしく抱かれたらどうなんだ、この淫いん乱らんが！」

　パアン！

　彼の手が上がり、私の頰が、思い切り張られる。容よう赦しやない力に、私はソファに倒れ込む。

「いや、そういえばあなたは、痛いほうが好きだった」

　崔が、私のネクタイを解きながら言う。

「たしか、馮家の息子むすこに嚙かまれて、それだけでイッたんですよね？」

　その言葉に、血の気が引く。

　……ああ、彼は本当に私と景悟のことを盗とう聴ちようしていたんだ……。

「まったく、とんでもなくいやらしいんだな。抵てい抗こうするのはわざとか？」

　彼は嬉うれしそうに言い、私の両手首をひとまとめにして摑む。逃げようと抵抗するけれど、容赦ない力でとても振りほどけない。

「……くそ、放せ……！」

「そんなふうにしても、煽あおるだけですよ」

　彼は可笑しそうに言って、私の両手首をネクタイできつく縛しばる。そのままソファに押し倒されて、私は恐きよう怖ふに喘ぐ。

「ああ、無力なあなたは本当に綺き麗れいだ」

　彼の手が、私のワイシャツの前立てを摑つかむ。そして思い切り引き裂さいてしまう。

「……ああっ！」

　私の上半身が、空気に触れる。彼は私の胸に下がる指輪を見下ろして、にやりと笑う。

「お二人がこれを買ったいきさつも知っていますよ。小学生ではあるまいし、くだらない」

　私の心の中に、激しい悲しみと怒りが湧わき上がる。

「さて、この私に、すべてを捧ささげてもらおうか」

　彼がいやらしい声で言って、私のスラックスのベルトを外す。前立てのボタンを外し、ファスナーをひき下ろし……。

「助けてくれ！　景悟！」

　私の唇から、本気の叫びが漏れた。

「おまえを愛してる！　おまえ以外の男に抱かれるのは嫌だ！」

　パアン！

　崔の手が、私の頰をまた激しく叩たたく。

「……うっ」

　私のスラックスと下着が摑まれ、一気に引き下ろされる。下半身が空気にさらされる感覚に、私は血の気が引くのを感じる。

「ああ、なんて美しいんだ。想像以上だ」

　崔が私を見下ろし、うっとりとした声で囁ささやく。そして、自分のスラックスのファスナーを性急に下ろす。

「助けてくれ！　愛しているんだ、景悟ーっ！」

　私が思い切り叫んだ瞬しゆん間かん、ドアの外から声が聞こえた。

「薫月！」

　そして、ドアが、外側から乱暴に蹴けり開けられる。

　バアーン！

　壁かべに当たり、撥はね返るドアを、立ちはだかった男が手のひらで受け止める。

　外からの逆光を背にして立っているのは、私が待ち焦こがれていた景悟の姿だった。彼の後ろには、なぜか私の警護担当である侯、そして香港のクラブ・シャングリ・ラで会ったあの華という男までが立っていた。

「……薫月……」

　景悟は、裸はだかにされた私を、信じられない、という顔で見つめる。

　それから、初めて見るような怒りのオーラを燃え上がらせながら崔に近寄り、彼の襟えりを摑んで私の上から引き剝はがす。

「……俺の薫月に、何をしようとしていた……？」

「俺の、だと？」

　崔が言い、強がるように唇に笑えみを浮うかべてみせる。

「薫月のすべては私のものだ。彼が少年の頃ころから、私はずっと彼を近くで見守ってきた。私には、彼を犯おかす権利が……」

「この下衆が！」

　景悟が叫んで右手を引き、強きよう烈れつな拳こぶしを崔の頰に叩き込む。鈍にぶい音がして、崔の身体からだが壁かべ際ぎわまで吹ふき飛ぶ。後頭部を壁に強打し、そのままズルズルと床ゆかに滑り落ちる。

　景悟は無表情のまま崔に歩み寄り、彼の襟首を摑む。そしてそのまま、何発も殴なぐり続ける。

「景悟、そろそろやめておけ」

　華氏がスマートな見かけによらない力で景悟を止める。

「この男には余罪がたっぷりありそうだ。せっかくの容疑者が、死んでしまってはもったいないからな」

　可笑しそうな声で言われて、景悟はやっと我に返った顔になる。呆然と座り込んでいる私を見下ろし、足元にひざまずいて手首のネクタイを解いてくれる。

「薫月、無事でしたか？」

「ああ……なんとか」

　私はやっと我に返り、情けなく脱ぬがされていた下着とスラックスを身につける。ボタンの吹き飛んだワイシャツを搔かき寄せると、景悟が上着を脱いで、私に着せ掛かけてくれる。

　それから驚いた顔で私の頰を見つめる。

「赤くなっている。まさか、叩かれたんじゃ……!?」

「そうだが、大したことはない。私は李幇の次期首領だぞ」

　景悟が何か言いたそうにし……それから深いため息をつく。

「あなたが無事で、本当によかった。あなたがこんな目に遭ったことが、本当に悔しいけれど」

　景悟が涙なみだ目めになっていることに気づいて、私は彼のことが愛いとおしくて愛おしくてたまらなくなる。　>>>♥

「助けてくれてありがとう、景悟」

「薫月」

　私は彼と見つめ合い……それから、それどころではない、と思う。

「この男のせいで、李幇と馮幇が……」

「それなら大だい丈じよう夫ぶだ」

　華氏が言って、上着のポケットからＣＤ─ＲＯＭを取り出してみせる。

「この男の行動が怪あやしいことは、すでに調査済みだった。私の部下が、君をずっと警護していたからね」

　彼は磨みがかれた靴くつで、失神している崔の頰を容赦なく踏ふみつける。

「この下げ劣れつな男が、君をストーカーのように追い続けていたことも知っている。先ほどの言葉も録音済みだ」

　彼の言葉に、私は驚おどろいてしまう。

「どういうことなんですか？　あなたはいったい誰なんです？」

「私は、ＩＣＰＯ香港支部の捜そう査さ官だ。君の警護の責任者だったこの侯、景悟の警護に当たっていた趙、ニューヨークのイタリアンバールのバリスタのロッソ、台北の茶芸館とニューヨークのデリでバイトをしていた王、すべて私の部下だ」

「それって……本当に？」

　私が言うと、景悟がうなずく。

「親おや父じはこの華氏と知り合いで、彼に頼たのんで部下を借り、ニューヨークにいる間、俺の警護をしてもらっていたんだ」

　景悟が、何かを思い出すように、深いため息をつく。

「そのうちに、あなたが何者かに常に尾び行こうされていることに気づいた。あなたのような美人に恋こい焦こがれる男は多く、そういう男の一人かとも思ったが、盗とう撮さつをしている様子があった」

「それは、崔が言っていた、探たん偵てい事務所の男……？」

「俺の力では、そこまではわからなかった。崔がたまにニューヨークに現れては、こっそりと君を尾行していることならわかった。それから、あなたによく似たアジア系の青年達を買ってはサディスティックに抱だいていたことも」

　その言葉に、私は改めて寒気を覚える。華氏が、

「途と中ちゆうから、調査は私が引き継ついだ。そして盗撮をしていた男が、三流探偵事務所の人間だということを調べ上げた。しかしその直後、その男は死体で発見された。いたずらに怖こわがらせてもいけないので、景悟にもすべては知らせなかったけれどね。侯は君の警護の責任者を務めると同時に、殺人事件の捜査も進めていたんだ」

　侯がうなずき、続きを話す。

「ミスター・華からの命令で、私はこの屋や敷しきに潜せん入にゆうしていました。そして崔が怪しいことに気づきました。ですが……まさかこんなことをしているとは」

　床に開いたまま落ちているアルバム、そこに挟はさまれた私の裸同然の写真を見て、侯が眉まゆ根ねを寄せる。私は呆ぼう然ぜんとしながら景悟を見上げる。

「私はずっと、守られていた？」

　私が言うと、景悟はうなずき、それから言う。

「ニューヨークで会ったあなたは、あまりにも危なっかしかった。しかもあなたをさまざまな男が追っていた。……俺の気持ちは、迷めい惑わくだったかもしれませんが」

　つらそうな言葉に、私の胸が熱く痛む。

「愛してるという言葉を、聞いただろう？」

　私の言葉に、景悟はハッと顔を上げる。

「ニューヨークにいる頃から、ずっと愛していた。でも、私は中国マフィアの後こう継けい者。おまえとは違ちがう世界の人間だと思った。だから姿を消した。……ずっと一いつ緒しよにいたいという言葉は、私の夢だった」

　景悟は驚いたように目を見開く。

「まるで犬みたいに人ひと懐なつこくて、面めん倒どう見みがよくて、正義漢で、優やさしくて……」

　私の視界が、ふわりと曇くもる。頰ほおを、熱い涙が滑すべり落ちる。

「おまえみたいな男を、愛さずにいられるわけがないだろう？」

　私の身体が、いきなり強く抱き締しめられる。

「薫月……本当に？」

「本当だ。愛している、景悟」

　私は手を上げて、彼の背中にそっと手を回す。彼は私を強く抱き締め、それからいきなり私の身体を抱き上げる。

「うわっ」

　思わず彼の首に手を回した私に顔を近づけ、チュッとキスをする。

「我が慢まんできない。二人きりになりたい」

　彼の言葉に、私の胸がまた痛む。

「ちょっと待ってくれ。私たちはまだ敵同士だ」

　私の言葉を聞いた景悟は、いきなりにっこりと笑う。

「それならいい方法があります。敵同士じゃなくなればいい」

「え？」

　彼は私の顔を覗のぞき込み、そして言う。

「李幇と馮幇を敵同士ではなくせばいいんです。俺たちにならできる」

　彼は華氏を振ふり返って言う。

「協力してくださいますね？」

　華氏は肩かたをすくめて言う。

「協力しよう。君達が、この台湾を平和にしてくれると約束するならね」







　　　　馮景悟







　俺と薫月は、台北市内を見下ろせる高層ホテルの最上階にいた。

　ここは馮家の持ち物であるホテル・グランド・オリエンタル・台北。その最上階のプレジデンシャルスウィートだ。

　ベッドルームに置かれたキングサイズのベッド。二面に切られた全面の窓から、台北の美しい夜景が広がっている。

「へえ、綺き麗れいなものだな」

　夜景に見とれるふりをする彼の耳たぶは、美しい桜色に染まっていた。

「薫月」

　俺は彼の華きや奢しやな肩をそっと摑つかんで振り返らせる。

「……あ……っ」

　彼の目は潤うるみ、その唇くちびるはキスを待つように赤く染まって震ふるえていた。

「……薫月……」

　俺は愛いとおしさに耐たえきれなくなり、彼の唇を奪うばう。そして手を伸のばし、その軽い身体からだを腕に抱き上げる。

「……景悟……」

　彼をベッドまで運び、彼の身体を覆おおうすべてのものを剝はぎ取る。

「……あ……っ」

　乱れるシーツの海の中、彼の滑なめらかな裸ら体たいが、月明かりに浮うかび上がっている。

　少し怯おびえたように見上げてくる漆しつ黒こくの瞳ひとみ。その唇は誘さそうように微かすかに開き、透すき通るように白い頰は、今は羞しゆう恥ちのバラ色に染まっている。

　露あらわになった彼の身体は、細く、しなやかで、美しい蔓つる植物を思わせた。

　女性のものとは違うしっかりと張った肩。華奢な鎖さ骨こつ。ほっそりと伸びた腕。

　平らな胸の先に尖とがっているのは、頰と同じくバラ色に染まっている小さな乳ち首くび。両方の乳首の間には、煌きらめくシルバーのチェーンと、指輪が光っている。

　引き締まったウエスト、少年のように華奢な腰こし骨ぼね、すらりと長い脚あし。

　そして彼の下腹には、微かに震えながら勃たち上がる、彼の欲望がある。

　その光景は見とれるほどに美しく、そして俺を際限なく欲情させる。

「……あまり見るな」

　彼は恥はずかしげに言って、さらに目を潤ませ、そっと俺から目をそらす。

「私は男だし、少しも美しくないから……」

「あなたは本当に美しいです」

　俺は彼の頰を手のひらでそっと包み込み、視線を俺に戻もどしながら囁ささやく。

「俺に、あなたのすべてをください」

　彼の唇から、小さく息が吸い込まれた。彼はさらに目を潤ませ、それからつらそうな顔になって言う。

「本当に、私などでいいのか？」

「え？」

　あまりにも意外な問いに、俺は思わず聞き返す。彼は私を強い視線で真っ直すぐに見つめ、

「おまえは馮家の直系の男子。伴はん侶りよをめとり、子供を儲もうけるのが義務ではないのか？」

　彼の顔が不思議なほど悲しげに見え、俺は思わず顔を下ろし、彼の唇にそっとキスをする。

「それはあなたも同じことでは？　しかもあなたには兄弟がいない」

　俺が言うと、彼は小さくうなずく。

「そうだ。私には結けつ婚こんをし、跡あと取とりを作る義務がある。だが……」

　彼は言葉を途と切ぎれさせ、頰を包み込んだ俺の手の上にそっと手を重ねてくる。

「私はもう、おまえ以外の人間を愛することはできない」

「……薫月……」

　俺は胸が熱くなるのを感じ……そしてあることを思い出す。そして自分の首に手を回し、後ろにある金具を外す。

「……あ……」

　ワイシャツの襟えり元もとから、チェーンを引き出す。それを見て、彼は驚おどろいたようにベッドの上に起き上がる。俺は指輪をチェーンから外し、それを彼の手の上に載のせる。

「これ……ちゃんと持っていたのか？」

「当然でしょう。あなたとお揃そろいなんですよ？」

　俺は言って、今度は彼の首の後ろに手を回し、チェーンの金具を外す。指輪をチェーンから外し、彼の手のひらにそっと置く。

「愛していると言ってくれた。指輪も、はめてくれますか？」

　俺の言葉に、彼はふわりと頰を染める。

「いいよ。だが、二人きりの時だけだぞ？」

　俺は胸を熱くしながら、彼の手のひらから小さな方の指輪を取る。

「愛しています、薫月」

　囁いて、彼の左手の薬指にそれをはめる。薫月は目を潤ませてそれを見つめ……それから大きな方の指輪を取り上げ、俺の左手を取る。

「愛している、景悟」

　囁いて、俺の左手の薬指にリングをはめてくれる。俺は両手で彼の頰を挟はさみ、愛おしさに耐え切れなくなって唇を奪う。

「……んん……っ」

　彼の唇から、甘い呻うめきが漏もれる。俺はもう我が慢まんできなくなって彼をもう一度ベッドの上に押し倒たおす。

「……あ……っ！」

　そのピンク色の乳首にキスをし、もう片方の乳首を指先で愛あい撫ぶする。

「……ああ、ああ……っ」

　彼のしなやかな足が、たまらなげにシーツを蹴ける。舌と指先で愛撫を続けると、彼の乳首は硬かたく尖り、ベリーのように赤みを増す。

　俺は手を滑すべらせ、彼の平らな腹を撫なで下ろす。そして、切なく震える彼の屹きつ立りつを手のひらに握にぎり込む。

「……ああ……っ」

　彼は喘あえいで、その先せん端たんからトロリと蜜みつを溢あふれさせてしまう。

「もう感じてるんですか？」

　俺は囁き、ヌルヌルに濡ぬれている彼の屹立をゆっくりと扱しごき上げる。クチュ、という濡れた音が響ひびき、彼の身体が反り返る。

「ああ……なんていけない人なんだろう。こんなに硬くして、しかもこんなに濡らして」

　囁きながら、速度を上げて愛撫する。彼は震え、甘い声を上げて悶もだえ……。

「……くうっ……」

　彼の背中が反り返り、その先端から白い蜜が激しく迸ほとばしった。俺はそれを手のひらで受け止め、濡れた手のひらを、彼の両方の内うち腿ももの間に滑り込ませる。

「……そこじゃ、ダメだ……」

　速い呼吸の下、彼が消え入りそうな声で囁いてくる。

「……ちゃんと、挿いれてくれ……」

　俺は彼が何を言っているのか解わからずに少し考え、それから思わず微笑ほほえむ。

「もちろん。あの夜のように腿で擦るだけじゃ、もう満足できません」

　手をさらに深くまで滑り込ませ、彼の蕾つぼみを探さぐる。ヌルヌルに濡れた指は、クチュ、という微かな音を立ててその花弁の中に吸い込まれる。

「……あ……あ……」

　彼は濡れた内腿で俺の手を擦り上げ、その蕾を震わせる。

「いい子だ。もうトロトロじゃないですか」

　指先を、彼の内ない壁へきの敏びん感かんな場所に当てる。刺し激げきするために震わせると、彼の喘ぎがひときわ高くなり、その屹立がギュッと反り返る。

「……あ、欲しい……」

　彼の蕩とろけた蕾が、指を締しめ付ける。彼の濡れた唇から、かすれた囁きが漏れた。

「……景悟、おまえが欲しい……」

「……薫月……」

　俺は我慢できなくなって指を引き抜ぬくと、その美しい腿を大きく押し広げる。そして震ふるえる蕾に屹立を押し当てる。

　ゆっくりと腰こしを進めると、彼の熱い蕾はトロリと柔やわらかく解け、俺の先端を受け入れる。

「……もっと挿れて……」

　薫月が潤うるんだ目で俺を見上げ、切ない声で、俺を煽あおる。

「……もっと深くまで、挿れて……」

「ああ、なんていけない人だ」

　俺は彼の脚を高く抱かかえ上げ、そしてその蕩けた蕾に欲望を深く突つき入れる。

「アアッ！」

　彼の熱い内壁はまるでオーダーメイドで作られたかのように俺の形をぴったりと包み込み、震えながら強く締め上げてくる。彼が与あたえてくれるその快感に、目が眩くらみそうになる。

「動きます。いいですか？」

「……動いて。激しくして欲し……アアッ！」

　彼の言葉が終わらないうちに、俺は激しい抽ちゆう挿そうを開始する。

「……あ……あぁ……あぁ……っ！」

　突き上げるたび、彼は甘い甘い声で喘ぎ、反り返る屹立から先走りの蜜を振ふり零こぼす。

　俺は手を伸のばして彼の屹立を握り込み、ヌルヌルに濡れているそれを扱き上げる。

「……ダメだ……景悟……！」

　彼がかすれた声で懇こん願がんする。

「……また……イッてしまう……！」

「イッていい」

　俺は囁き、何もかも忘れてその甘かん美びな蕾を奪うばう。

「あなたがすごすぎて、俺ももう、限界です」

「……あ、景悟……景悟……！」

　月明かりの下、強く突き上げられる彼の身体からだが、色っぽいバラ色に染まっている。

　俺の動きに合わせてベッドが激しく揺ゆれ、彼の喘ぎが速くなる。

「……愛してる、景悟……！」　>>>♥

　彼の背中がキュッと反り返り、その屹立の先端から、ビュクッ！　と勢いよく蜜が迸った。

「……く、ううう……っ」

　彼はビクビクと震えながら蜜を放ち、そしてその蕾で俺を強く締め上げる。

「愛しています、薫月」

　俺は心から言い、きつく収縮してくる彼の熱い内壁を、激しく突き上げる。そして、快感に目の前を白くしながら、その最さい奥おうに、ドクン、ドクン！　と蜜を撃うち込んだ。

「……あ、ああっ！」

　薫月が甘く喘ぎ、内腿を震わせながら、搾しぼり出すように蜜を溢れさせる。俺はたまらなくなって、つながったまま彼の身体をしっかりと抱だき締める。

「愛しています、薫月。ずっと一緒にいてください」

　心から囁ささやくと、薫月は俺の背中にそっと手を回してくれる。

「愛してる、景悟。ずっと一緒にいてやるから感謝しろ」

　俺は愛いとおしさに胸を熱くしながら、その唇くちびるに深いキスをする。

「……んんっ！」

　動いた拍ひよう子し、打ち込んだままの屹立が、グリッと彼の内壁をえぐる。彼の唇から、甘い声が漏れ……俺の欲望をまた煽ってくる。

「抜かずに、このままもう一度……いいですか？」

「……そんなこと聞くな、バカ……」

　彼が潤んだ目で俺を見上げてくる。彼の目元は、色っぽい桜色に染まっている。

「……したければ、すればいいだろ……？」

　その冷たい言葉がただの照れであることを示すように、彼の内壁が、キュウン、と切なく俺を締め上げてくる。

「したいです。死にそうなほど」

　俺は囁いて、彼の甘い甘い唇に、心を込めてキスをする。そして驚おどろくほど激しい彼への愛に、胸を燃え上がりそうなほど熱くする。

　……ああ、愛している人と一つになるのは、こんなにも幸せなことだったのか……。
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「……したければ、すればいいだろ……？」

　私は羞しゆう恥ちをこらえながら、彼に囁く。その言葉がただの強がりであることを示すように、私の内壁が、キュウン、と強く彼の屹きつ立りつを締め上げてしまう。

「したいです。死にそうなほど」

　彼がかすれた声で囁いて、私の唇にそっとキスをする。

　……ああ、私も……。

　唇と、そして内側で彼の燃え上がりそうな熱さを感じながら、私は思う。

　……死にそうなほど、彼が欲しい……。

「動いても、いいですか？」

　彼が唇を触ふれさせたままで囁いてくる。

「好きにしろ」

　私が言うと、彼は苦笑して、

「まだ強がりを言う余よ裕ゆうがあるんですね。本当に憎にくらしい。身も世もなく悶もだえさせたくなる」

　彼の手が、たっぷりと濡ぬれてしまった私の両方の乳ち首くびをそっと摘つまみ上げる。

「……ンッ！」

「ここがとても弱かったですよね。まだ愛あい撫ぶが足りないですか？」

　囁きながら、両方の乳首を指先でくすぐってくる。ヌルヌルとしたその感かん触しよくに、足先から快感がせり上がってくる。

「……う、くう……っ」

「あなたの身体はまだセックスに不慣れだから、軽い刺し激げきに弱いんですね。じゃあ、あまり激しくしたらかわいそうかな？」

　深く貫つらぬいていた屹立が、ゆっくりと私の中から出ていく。たっぷりと注がれていた蜜みつが、二人の接点からトロトロと溢あふれ出して私の尻しりを伝い、シーツを濡らす。

「……待て、抜く、な……っ」

　その感触にも、不思議なほどに感じてしまう。私は内ない壁へきを震わせ、蕾で彼の屹立をきつく締しめ上げる。

「どうして？　あなたの蕾はとても狭せまくて、俺のものをキュウキュウに頰ほお張ばってしまってる。これ以上は、もうきついのでは？」

　彼の逞たくましい欲望。その硬かたくせり出した部分が、入り口近くの私の敏びん感かんな部分を通過する。

「……あ、あ……っ」

　私の唇から、恥ずかしいほど濡れた声が漏もれた。

「……そこ……っ」

「ん？　ここ？」

　彼がその段差の部分で、私の内壁を擦こすり上げてくる。身体の深い部分から湧わき上がる電流が、私の身体を激しく貫く。

「……は、ああ……ダメ……っ」

　私の足指が、きつくシーツを蹴ける。放出したばかりの屹立が、私の腹の上でビクンと跳はね上がる。

「どうしました？　急に可愛かわいくなってしまって。ここがそんなにイイ？」

　彼は囁きながら、途と中ちゆうまで抜ぬいた格好のまま、焦じらすように腰こしをゆるく動かしてくる。プチュプチュという淫みだらな音が漏れ、彼の欲望の蜜が二人の接点から流れ落ちる。

「……あ、あ、あ……っ！」

　私の内壁の敏感な一部分を、彼の張り出した部分が刺激している。その指先が、私の両方の乳首をヌルヌルと揉もみこんでくる。激しい快感が身体を痺しびれさせ、私の屹立の先せん端たんから、熱い先走りがとめどなく溢れ出す。

「……あ、ああ……ああ……っ！」

　私の蕾が、たまらなげに震ふるえながら、彼の逞しい欲望を締め付けている。

「すごい。キュウキュウ締め付けてくるよ。俺の欲望で、そんなに感じてくれているんだ？」

「……ん、やあ……ああっ！」

　あまりの快感に頭に靄もやがかかり、私の唇からは喘あえぎが漏れ続けている。

「可愛い、もっと可愛いところが見たい」

　彼が、蜜に濡れた指で私の顎あごをそっと持ち上げる。

「うんと感じさせたい。うんと汚よごしたい」

　囁いて、私の唇にそっとキスをする。

「俺だけのものだという証しよう拠こを、刻み込みたい」

　焦らすようにゆるく腰を動かされて、私の内壁が、彼をきつく食い締める。

「……も……ダメ……」

　私の唇から、喘ぎにまぎれた切れ切れの言葉が漏れる。

「……お願いだ……深く抉えぐって……あっ！」

　私の言葉が終わらないうちに、彼の屹立が私を激しく貫いた。

「アッ！　アッ！　アアッ！」

　そのまま激しく抽ちゆう挿そうされて、目の前が真っ白になる。

「ダメだ、もっと苛いじめようと思ったのに……」

　景悟が、私を激しく犯おかしながら、かすれた声で囁いてくる。

「……俺のほうが、もう限界です……」

　私は重い瞼まぶたを開き、自分の上にいる男を見上げる。彼の目は閉じられ、その男らしい眉まゆが苦しげに寄せられている。欲望の滲にじんだそのセクシーな表情に、私の胸がギュッと強く痛む。

「……来い……」

　私は彼の肩かたに顔を埋うめ、そっと目を閉じながら囁ささやく。

「……私の中に、おまえのすべてを注いでくれ……」

　彼が小さく呻うめき、そして我を忘れたようにその動きをさらに激しくする。

「……アア、アア、アア……ッ！」

　私の唇くちびるから、信じられないほど甘い喘ぎが漏れ、高い天てん井じように響ひびいている。力の抜けた唇の端はしから、あたたかな唾だ液えきが溢れてゆっくりと顎に伝う。

「愛しています、薫月」

「……愛している、景悟……」

　私達は抱だき合い、囁き合い、そして同時に屹立から欲望の蜜を激しく迸ほとばしらせる。

「まだ許しません。二人の蜜が涸かれるまで」

　景悟が囁き、私の身体からだを抱き締める。そして私達は再び快楽の中に巻き込まれる。

　……ああ、愛している人と一つになるのは、こんなにも幸せなことだったのか……。
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　私が景悟と気持ちを通い合わせた夜から、一カ月後。李幇と馮幇は、香港で極ごく秘ひの話し合いの場を持つことになった。

　クラブ・シャングリ・ラの一階フロアには大型のプロジェクターの完備されたミーティング用の広い個室があった。オーナーの協力で、今はそこに、私と景悟、二人の首領、さらに景悟の兄上を始めとする両ファミリーの幹部達がズラリと並んでいる。

「以上が、崔が自供した時の映像です。普ふ段だんなら部外者にはお見せできないのですが」

　華捜査官が言いながら、プロジェクターの電源を切る。

「とりあえず今回は例外ということで。……ご納なつ得とくいただけましたか？」

　彼は言い、両方の首領の顔を見比べる。両方の首領はまだ呆ぼう然ぜんとした顔をしていたが、

「納得しました」

「私もです。ご協力ありがとう、華捜査官」

　二人ともうなずき、私はホッと安あん堵どのため息をつく。

「それにしても……」

　私の祖父は、怒いかりに少し青ざめた顔で言う。

「二つのファミリーを争わせようとしただけでなく、薫月をストーカーのように付け回していたとは……なんという男だ……」

　祖父は顔を上げ、馮幇の首領の顔をじっくりと見み据すえる。

「あなたの息子むすこさんのおかげで、我が孫の薫月は守られた。お礼を言わなくてはなりません」

　祖父の言葉に、馮幇の首領は驚おどろいた顔をし、それから少しばつの悪そうな顔になる。

「薫月さんが心配だったとはいえ、景悟が彼のお屋や敷しきに不法侵しん入にゆうしたこともあったようで……その点をまずは謝罪しなくてはいけません」

　その言葉に、祖父は申し訳なさそうな顔になって言う。

「その時に崔のつれてきた番犬が景悟さんを嚙かんだとか。まずはその点を……」

「コホン」

　景悟が咳せき払ばらいをして、謝罪合戦になりそうな二人の言葉を遮さえぎる。

「ケガはほんのかすり傷でしたし、あのドーベルマンたちはぼくの部下がきちんと教育しなおしています。すっかり温和になったようですよ。それはもう気になさらないでください。薫月さんは大学時代の先せん輩ぱいでしたし、今でも彼のことはとても尊敬しています。守るのが当然です」

　その言葉に、祖父は感激したような顔をする。景悟がこちらをチラリと見たことに気づき、私は彼の父親と兄のほうに視線を移す。

「屋敷への不法侵入のことは、どうかお気になさらないでください。大学時代にはよく部屋を行き来して勉強を教えあっていたので、その感覚が抜けなかったのです。……彼は私を危険から守ってくれました。彼の勇気に、私は言いようのないほどの感謝をしております。そしてこうして彼に再び出会えたのは何かの深いご縁えんだと思っております」

　私の言葉に、彼の父親と兄上はやはり感激したような顔をする。彼の兄上が私を呆然と見つめたままで呟つぶやく。

「……美しいだけでなく、なんという優やさしい人なのだろう……」

　彼のどこかうっとりとした声に、景悟が頰ほおを引きつらせる。いきなり立ち上がって、

「ぼく達は、馮幇と李幇がお互たがいに協力し合い、台湾を今よりももっと平和にできればと望んでいます。幸いなことに、ぼくも薫月さんも法律の専門家でもありますし。……薫月さん」

　言って私に向かって手を差し伸のべる。

「そのために、いろいろとご相談があるのですが。両家の首領も納得してくださったようだし、先に失礼しましょうか」

　チラリとセクシーな流し目をされて、鼓こ動どうが速くなる。

　このミーティングのためにいろいろと動いていた私達は、この二週間、ほとんど会うことができなかった。さっきミーティングルームに入る時、景悟からある言葉を囁かれた。「今夜は逃にがしません」と。その言葉を思い出すだけで、頰までが熱くなる。

「ああ、そうだな。……申し訳ありませんが、お先に失礼します」

　私が椅い子すから立ち上がると、なぜか彼の兄上までが立ち上がろうとする。

「それなら私も同行します。こんなに美しい薫月さんを、弟だけに任せるのは心配だ」

「兄さん」

「ミスター・馮」

　景悟の声と華捜査官の声が綺き麗れいに重なる。華捜査官が、

「実は、お二人につける新しい警護のことでご相談が。もう少しよろしいですか？」

　可笑おかしそうに頰を引きつらせながら言い、景悟に、さっさと行け、とでも言いたげな目配せをする。景悟は足早にテーブルを回り込み、私の手を取って立ち上がらせる。

「行きましょう、薫月さん」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみの奥に、狼おおかみのように獰どう猛もうな光がある。私は思わず頰を熱くしながらその手を取り、集まった面々に挨あい拶さつをして部屋を出た。

「あの堅かた物ぶつの兄さんが、ずっとあなたに見とれていました」

　月明かりに照らされたひと気のない中庭。色とりどりの牡ぼ丹たんの花が美しく咲さき乱れている様子は、この世のものとは思えないほど美しい。甘い花の香かおりと、夜よ露つゆに濡ぬれた芝しばの香りが、鼻び腔こうを優しくくすぐっている。その間をぬう小道を歩きながら、景悟がため息をつく。

「あなたはその麗うるわしさで見る者すべてを虜とりこにする。まったく油断も隙すきもないです」

　私は思わず笑ってしまいながら、

「なんだそれは？　まるで嫉しつ妬とでもしているかのように聞こえるぞ」

「なんとでも言ってください。二週間もあなたと会えなかったんですよ」

　彼は私を見つめて悩なやましげな顔で呟く。

「あなたが欲しくて欲しくて、俺はもう限界近いんです」

「限界『近い』のか。余よ裕ゆうじゃないか」

　私は言って、その場に立ち止まる。驚いたように立ち止まった彼に歩み寄り、その肩を摑つかむ。そして背せ伸のびをして、その唇にキスをする。

「……う……」

　驚いたように身体を震ふるわせる彼から、ほんの一いつ瞬しゆんで唇を離はなす。

「私はもう限界だ。どうしてくれる？」

「薫月」

　彼の逞たくましい腕うでが、私の身体をさらい込む。彼の低い声が、耳をくすぐる。

「本当にいけない人だ。俺がどんなに我が慢まんしているかも知らず。今すぐこの場で犯されたいんですか？」

「それはやめておこう。オーナーに出入り禁止にされそうだし……んんっ」

　彼の唇が、私の唇をいきなりふさぐ。奪うばわれる深く激しいキスに、全身が蕩とろけてしまいそうなほどに熱くなる。

「……ホテルの最上階のスウィートを取ってあります。朝になるまで犯おかして、あなたが誰だれのものかをしっかり教えてあげます。覚かく悟ごしてください」

　唇を触ふれさせたままで囁かれ、身体に激しい欲望が沸わき上がる。

「望むところだ」

　私は囁ささやき返し、その唇をそっと舐なめ上げてやる。

「私のすべてがおまえだけのものであることを、朝までかけてしっかり教えてやる」

　彼は驚いた顔で私を見下ろし、それからクスリと笑う。

「今の言葉だけで、一回イケそうでした。本当に悪い人だ」

　どこか苦しげに囁いて私の腰こしをしっかりと抱き寄せ、そして激しいキス。

「……ん……っ」

　私はたまらなくなって彼の背中に手を回し、しっかりと彼の身体からだを抱き寄せる。

「……ンン……ッ」

　私達はお互いの身体を強く抱き、そして我を忘れて深い深いキスを交かわす。

　私たちの前には、まだまだたくさんの困難が待ち受けている。だが、彼とならそれを乗り越こえていけるだろう。

　私の恋人は、見とれるほどハンサムで、少年のように純じゆん粋すいで、誰よりも強くて……そして、本当にセクシーなんだ。







　あとがき







　こんにちは、水上ルイです。初めての方に初めまして。水上の別のお話を読んでくださっている方にいつもありがとうございます。

　今回の『台湾恋愛夜曲』は、勢力争いを続ける中国マフィア、李弊の首領の孫であり次期首領の薫月と、馮幇の首領の次男・景悟がお互たがいの身分を知らずに恋こいに落ちてしまうお話。薫月はコロンビアの法科大学院を首席で卒業した秀才で、クールな女王様。同じ学校の後こう輩はいだった景悟は、薫月に憧あこがれていた年下大型犬。敵対する二つの組織の人間ということで、ちょっと切ないロミ・ジュリ・テイストでお送りします。

　この本は恋愛夜曲シリーズの最新刊。『香港～』『上海～』に続く第三弾だんです。と言いつつ独立したお話ですので、この本から読んでくださって全然大だい丈じよう夫ぶ。いろいろなタイプのキャラが主人公になっていますので、興味が湧わいた方は、ほかの本もよろしくお願いします（ＣＭ・笑）。

　景悟は、普ふ段だんは女王様の命令をよく聞く従順な大型犬ですが、獰どう猛もうなマフィアの首領の息子なだけあって、ぶち切れるととんでもない狼おおかみに変身します。そのへんもお楽しみいただけると嬉うれしいです。あ、今回もまたＩＣＰＯがチラリと出てきますが、捜そう査さ官かんマニアのみなさん、水上が描えがいているのはなんちゃってＩＣＰＯですので、実際と違ちがっていてもどうかご容よう赦しやを（泣笑）。

　とても楽しく書かせていただいた本です。あなたにもお楽しみいただけると嬉しいのですが。

　それではここで、各種お知らせコーナー！

★個人同人誌サークル『水上ルイ企画室』やってます。

　オリジナルＪｕｎｅ小説サークルです。（受かっていれば・汗）東京での夏・冬コミに参加予定。夏と冬には、新刊同人誌を出したいと思っています（希望・笑）。

★水上の情報をゲットしたい方は、公式サイト『水上通信デジタル版』へアクセス！


『水上通信デジタル版』　http://www1.odn.ne.jp/ruinet（２０１４年11月現在）　へＰＣにてどうぞ。



　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　こうじま奈月先生。大変お忙いそがしい中、今回も本当に素す敵てきなイラストをどうもありがとうございました。とても格好いい景悟、そして美人の薫月にうっとりでした。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　ＴＡＲＯ。猫ねこが「おやつ」と言えるように！

　編集担当Ｉ澤さん、そして編集部のみなさま。今回も本当にお世話になりました。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　この本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました。これからもがんばりますので応おう援えんしていただけると嬉しいです。またお会いできる日を楽しみにしています。




　二〇〇八年　八月


水上　ルイ　
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カバー・口絵・本文イラスト／こうじま奈月


デザイン／BELL'S












台たい湾わん恋れん愛あい夜や曲きよく








水みな上かみルイ
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